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京都寺町三条のホームズ（[image: ]）ホームズと歩く京都


望月麻衣











お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。








底本カバーデザイン・金上倫子

底本カバーイラストレーション・ヤマウチシズ
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特別書き下ろし番外編


バースデーの夜に











特別書き下ろし番外編


バースデーの夜に






「誕生日おめでとう――葵あおい」

　行きましょう、と手を差し伸べるホームズさん。

「……ありがとうございます」

　私はそっと手を乗せ、弾んだ気持ちで『蔵』を後にした。




　このお話は、家頭邸で開いてもらった私の誕生日パーティでのエピソード。





＊






　――それは、私の誕生日の約一か月前のこと。

　骨董品店『蔵くら』のオーナー・家や頭がしら誠せい司じさんが店に訪れて、こんな提案をしてくれた。

『葵ちゃんは来月、五月三日が誕生日なんやろ？　憲法記念日やな、ええ日や。ほんでその日、清きよ貴たかとええ仲になったお祝いも兼ねて、うちで葵ちゃんの誕生日パーティしよういう話になって、盛り上がってるんやけど』

　えっ、と素すっ頓とん狂きょうな声を上げた私に、すかさずオーナーの隣にいる利り休きゅうくんが『そうそう』と相あい槌づちをうつ。

『葵さんの十八歳の誕生日は、みんなでお祝いしようよ』

　まさか、利休くんまでそう言ってくれるなんて、と嬉しさが込み上げてくる。

『ほ、本当ですか？』

『そうやねん。せやから、その日の夜は空けといてや。みんなでお祝いや。香か織おりちゃんも呼んだらええ』

『あ、ありがとうございます』

　感激に声を上ずらせる私の横で、

『――前ぜん途と多た難なんや』

　と、ホームズさんが額に手を当てていたのには、気付かなかったのだけど。

　そうしたわけで、私・真城葵十八歳の誕生日は、家頭邸でパーティが開かれることになったのだった。
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「……うーん」

　誕生日パーティを前日に控えた、五月二日の夕方。

　私はクローゼットを前に、眉根を寄せて腕を組んでいた。

　ちなみに実際は、『クローゼット』というほど良いものではなく、押し入れに突っ張り棒を設置して、服を掛けているだけ。

　襖ふすまは取り外してあり、可愛い暖簾のれんを掛けて誤魔化している。

　さて、どの服にしようか。

　オーナーの誕生日の時に好よし江えさんに借りて、そのままもらった薄ピンクのワンピース。

　柳やなぎ原はら先生の誕生日パーティの時に着たワンピース。

　大晦日のパーティの時に着たツーピース。

　吉田山荘・真しん古こ館かんで開かれた、相あい笠がさくりす先生の朗読会に着た、藍色のブラウスに白いスカート。斎さい藤とう家にお邪魔した時に着たワンピースに、シャーロキアンの会の時に着たブラウスとジャケットとスカート、政治家のパーティで着た花水木色のワンピース。

「…………」

　あれこれと服を確認して、私は『どうしよう』と額に手を当てた。

　こんなにたくさんあると、タカをくくっていたのだけど、思えばどれも公の場に着ていったものばかり。

　今までも服を買おうと三条や四条に繰り出してはいたのだけれど、ピンとくるものがなかったのと、家にもそれなりにあった。実際、着ていく服は決めていて、気持ちに余裕もあったのだけど、ふと、思い出してしまったんだ。

　着ようと決めていた服は、柳原先生の誕生日パーティの時に着ていたワンピースだった、ということに。

　今度の私の誕生日パーティには、その時に出席していた柳原先生も秋あき人ひとさんも米よね山やまさんも参加してくれるわけだ。

　あのメンバーは、きっと私の服なんて覚えていないだろうけど、ホームズさんは絶対に覚えているはず。

　今から慌てて買いに行っても、失敗してしまいそうな気がするし、仕方ない。

　ブラウスに、スカートを組み合わせよう。失敗のない無難な組み合わせだ。

　自分が主役のはじめてのパーティなのに、『無難な組み合わせ』って……。

　少し落ち込み、ふぅ、と息をつく。

　それなら、同じ服になってしまっても良いか。

　せめて、あまり人目に触れてないものをと、私はシャーロキアンの会の時に着た服を取り出した。

　これからは事前に確認しよう、と反省をし、着ていく服を押し入れの縁に掛けて、そのままベッドに横たわる。

「…………」

　自分のために大掛かりなパーティを開いてくれるなんて、人生初のことでどうにも落ち着かない。

「ええと、明日、参加してくれる人は……」

　ホームズさん、店長、オーナー、好江さん、利休くん、香織に、佐さ織おりさんに米山さん、上うえ田ださん、美み恵え子こさん、柳原先生、小こ松まつさん親子三人に、そして秋人さん……。

「十五人も……」

　すごいなぁ、と思わず声が洩れる。

　お礼がしたい。私にできることは限られているけれど、私なりに何かできたら……。

　そこまで思い、私はむくりと体を起こして、本棚から一冊の本を手にいそいそと部屋を出た。
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　そうして、翌日、五月三日。

　パーティは夕方六時から始まるということで、私とホームズさんは午後五時まで、『蔵』で店番をすることになった。




「――僕抜きで、ちゃんと準備ができているのでしょうか、心配でたまりません」

　今日だけで、この台詞せりふを何回、聞いただろう。

　ホームズさんは珍しく落ち着かない様子で、うろうろと店内を歩き回っている。

　そんな彼の姿に、私の頬ほおは緩む。

「ホームズさん、落ち着いてください」

「落ち着けませんよ。せっかくのあなたの大事な誕生日。台無しにされてはたまりません。パーティをするなら、せめて準備に関わりたかったのに」

　彼は口惜しそうに言って、椅子に腰を下ろす。

「台無しになんて、なるわけないじゃないですか」

「分からないですよ、あの人たちですからね。そもそも、なんでみんなでパーティやねん」

　ボソッと洩もらしたホームズさんに、「えっ？」と瞬またたくと、彼は「いえ」と微笑ほほえむ。

「祖父は言い出すだけで人任せですし、父は抜けているところがありますから。頼んだ料理が届かないとか、デザートが用意されていなかったとか、そういうことも起こりかねないな、と。あっ、ケーキは、僕が注文したので、大丈夫ですよ」

　これだけは心配しないでください、と手をかざすホームズさんに、私は笑ってしまう。

「トラブルが起こっても、それはそれで楽しい思い出になりそうですし、何より私のためにパーティを開いてもらえるだけで、嬉しくて感激です」

「……葵さんは、本当に嬉しそうですね」

　ホームズさんは、少し脱力したような笑みを見せた。

「はい、実は、誕生日がゴールデンウィーク真まっ只ただ中なかということで、今まであまり家族以外の人に誕生日を祝ってもらえたことがないんですよ」

　そう言うと、ホームズさんは興味深そうに「へぇ」と洩らす。

「幼稚園の時も、平日が誕生日の子は、その日に誕生日会を開いてもらえるんですが、私のように休みの日の子は、『五月生まれさん』と、一緒にされてしまったりしていて。大きくなってからは、うちはゴールデンウィークのたびに、この京都の祖父母の家に遊びに来ていたのもあって、そもそも埼玉にいなかったんです。だから嬉しくて仕方なくて」

　ホームズさんは、なるほど、と納得したように相槌をうち、

「……あなたが、心から喜んでくれているのなら良かったです」

　そう言って柔らかく微笑む。

　どうやらホームズさんは、『本当にパーティで良かったのだろうか？』と懸念してくれていたようだ。

　その時、ボーン、と柱時計が五回音を立てた。

「――ああ、時間ですね。閉店準備をしましょう」

　ホームズさんは立ち上がる。

「そうですね。閉店準備が終わったら、私も着替えないと」

　給湯室の奥に、パーティに着ていくツーピースを用意していた。

「閉店準備は僕がやっておきますので、どうぞお着替えをなさってください」

「あ、はい。ありがとうございます」

　恐縮しつつ、はたきを片付けていると、

「……あの」と、背後でホームズさんが躊躇ためらいがちな声を上げた。

「はい？」

「実は、あなたに似合いそうな服を見つけまして、勝手ながら用意させてもらったんです」

「えっ？」

　驚きに、私の声が裏返った。

「二階の奥に用意しています。葵さんも今日のために服を用意されていたと思うので、着なくても構いませんので、確認だけしていただけると。そもそも、サイズも合っていないかもしれませんし」

　ホームズさんは気恥ずかしいのか、どこか弱ったように目をそらしながら言う。

「は、はい。ありがとうございます、着てきます！」

　胸を弾ませながら、階段を上る。

　二階の奥まった部分に全身鏡と着替えられるスペースがあり、そこは今、カーテンが閉められている。

　カーテンを開けると、ハンガーに掛けられたワンピースがあった。

　黒をベースに、白のラインが入ったシックなデザイン。

　フレンチスリーブタイプの袖そでに、スカートの長さは膝ひざ丈たけで、ウエストが適度に絞しぼられて、スカートが広がっている。

　シルエットがとても綺き麗れいだ。

　パーティにも着られるワンピースでありながら、普段のお洒落しゃれ着にも着回せるデザイン。

「か、可愛いくて素敵」

　思わず、声が洩れる。

　手に触れてみて、さらに驚いた。とてもしなやかな手触り。

　どこのブランドかは分からないが、とても良い素材を使っていることが伝わってくる。

　私はワンピースを手に取りカーテンを閉めて、着替え始めた。

　とても良い着心地。

　サイズも驚くほどにピッタリで、まるで誂あつらえたようだ。

　とても恥ずかしい話だけど、目め利ききのホームズさんの目には、きっと私のサイズも一目瞭然なのだろう。

　何より驚いたのは（自分で言うのもなんだけれど）、とてもよく似合っていること。

「な、なんだか、自分じゃないみたい」

　口許が緩んで仕方ない。

　嬉しくて、仕方がない。

　だけど、このワンピースに合う靴を用意していなかった。

　どうしよう、と俯うつむいた視線の先の箱の上に、ワンピース同様、黒に白いラインとリボンのついたパンプスがあるのが目に入った。

　とても可愛らしいデザインに、驚きを通り越して絶句してしまう。

　靴を床に置いて、そっと足の先を滑らせる。

　とても良い履き心地にも、驚かされる。

　歩き出すと、コツコツと気持ちの良い音が響いてドキドキする。

　少し離れたところから、全身鏡で自分の姿をあらためて確認する。

　ふんわりとしたワンピースが、本当に可愛らしい。

　私は胸をドキドキさせながら、階段を降りる。

　ホームズさんが、私を見上げていた。

「こ、このワンピース、本当にいいんですか？」

　声が上ずりながらも、はにかんで尋ねると、ホームズさんはにっこりと微笑んだ。

「思っていた通り、よくお似合いです。このワンピースを見た時、絶対、あなたにぴったりだと思いましたので」

　どうやら、ショーウインドに飾られていたこのワンピースを見かけて、私に似合うだろうと思ってくれたようだ。

「はい。びっくりするぐらいぴったりで、とても気に入ったんですが、本当にいいんですか？」

「ええ、誕生日プレゼントのひとつです。あなたは、パーティに着る服に迷われていたようなので」

　そう。オーナーにパーティをすると提案してもらえた時に、『どうしよう、何を着よう』と私は呟つぶやいていた。

　彼は、それを覚えていてくれたようだ。

「う、嬉しいです。普段着はいっぱいあるんですけど、パーティに着ていけるような素敵なワンピースはあまり持っていなかったので」

　そこまで言って、私は「ん？」と顔を上げた。

「でも、『プレゼントのひとつ』って？」

「もうひとつはこれを」

　ホームズさんはすぐに背後に回ったかと思うと、とてもスムーズに私の首にネックレスをつけてくれた。

　花のヘッドの中心に、ライトグリーンの石が光る可愛らしいネックレスだ。

「わあ、可愛いです！　これはお花ですか？」

「ええ、『葵』の花ですよ」

「葵の花なんてあったんですね。葉のイメージが強かったです。とても可愛い。ありがとうございます」

　嬉しさに、ばくばくと心臓が打ち鳴らす。

　誕生日プレゼントに、ワンピースと靴とネックレスまでプレゼントしてもらえたのだ。

　トータルコーディネートではないか。

　興奮から頬が熱くなって、その上、息まで荒くなりそうだ。

「喜んでいただけて良かったです――ああ、葵さん、すみません。二階の奥の棚に僕の懐中時計があるはずなんです。持ってきていただけませんか？」

　ホームズさんは胸に手を当てて、柔らかく目を細めた。

「あ、はい」

　私は弾むような足取りで、階段を上る。

　この時の私は、まったく気付いていなかった。

　まさか、この時、この『蔵』に私の元彼である克実がいたことに――――。
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　その後、私たちは『蔵』を出て、家頭邸へと向かった。

　店を出るまでに、私が二階で着替えている間に、前の彼氏である克実が訪れていたという、衝撃のニュースを聞いたり、ホームズさんと初めてキスをしたり……と、実はあれこれとあったのだけど……。

　――それは、さておき。

　今は落ち着いて、私はホームズさんが運転する車の助手席に座っている。

　午後五時半を過ぎた五月の空は、まだ明るめだ。

　やがて、家頭邸が見えてくる。

　明治時代を思わせる重厚感溢あふれる石造りの洋館は、相変わらず一見したところは美術館のようだ。

　夕焼け空のグラデーションの中の家頭邸はとても趣おもむきがあり、『素敵だな』と、私は目を細める。

　車を邸ていの駐車場に停めて、私がのんびりシートベルトを外していると、すぐにホームズさんは運転席を降りて、助手席の扉を開けてくれた。

「――あ、ありがとうございます。でも、恐縮しちゃうので、車のドアを開けたりはしなくても……」

　嬉しさよりも、照れと戸惑いが勝ってぼそぼそと告げると、ホームズさんは、ふふっと笑って、手を差し伸べる。

「分かりました。ですが、誕生日の今日くらいは良いでしょう」

「ありがとうございます」

　あらためて礼を言って、その大きな手を取って、私は車を降りる。

　本当に、こんなことをさらりとやってのけて、それが似合っているからホームズさんは恐ろしい。

　そして、そんな人が自分の彼氏だなんて、今も少し信じられない気分だ。

　大きめのトートバッグを手にしている私に、ホームズさんが再び手を差し出す。

「持ちますよ」

「あ、重くないので大丈夫です」

「随ずい分ぶん、大きいんですね」

「着ていた服も入ってますし、他にもいろいろと……」

「いろいろ？」

「え、ええ」

　曖あい昧まいな返事をしながら、ホームズさんとともに石階段を上る。

　上りきったところで彼は腕に少し力をこめて、重厚な玄関扉を開けた。

　たまたま玄関ホールにいた様子のオーナーと好江さんが、振り返って笑みを見せる。

　どうやら二人は、玄関ホールの柱時計の横に真っ赤な薔薇ばらを飾っていたようだ。

「おお、帰ってきたか」

「清貴、お帰りなさい、葵ちゃん、いらっしゃい」

　そう言う二人に、私はぺこりと頭を下げる。

「お邪魔します。今日は本当にありがとうございます」

　その時、奥のお手洗いから米山さんが出てきて、「あっ」と声を上げた。

「主役が来たね。葵ちゃん、今日はおめでとう」

「米山さん、お久しぶりです」

　彼は元腕利きの贋がん作さく師しであり、オーナーに暴かれたことで今は改心した画家。

　細身の体に、少し長めの髪を後ろで一つに束ねた、中性的な男性だ。

　彼は私の親友・宮下香織の姉・佐織さんの彼氏でもある。

「米山さんこそ、おめでとうございます」

　私は、笑顔でそう続けた。

　米山さんは、四月に開かれた大きな美術展の新人賞に応募し、見事、受賞したのだ。

「ありがとう、なんだか、実感ないんだけどね」

　ふにゃりと笑って、気恥ずかしそうに体をよじらせる。

　米山さんは、相変わらずな様子だ。

「さあさあ、葵ちゃん。パーティの準備ができるわよ」

　好江さんが、私の背中を優しく押して、パーティホールに向かって歩き出す。

「ほんで、葵ちゃん。また、ゲームも企画しとるさかい、楽しみにしててな」

　横を歩くオーナーが、得意気な表情で拳を握った。

「ゲームを？　わあ、楽しみです」と私が手を打つ横で、

「初耳なんですが、一体どんなゲームを用意したのですか？」

　ホームズさんが、怪け訝げんそうな声を上げる。

　以前、行われた大晦日のパーティでは、ホームズさんがゲームを企画考案したのだが、どうやら今回は携たずさわっていないようだ。

「どんなって、また、『暗号文解読』の宝探しや」

「……オーナーが考えたのですか？」

　自分の与あずかり知らぬところで、どんなことが行われているのか不安なのだろう。

　ホームズさんは顔をしかめたまま、オーナーを見ている。

「まさか。ワシちゃうで。米山はんや」

「米山さんが？」

　ホームズさんは意外そうな声を上げて、米山さんに視線を送る。

　すると彼は「そう」と頷いて、頭を掻かいた。

「前のパーティで、清貴くんの作ったゲームを見ていて楽しそうに思ったから、今回は俺が作ってみたんだ。店長にも手伝ってもらったよ」

「父と……」

　ホームズさんは、「へぇ」と洩らして、腕を組んだ。

　……米山さんと店長で、暗号文を作成した。

　そういえば、米山さんはミステリー小説が大好きだったな、と私は頷うなずきつつ通路を歩く。

「さっ、入って、葵ちゃん」

　気が付くと、好江さんが、パーティホールの扉を大きく開けていた。

　だが、そこは真っ暗だ。

「あれ、電気はついていないんですか？」

　不思議に思いながら足を踏み入れた、その瞬間――、

「誕生日おめでとう！」

　大きな声とともに、照明がつき、パンパンッとクラッカーが鳴り響く。

　そこには、親友の香織に、彼女の姉の佐織さん、お馴染みの店長に、上田さん、美恵子さん、柳原先生。小松さんに雅まさ美みさん、優ゆう子こさんの親子の姿に、そして、後から参加すると聞いていた秋人さんの姿も既にあった。

「おー、葵ちゃん、いよいよ、十八歳か。おめでとう」と、秋人さん。

「ありがとうございます」

　私が答えるなり、彼はすかさずホームズさんの肩に手を回した。

「良かったな、ホームズ。これでようやく犯罪にはならねぇ。でも、まだ高校生ってことで、ギリアウトだな」

　満面の笑みでホームズさんの顔を覗く秋人さんに、ホームズさんは冷ややかな面持ちですぐにその手を払う。

「……あなたは、相変わらずですね」

「冷てぇ。ホームズこそ相変わらずだなぁ」

　それこそ、相変わらずな二人の様子が微笑ましくて、私たちはクスクスと笑った。

「あらためて、葵、おめでとう。そのワンピース、めっちゃ大人っぽくて素敵や」と、駆け寄ってきたのは、親友の香織。

　彼女も、アイボリーの素敵なワンピースを着ている。

「ありがとう、香織も素敵」

「葵さん、おめでとう。今日は、私まで図々しく押しかけちゃってごめんなさいね」

　その横でそう言ったのは、香織の姉の佐織さん。

　米山さんの腕に触れながら、幸せそうな笑みを浮かべている。

「いえ、嬉しいです」

　すると、他の人たちも、わっ、と集まってきてくれた。

「葵ちゃん、おめでとうさんやで」と美恵子さん。

「せやな。おめでとう。ほんで、ホームズとのこともおめでとうやな。傍で見てたら、焦れったくてイライラしとったわ」

　続いて上田さんがそう言って、いたずらな笑みを見せる。

　その横で、店長も優しい目で、「葵さん、おめでとうございます」と微かすかに拍手をする。

「ジジイの誕生日は祝う気しぃひんけど、お嬢さんの誕生日やったらええな」と柳原先生。

「嬢ちゃん、おめでとうな。この前はサンキュー。今日は親子で参加させてもらったよ」

　そう言う小松さんの横で、雅美さんと優子さんが「おめでとうございます」と、微笑みながら会え釈しゃくをしてくれた。

　私は、一人一人に「ありがとうございます」と頭を下げながら、嬉しさに目頭が熱くなってきた。

　それを誤魔化すべく、私はパーティホールを見回す。

　ホールには大晦日のパーティ同様、ブリキの外車や、黒い衣装を着た王様の人形などが並び、遊び心いっぱいに装飾されていた。

　端に長テーブルがあり、そこに料理がずらりと並んでいる。

　テーブルの下には黒いクーラーボックスがあり、ワインやシャンパン、ビールにソフトドリンクが冷やされているようだ。

　給仕はいないが、オーナーの誕生日パーティの時のように和洋中華の料理が並んでいて、まるでホテルのバイキングのように豪華なラインナップ。

　中央の丸いテーブルには、大きなケーキが置かれている。

　苺がたっぷり載のった生クリームのケーキで、『HappyハッピーBirthdayバースデ　AOIアオイ』というチョコレートプレートが飾られている。

「ねぇ、ケーキは、食事の後に食べるとしても、最初にロウソクの火を消してもらいましょうか」

　そう言う好江さんに、皆は「そうだね」と頷き、

「それは良いですね。ああ、火は僕がつけますよ」

　ホームズさんが、すぐにロウソクに火をつけていく。

　再びホールの照明が落とされて十八本のロウソクに火が灯り、皆が自然とバースデーソングを歌い出す。

　これが、自分のために開かれたパーティであることが信じられず、恐縮と嬉しさに目眩がする。

　歌が終わっても、ロウソクの火を消さずに立ち尽くす私に、皆が「あれ？」という様子で注目した。

「葵？」

　香織が『どうしたの？』という様子で、首を傾げる。

　他の皆も、同じような表情でこちらを見ている。

「あ、その……」

　頬が火照っていく。きっと、顔は真っ赤だろう。

　さらに、鼻先がツンとして、じわりと涙が滲にじんだ。

　どうしよう、泣きそうだ。

「――す、すみません、嬉しくて。本当に、ありがとうございます」

　涙が零れそうになるのを堪こらえて、私は深く頭を下げた。

　とはいえ、皆にはお見通しだったようで、「ほらほら、泣かない」と優しい眼差しを向けてくれる。

　顔を上げると、ホームズさんが、「あかん」と洩らし、弱ったように額に手を当てた。

「……ホームズさん？」

　何が『あかん』なんだろう？　と、首を傾げる私に、ホームズさんは小さく息をつく。

「いえ、失礼しました。今、ギャラリーが邪魔で仕方ないです」

「えっ？」

「いえ。さぁ、葵さん、ロウソクの火を消してください」

　ホームズさんはポケットからハンカチを取り出して、私の目頭を優しく押さえた。

「はい」

　私は息を吸い込み、ロウソクに息を吹きかける。

　十八本のロウソクの火が消えて、ホールが真っ暗になったその時――、ホームズさんが私の肩を引き寄せ、こつんと額を合わせて、

「ほんまにおめでとう――葵」と、耳元で囁ささやいた。

　きゅんと胸が詰まる。

　パッ、とホールの照明がつくと同時に、ホームズさんがそっと離れる。

　今も私の鼓こ動どうは、ドキドキと打ち鳴らしている。

「さあ、乾杯やで。葵ちゃん、乾杯の音頭をせな」

　オーナーにグラスを手渡されて、私は「は、はい」とそれを受け取り、再び注目されることに、目をぐるぐるさせながら口を開く。

「ええと、今日はありがとうございます。こうして集まっていただけたのは、オーナーや店長、そして、ホームズさんなど家頭家の皆さんの人徳のお陰だと思っているのですが、私は誕生日当日に家族以外の人に祝ってもらった記憶があまりなくて、こうしてたくさんの人に祝ってもらえていることが嬉しくて、夢を見ているみたいです。本当にありがとうございました」

　再び頭を下げて、「そ、それじゃあ、乾杯、です」と、恥ずかしさに皆の顔を見られないままにそう続けると、皆も「おめでとう、乾杯！」とグラスを掲げた。

「それじゃあ、食おうぜ」

　秋人さんの声が合図のように、皆は頷いてわいわいと料理を手にしていく。

　ご馳ち走そうを各おの々おの取り、飲んだり語らったりと、楽しく過ごしていた。
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「葵、今日のワンピース、このパーティ用に買うたの？　ほんまに素敵や」

　あらためて、という様子で言う香織に、佐織さんも、「本当に素敵」と頷く。

「ありがとう、このワンピースね、実はホームズさんからの誕生日プレゼントで……、私もすごく気に入っているの」

　私は気恥ずかしさを感じながら、スカートの裾すそをつまんだ。

「そうなんや！　ホームズさん、さすが目利きやね。よう似合うてる」

　私たちがわいわいとお喋りに花を咲かせていると、上田さんがいそいそと現れて、一人掛けソファーの上に、白い布にくるまれた大きな額がくらしきものを置いた。

　私たちは、なんだろう？　と顔を向ける。

　白い布が取り払われて、あらわになったのは『モナ・リザ』。

「うおっ、上田さん、そのモナリザどうしたんすか？」

　秋人さんが仰天の声を上げると、ホームズさんが肩を上下させた。

「秋人さん、あれは、ただのポスターですよ。実際の『モナ・リザ』は、あんなに大きくありませんし、そもそもこんなところに本物が来るわけがないです」

「えっ、そうなのか？　実際のモナリザって、小さかったんだ？」

「ええ、縦七十七センチ、横五十三センチと、割と小さいんです。イメージと違うと、ガッカリされてしまう方も多いとか」

　ホームズさんはそう言った後、上田さんに視線を移して小首を傾げる。

「上田さん、『モナ・リザ』のポスターを用意したりして、どうしたんですか？」

「まっ、せっかくやから、ホームズに『モナ・リザ』にまつわる話でもしてもらお思うて」

　上田さんは額に手を触れながら、屈託のない笑みを見せる。

「『モナ・リザ』の逸話というと、どんな話を？」

「ほんじゃ、『モナ・リザ』の謎なぞやな。ほら、モデルは誰やったとか、背景に最初は、柱が描かれていたとか、いろいろあるやんけ」

「いろいろありすぎて、駄目ですね。『モナ・リザ』にまつわる謎は多すぎて、話していたらパーティが終わってしまいます」

　ホームズさんは、手をかざしてそう言う。

「……まぁ、せやなぁ、それに、謎も解けてへんし、モヤモヤするだけやな。そんじゃあ、とりあえず、盗まれた時の話を頼むわ」

「とりあえず、ですか」

　ホームズさんは『やれやれ』という様子を見せたが、皆は興味津しん々しんで目を輝かせている。

　香織も佐織さんも秋人さんも、美恵子さんや小松さん親子も、『モナ・リザ』自体は知っていても、その絵にまつわるドラマをよく知らないようだ。

　もちろん、私もだ。

　そんな私たちの顔を見て、ホームズさんも気持ちを切り替えた様子で、『モナ・リザ』のポスターが乗ったソファーの横に立ち、私たちを見回した。

「皆さんもご存じでしょう。こちらはレオナルド・ダヴィンチが描いた傑作『モナ・リザ』のポスターです。この作品の本物は、ルーブル美術館に保管され、長い年月愛されてきた名画ですが、一九一一年、盗難に遭ったことがありました。この事件の犯人はペルージアという名のイタリア人。ですが彼は実行犯なだけで、裏で操っていた男がいたといわれています。その男とは、アルゼンチン人の贋作詐欺師、バルフィエルノ」

　その言葉に、私たちは贋作師・円えん生しょうの姿を連想し、頬を引きつらせた。

　ホームズさんは、そんな私たちの気持ちを察したように「ああ」と手をかざす。

「バルフィエルノ本人が、贋作師だったわけではありません。彼は『贋作詐欺師』。腕利きの贋作師とタッグを組んで仕事をしていたわけです。十九世紀のヨーロッパでは、貴族の所有物であった美術品への羨望が強く、『盗難品でも良いから欲しい』という者も少なくなかったわけです。

　そこで、バルフィエルノは、贋作師に美術館に飾られているような名画のニセモノを作らせて、本物と偽り、法外な値段で売りつけていきました」

　そこまで話したホームズさんに、私は「ん？」と首を傾げた。

　美術館に飾られている名画のニセモノを作らせて売る――だなんて、贋作だと一いち目もく瞭りょう然ぜんじゃないか。

　すると秋人さんも同じように思ったのか、「なあ、ホームズ」と訝いぶかしげに腕を組んだ。

「美術館に飾られているような名画の贋作を作ったところで、本物は美術館に飾られたままだろ？　すぐ贋作だって分かるじゃん」

「まったくもってそうです。ですが、彼らには客に本物だと信じさせる手口がありました」

「手口？」と皆が目をぱちりと開いた。

「はい。まず、バルフィエルノは顧こ客きゃくに欲しい絵画を聞き、贋作師にニセモノを作らせる。そして、まず、美術館の守しゅ衛えいに『絵を盗んだりはしないし、迷惑もかけないから絵の側そばまで行かせてほしい』と賄わい賂ろを渡して、ターゲットの絵画の許まで向かい、その絵画の裏に、贋作師が作った贋作を掛けておきます」

「本物の裏に、贋作を掛けておくってことか？」

「そうです。後日、依頼人を絵画の許に呼びよせ、依頼人本人にその絵画の裏に印をつけさせます。こうやって」

　と、ホームズさんは『モナ・リザ』のポスターが入った額を手に取って、裏に指で×印をつけ、元に戻す。

「その後、依頼人と別れた後、印のついている贋作を回収し、盗んできたことを伝えるわけです。依頼人は自分のつけた印を確認して、本物だと信じ込む。こういう手口だったそうです」

　皆は「へえ」と相槌をうつ。

「そうして、裏の世界で有名になっていったバルフィエルノは、世紀の名画『モナ・リザ』で荒稼ぎしたいと考えます。〝『モナ・リザ』を盗んだなら買いたい人はいるか？〟と、募集をかけたところ、法外な金額だったにもかかわらず、希望者が六人も現れました。そこで、バルフィエルノは、『モナ・リザ』のニセモノを作らせて売ることを決意しました。ですが、これだけ有名な絵となると、今までの小手先の手口では通用しない。そこで本当に盗み出すことを決めるのです」

　ホームズさんの話を聞きながら、私たちはごくりと息を呑む。

「そうして、バルフィエルノは、自分の本名を伏せた上で、イタリア人ペンキ職人のペルージアとランチェロッティという二人の兄弟に、『モナ・リザ』を盗み出すことを依頼するわけです。ペルージアは、元々美術館の仕事をしたことがあり、事情に詳しかったそうです。美術館の物置に潜み、誰もいなくなったところで『モナ・リザ』を壁から外してスモックの上衣に隠し、そのまま勝手口から出てくるという、華麗でもなんでもない、とても簡単で地味な手口で盗みを成功させます。当時の警備は、今とは考えられないほどにずさんだったようですね」

　ひと気がなくなるまで物置に潜んで館内に忍び込み、服に隠して出てくるなんて……。

　本当に、今では考えられない警備体制だ。

「そうして、翌日には、新聞に大々的に『モナ・リザ盗難』のニュースが報じられます。バルフィエルノは、実行犯であるペルージアに〝『モナ・リザ』をしばらく保管し、隠しておくように〟と伝え、『モナ・リザ』を買いたいと希望していた六人に贋作を売りつけ、莫大な金を得たという話です」

「莫大な金って、どのくらいだ？」と、秋人さんが目を輝かせて尋ねる。

「今のお金で、四十億くらいだったとか」

　これには、秋人さんだけではなく皆揃って驚き、「よ、四十億！」と瞬いた。

「……で、あんちゃん、その後、本物の『モナ・リザ』はどうなったんだ？」と、小松さんが尋ねる。

「はい、その後の本物の『モナ・リザ』ですが、実行犯であるペルージアはバルフィエルノに言われた通りに、しばらくの間、本物を隠し持っていました。しかしバルフィエルノからの連絡は途絶え、そのうちに手にしていた報酬も底をつきます。そうして生活に困ったペルージアは、『モナ・リザ』を転売しようと目論みます」

　ホームズさんはそう言って『モナ・リザ』のポスターを再び手に取る。

「転売は成功したのか？」と、小松さんが少し身を乗り出す。

「いえ、あっさり失敗に終わり、逮捕されるのですが、そこからのペルージアは、なかなか見事でした」

「見事？」

　私たちが揃そろって、首を傾げた。

「ええ、ペルージアは、イタリア・フィレンツェの画商に『モナ・リザ』を売りつけようとして、即逮捕となるのですが、彼はその時に〝金が目的じゃない。『モナ・リザ』は、イタリアの偉大な芸術。それがフランスに盗まれたままでいることが、我慢ならなかったんだ。『モナ・リザ』をイタリアに戻したかったんだ〟と主張しました。

　――あくまで動機は愛国心であると。すると、イタリア国民は、〝そうだ。『モナ・リザ』はイタリアが誇る偉大な芸術。ペルージアの言葉はもっともだ。よくやった！〟と、ペルージアを英雄のように扱い、無罪を望む声も大きくなります。結局、ペルージアは有罪にはなるものの、禁固六か月という、とても軽い刑で済みました」

　お金のためではなく、祖国イタリアのためにフランスのルーブル美術館から、『モナ・リザ』を盗み出したと主張した実行犯・ペルージア。

　ホームズさんの言う通り、なかなか見事だと思う。

　すると、利休くんが「へぇ」と洩らし、

「イタリアの国民感情を利用したわけだ。ペルージアも上手いことやったよねぇ」と、感心したように相槌をうつ。

「ええ。とはいえ、打算はもちろんあると思いますが、元々、彼の中に、そうした気持ちがあったのではないかと思いますよ。そうでなければ、そんな言葉は出てこないし、民衆の気持ちをつかむことはできないでしょう」

　そう言うホームズさんに、皆は納得して相槌をうつ。

「さらに、その後の『モナ・リザ』ですが、すぐにはフランスに戻されず、イタリア各地を回って展示されまして、ようやくフランスに戻ったそうです。イタリア人としては、ペルージアのお陰で『モナ・リザ』を観ることができたわけです。さらにペルージアの名声も高まったのではないでしょうか……。と、まぁ、これが、『モナ・リザ』にまつわる盗難の話です」

　ぺこりと頭を下げるホームズさんに、皆は「面白かったです」と明るい表情で拍手した。
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『モナ・リザ』にまつわる話で盛り上がった後、オーナーが手を上げた。

「ほんなら、次はゲームやな」

　その言葉に、秋人さんは「ゲーム！」と顔を明るくさせ、企画を担当した米山さんが、ぺこぺこと会釈をしながら、皆の前に立った。

「そ、それじゃあ、俺と店長で作った、宝のありかが示された暗号文を配ります」

　皆が「おお、面白そうだ」と目を輝かせる中、米山さんは『暗号文』を配る。

　そこには、このように書かれていた。




　――鍵を見つけなさい。

　最初の鍵は、『黒い農民』の許もとにある。

　その鍵を『赤い商人』へと届けなさい。

　次に、『赤い聖職者』の許へ。

　そこに、また新たな鍵がある。

　その鍵を『黒い王』に届けたなら、

　宝のありかを示す言葉を賜たまわるであろう――




　文面に目を落として、皆は「えっ？」と眉根を寄せる。

『鍵を見つけなさい』という書き出しの『鍵』の文字だけが赤字で、他が黒字だ。

　だが、ホームズさんだけは、「へぇ」と感心したように頷いた。

「なるほど。これは、なかなか面白い暗号文ですね。あちこち引きずり回されそうですが、すべては家の中ですか？」

　ホームズさんは、紙を手に隣に立つ米山さんを見る。

「あ、うん、もちろん……って、清貴くん、もう解読したの？　秒速で解読するの、やめてくれない？　自信なくしちゃったよ」

　米山さんが、落胆したように額に手を当てる。

　そんな米山さんを前に、皆は一斉に首を振った。

「い、いえ、米山さん、この暗号文、全然分からないですよ」

「涼りょう介すけさん、すごい」

「そうそう、まるで分かんねー。なんだこれ」

　皆の言葉を聞き、米山さんは「そ、そうかな」と自信を取り戻したように顔を上げた。

　オーナーは、ふぅ、と息をついて、一人掛けソファーにどっかりと座った。

「そうやねん、米山はん、気にすることはあらへん。清貴がちょっとおかしいんや。ええか、清貴。お前はゲームに参加したらあかん。ヒント係や」

　そう言うオーナーに、ホームズさんは「ええ」と頷く。

「……不本意ですが、かしこまりました。皆さんのヒント係になることにします」

『不本意』と口しながらも、どうやら彼は『裏方』に回れることが嬉しそうだ。

　米山さんは、皆を見まわして、コホンと咳せき払ばらいをする。

「それでは、三人ずつのチームになってください」

　皆は「あ、はい」と頷く。

　――その結果、

　私、香織、佐織さんのＡチーム。

　秋人さん、利休くん、好江さんのＢチーム。

　上田さん、美恵子さん、柳原さんのＣチーム。

　小松さん、雅美さん、優子さんのＤチームに分かれた。

「今配った暗号文に、宝のありかが示されています。そこには葵ちゃんへの誕生日プレゼントと、見つけたチームへの宝、そして見つけられずとも、ポイントを加算したチームへの宝が用意されています。ポイントについては、後で説明します。葵ちゃんはどうやってもプレゼントをもらえることになるのですが、葵ちゃんのいるＡチームが見つけた場合は、葵ちゃんは誕生日プレゼントの他に、お宝もＧＥＴできるわけです」

　米山さんの説明に、皆は「ほうほう」と相槌をうつ。

「面白そう。主役がいるＡチームのうちがＧＥＴやな」と香織。

「いやいや、香織ちゃん、うちには利休がいるからな」と、Ｂチームの秋人さん。

「ワシは駆け回るのは苦手や。上田はん、美恵子はん、頼むわ」

　Ｃチームの柳原先生が、オーナーの隣に座り、

「まかしとき」と美恵子さんが張り切った様子で、拳を握る。

　Ｄチームの小松さん親子は、「なんだか、楽しそうね」「うんうん」「そうだな」と、暗号文を手に頬を緩ませている。

「それでは、スタートしてください」

　米山さんがそう言うなり、

「ほんなら、清貴ちゃん、ヒントほしいんやけど、〝黒い農民〟とか〝赤い商人〟って、なんやねん？」

　美恵子さんがすかさず、紙を手にホームズさんに詰め寄り、

「美恵子さん、早速ですか」

　皆が、ドッと笑った。

「でも、俺も美恵子さんと同じで、わけ分かんねー。ホームズ、ヒント頼む」

　秋人さんが、頭に手を乗せたままそう言った。

　皆も同じ気持ちのようで、すがるような目をホームズさんに向ける。

　ホームズさんは、「どうしますか？」と米山さんに視線を送った。

「そうだね。いちいち、清貴くんにヒントを求めていたら暗号にならないから、ヒントは、一チームにつき一回までにしようか。でも清貴くん、今回だけは皆に伝えてあげて。皆さん、それ以降、ヒントはあと一回です」

　米山さんの提案に、皆は「はーい」と声を上げる。

　ホームズさんは、「それでは」という様子で、暗号文をかざす。

「そうですね……ヒントはまず、文章の中に出てくる『色』です」

「……色って、黒い農民とか、赤い商人ってとこのことよね？」

　難しい表情を見せる好江さんの隣で、利休くんが何かひらめいたようで、にっと笑みを見せた。

「僕、分かっちゃったな」

「えっ、利休、分かったのかよ、教えろよ」

　露骨に詰め寄る秋人さん。

「うん、それはね……」

　利休くんが、秋人さんに耳打ちしていた。

「ねえねえ、文章に出てくる色に注目って、どういうことかしら」

　佐織さんが、声を潜めて尋ねる。

「色は、黒と赤だけやし」と香織。

「つまり、その二色しかないことに注目しろって、ことだよね」

　私は、ジッと暗号文を眺める。

　黒と赤。

　黒い農民、赤い商人、赤い聖職者、黒い王。

　黒、赤、赤、黒。

　そんな中、Ｃチームの上田さんが「あ、分かった。ほんまに黒と赤や」と声を洩らした。

「上田さんが、『ほんまに黒と赤や』って」

　私たちは、ぼそぼそと話す。

「黒と赤のものって、なんやろう」

「本当に……」

　ぽつりと零して、私はハッと目を開いた。

「あ、分かった。もしかして、トランプのことじゃないかな」

　私は、小声で香織と佐織さんに伝える。

「トランプ？」

「クローバーは農民を意味していて、ダイヤは商人を意味しているって、前に本で読んだことがあるの。黒と赤で色も合うし」

「そうや、トランプやわ。葵、ナイス」

　香織が私の背中を叩く。

　しかし他のチームは、とっくにトランプであることに気付いている様子だった。

　私たちは、あらためて、最初の一文に目を向ける。

　――鍵を見つけなさい。最初の鍵は、『黒い農民』の許にある。

「最初の鍵が、『黒い農民』の許にあるって……」

「どういうこと？　この家の中にクローバーのカードがあって、そこに鍵も一緒に隠されているってことかな？」

　佐織さんが首を傾げながら尋ねると、香織が首を振った。

「それは多分、ちゃうわ」

「私も、そのままカードが隠されているというわけではないと思う」

　ぼそぼそと話しながら、他のチームに目を向けると、利休くんが、いつもよりイキイキとした表情を見せていた。

　そんな彼を前に、ホームズさんがくすりと笑う。

「利休は、本当にこういうゲームが好きですね」

「うん、大好き。絶対、僕が見つけてみせるよ」

　無邪気な笑みを見せる利休くんに、

「や、やっぱり、利休くん、可愛い」

　香織が頬を赤らめて、口に手を当てた。

　どうやら、利休くんの愛らしい外見にすっかり騙されているようだ。

　あんなに意地悪なのに、外見が可愛いというだけで、何もかも許されているようで、なんだか悔しい。

「負けられない」と私はあらためて、暗号文を見る。

　書き出しの『鍵』の文字だけが赤字で、他が黒字。

　あきらかに、あえてしていることだろう。

　頭文字が違うのが、暗号文におけるヒントなのだろう。

「……頭文字かぁ」

　私がぽつりと零すと、香織が続けた。

「クローバーを英語にすると『Clover』やから、頭文字は『Ｃ』やね」

「あっ、もしかして、この家でＣのつく場所、または物を探すといいんじゃない？」

　佐織さんが目を輝かせて、そう言った。

　その声は思った以上に、皆に聞こえていて、

「Ｃのつく場所や物ってなんやねん」と美恵子さん。

　佐織さんは「はっ」と目を開き、

「ごめんなさい、つい、口にしちゃった」と手を合わせる。

「う、ううん、いいですよ」

　私が首を振るも、香織は露骨に顔をしかめた。

「ほんま、お姉はぬけさくや……」

　すると、上田さんがくすくす笑って、私たちの方にやって来た。

「ヒント返しや。Ｃのつく場所や物やけど、色も関係してるんちゃうかな」

「色？」

「あ、なるほど。暗号文では黒い農民。つまりは『黒いＣ』」

　私がそう言うと、香織と佐織さんは「黒いＣ？」とホールを見まわす。

　すると、様子を見ていた店長がふふふと笑って、口を開いた。

「ええ、みんな飲む人ばかりですので、いつもアッという間に空になりますね」

　その店長のヒントに、皆が「ああ！」と手をうつ。

「黒いクーラーボックスだ！　このホールにいっぱいあった。よっしゃ、ホールにある黒いクーラーボックスを調べるぞ！」

　そう声を上げた秋人さんに、皆は慌ててあちこちにあるクーラーボックスの中を確認する。

「……お父さん」

　冷ややかに一いち瞥べつをくれるホームズさんに、

「す、すみません、つい」

　店長は肩をすくめて、頭に手を当てた。

　私たちもクーラーボックスの中を漁あさっていると、Ｄチームの優子さんが、

「あっ、鍵がありました！」と歓かん喜きの声を上げた。

　皆は「やられた」と額に手を当てる。

「なんだか、見てるだけでも楽しいですね」

　ホームズさんはそんな皆を眺めながら、ふふっ、と愉しげに口角を上げ、その隣で店長が、「ええ、本当に」と頷いている。

「でかした、優子！」

　小松さんが、優子さんの頭をくしゃくしゃと撫なで、

「それじゃあ、この鍵を『赤い商人』に届けるといいのね」

　雅美さんがイキイキとした様子で、暗号文を確認する。

　その時、米山さんが「あっ」と手を上げた。

「その鍵は一度、預かります。『赤い商人』のありかを見つけられたチームに渡しますので」

「えー、それじゃあ、結局ラストの謎を解いた者の勝ちかよ」と、小松さんは口を尖とがらせる。

「いえ、Ｄチームには、ここで一ポイントが入ります」

「あ、それがさっき言ってたポイントか。なるほど」

　小松さんは機嫌を直して、米山さんに鍵を渡した。

「くっそ、俺たちも負けてられねーな」

　強い口調で言う秋人さんに、利休くんが「うんうん」と頷く。

「次はポイント取ろうよ。商人は、ダイヤを意味しているから『Ｄ』だよね」

「そうだな、この家の中のＤの場所……」

　秋人さんが腕を組みながらそう呟くと、好江さんが「ベタだけど、ダイニングだったりして？」と首を傾げた。

「そうだよ、きっとダイニングだ！」

「急げ！」

　私たちもすぐにその後を追う。

　最初は、和気あいあいとした雰囲気だったものの、だんだん、『我先に』となってきている。

　パーティホール裏のダイニングへと向かうと、テーブルの上にバスケットがあり、リンゴがたくさん入っている。

　ダイニングに分かりやすく赤いものがあったものの、そのバスケットは四つ並んでいた。

「最初にダイニングについたＢチームから、バスケットを選んでください」

　米山さんの声に、Ｂチームの秋人さん、利休くん、好江さんの三人は顔を見合わせて、うん、と頷き、「これにする」と、ひとつのバスケットを選んだ。

　次に、二番目に着いたＤチーム、Ｃチームの順にバスケットを取り、私たちは最後のバスケットを手にした。

「ううっ、もっと早くに着いていれば」

「残り物に福が、言うやん」

「そうそう」

　私たちはバスケットの中のリンゴを、ひとつひとつ確認していく。

「あれ、このリンゴ」

　私はリンゴを手に取り、目を開いた。

「どうかした？」

「このリンゴ、プラスチックのオモチャだ」

「あっ、ほんまや。リンゴの形の貯金箱」

「鍵穴ついてる！　当たりだわ」

　私たち三人は、「やった」と拳を握った。

「おめでとう、Ａチームに一ポイントです。はい、鍵で開けてください」

　米山さんが、佐織さんに鍵を差し出す。

「ありがとう、涼りょう介すけさん。とっても楽しい」

「佐織に楽しんでもらえて、嬉しいよ」

　ふにゃり、と笑う米山さん。

　佐織さんと米山さんのカップルは、とても上手くいっているようだ。

　話に聞くと、婚約もしたらしい。

　米山さんが入いり婿むことなって、宮みや下した家の呉ご服ふく屋やを継つぎつつ、絵も描いていくとか。

　――それにしても、

「佐織さんと米山さん、さすが婚約者。アツアツだね」

　私が脱力したように告げると、香織が隣で肩を上下させる。

「葵も人のこと、言えへんで」

　リンゴの貯金箱についた鍵穴に、鍵を入れて回す。

「何が入ってるんや？」と美恵子さんが、身を乗り出した。

「暗号文からすると、多分、また鍵が入っているんじゃないかと」と利休くん。

　リンゴがぱかりと開き、中から利休くんの予想通り、新たな鍵がコロンと出てきた。

「新しい鍵」

　一度、その鍵は米山さんに渡す。

「今の鍵を『赤い聖職者』にってことだから……」

「聖職者を意味するマークは……」

　私たちはまた、輪になってボソボソと難しい顔で相談する。

　すると、近くにいた利休くんの声が耳に届いた。

「トランプでいうところの聖職者は、『ハート』だよ」と利休くんが答える。

「ハート、ってことは、家の中の『Ｈ』か……」

　秋人さんが腕を組みながら呟き、「家の中の『Ｈ』というと『夫婦の寝室』と言いたいところだけど、この家に既婚者いねーんだよな」と額に手を当てた。

　私たちは秋人さんの言葉を聞き流しながら、たしかに、家頭家は独身男性ばかりの家庭だ、と相槌をうつ。

「いや、待てよ。ホームズの持ってるタブレットの中ってことか？　あいつ、エロ本は全部、電子書籍らしいし」

　そう話す秋人さんの呟きも聞こえてきて、香織と佐織さんが頬を真っ赤にさせた。

　その声はホームズさんの耳にも届いていたようで、呆れたように息をつく。

「どさくさに紛まぎれて、人を貶おとしめるのはやめていただけませんか？」

「あ、悪ぃ。でも、お前のその話を聞いてから、なるほどなと思ったんだよな。俺も最近は、そっち系は電子で。膨大なデータ量を簡単に運べるわけだし。いいこと教えてくれてサンキュー、ホームズ」

「……お役に立てたのでしたら、何よりです」

　ホームズさんが、とても冷ややか目で答える。

　そんな二人の会話に、香織と佐織さんは呆然と口を開けて、私を見た。

「あ、葵ちゃん、大丈夫？」

「えっ、何がですか？」

「そ、その、今の話……ショックじゃなかった？」

　佐織さんは、心から心配しているような眼差しを向けてくる。

「あ、はい、大丈夫です。とっくに知っていることなので」

　そう、大晦日のパーティの日。

　ホームズさんの部屋を訪れた時に、秋人さんが『エロ本とかねぇの？』と聞き、ホームズさんは、『そうしたものを紙媒体では買いません。すべて電子書籍です』と答えていた。

「知ってるって…？」

　香織と佐織さんが、目を泳がせている。

「どうしよう、私は涼介さんが、他の女性の肌を見ていると知っただけで許せないかも」

　佐織さんが真っ青になって、両手で頭を抱えている。

「…………」

　米山さんは芸術家だから、日頃、ヌードモデルを前にデッサンしているのでは、と思ったのだけど、口にはできなかった。

「葵は、ほんまのところどう思ったん？」と、香織が首を傾げて私を見る。

「なんていうか、とてもホームズさんらしいな、と思ったかな。『安定のホームズさん』というか」

　そんな私の返答に、二人はさらに驚いた様子で口をぽかんと開ける。

「……なんていうか、お似合いやね」

「うん」

　香織と佐織さんが、顔を見合わせて頷き合う。

「それより、『Ｈ』で始まる家の中の場所を考えましょう」

　私がそう言うと、二人は切り替えたように、「そうだね」と顔を上げた。

「家の中の『Ｈ』って、ホールじゃない？」と佐織さんが小声で言う。

「パーティホール？」

「それもあるだろうし、普通『ホール』っていうと廊下、もしくは玄関あたり」

　そう言った佐織さんに、私は「あっ」と手をうつ。

「そうだ、廊下の柱時計に鍵がついていたはずです」

「でも、柱時計は赤くないやん？」

　すかさずそう言った香織に、私は首を振る。

「私が来た時、柱時計の側に真っ赤な薔薇が飾られてたの」

「そ、それだ」

　私たちはこそこそとダイニングを出て、すぐに柱時計に向かう。

　だが、すでに柱時計の前には、利休くんの姿があった。

「あっ、先越されてた！」

　私たちＡチームの三人は、「ああ」と額に手を当て、Ｂチームは不敵な笑みを浮かべる。

　米山さんは、くすくす笑って、利休くんに鍵を渡し、

「はい、鍵をどうぞ。それにしても、みんなが俺の暗号文に真剣になってくれているのが、嬉しいな」と、嬉しそうに頬を緩ませる。

　彼の一歩後ろに立つホームズさんは、「分かります」と相槌をうった。

「僕も大晦日のパーティの際に、自分の作った暗号文一枚に必死になってバタバタと動き回る皆の様子を見るのが、とても気持ちが良かったですよ」

「や、そんな、腹黒い感じじゃないからね、俺は」

「僕だって腹黒くなんかないですよ」

　そう話すホームズさんと米山さんの様子を見ながら、私は頬を引きつらせる。

　なんていうか、やはり『安定のホームズさん』だ。

「それじゃあ、開けるよー」

　利休くんが柱時計の鍵穴に鍵を差し込むと、扉が開き、そこにも鍵が置かれていた。

「また、鍵だね」

　利休くんは、米山さんに鍵を渡す。

「『黒い王』に届けるのね」と、腕を組む佐織さん。

「王はスペード、黒いＳ……」

　私はそう洩らし、思わずホームズさんの方を見た。

「Ｓ……サディスティック。『黒いＳ』って言ったら……」

「ホームズさんやね」

　私の囁きに真顔で頷く香織に、ホームズさんは苦笑した。

「……いえ、その暗号文が示してるのは僕ではありませんし、僕は『黒いＳ』なんかじゃありませんよ」

「そうですか？」

　いけずな京男子だ。見事に『黒いＳ』じゃないか、と心の中で呟きながら、私は、ホームズさんを見た。

「ええ。あなたにさらりとひどいことを言われて喜んでいますので、『黒いＳ』というより、『黒いＭ』なのかもしれません」

　にっこり笑って言うホームズさんに、私の頬は今にも発火するかのように熱くなる。

　香織も佐織さんも、耳まで真っ赤になった。

　こういうところだ。

　さらりとこんなふうに言ってのける、いけずさ。

　やはり、黒いドＳ京男子だ。

　私は火照る頬を摩さすりながら、そう再確認して頷いた。

「それよりも、黒いＳね」

　佐織さんが思い出したように顔を上げる。

「そうやね」

『黒いＳ』、いや、元々は『黒い王』なのだ。

　私は、「あっ」と目を見開いた。

「パーティホールの、黒い衣装を着た王様じゃない？」

「そんなんあった？　そやけど、それやったら、ほんまにそのままちゃう」

「急ごう！」

　私たちは、早足でパーティホールに向かう。

　だが、ホールの黒い衣装を着た王様の人形の前には、既すでにＣチームの姿があった。

「ここで宝のありかをしめす言葉を賜たまわるんやろ」

　美恵子さんが嬉しそうに、米山さんから鍵を受け取っている。

「……また、先越されちゃった」と、佐織さんが肩を落とす。

「ほんまや。黒いＳにこだわり過ぎたためやね。そのまま『王様』やったら、すぐに見つけられたかもしれへんのに」と香織。

「黒いＳっていったら、ホームズさんの顔しか浮かばなくなっちゃったしね」

　私がそう言うと、二人は『うんうん』と頷く。

　Ｃチームが、ここでポイントを稼いだということは、全チームに一ポイントずつ入ったということだ。

「ほんなら、開けるで」

　人形の台座が引き出しとなっていて、鍵を差し込むことで、引き出しが開いた。

　中から出てきたのは、メモ紙。

　――君たちが探す宝は、山の上のお蔵にある――。

　そのメモに、「はっ？」と皆が瞬いた。

「なんだよ、ここに来てまで謎かけかよ。これでフィニッシュかと思ったのによ」

　秋人さんが、チッと舌打ちをして、前髪をかき上げる。

「……この家は割と高台にあるから、山の上ってこと？　そもそも、お蔵なんてあるの？」

　そう尋ねた佐織さんに、私は首を振った。

「蔵というか、地下に倉庫はあるようですけど、階段も急だし、お客さんを入れるようなところじゃないって、前にホームズさんが話していたから、そこではない気がします」

「そっかぁ」

　私たちが考え込む中、ホームズさんは「へぇ」と洩らして、店長の許に向かった。

「もしかして、最後の暗号文はお父さんが？」

「ああ、そうだよ」

「……ありがとうございます」

　ホームズさんが静かに洩らすと、

「当然のことですよ」

　店長が、ぽんっと彼の頭を撫でた。

「？」

　私はそんな二人の様子を見ながら、どうしてホームズさんが『ありがとうございます』とお礼を言っているんだろう？　と、首を捻る。

　すると、秋人さんが「駄目だ」と額に手を当てた。

「やばい、ホームズ。全然分からねぇ」

「私も。ヒントお願いします」

「そうそう、一回使えるヒント、全チーム使ってないんじゃない？　ここで平等にヒントをもらいましょうか」

　好江さんが、そう言って手を合わせた。

「そうですね。もう、ラストだし」と私たち。

「異存はないな」

　小松さんと上田さんも頷いている。

　そんな皆を前に、ホームズさんは「そうですね」と腕を組んだ。

「……有名な歌人の名前が隠されています。すみません、かなり簡単なヒントになってしまいました」

　ホームズさんはそう言って、苦笑した。

「山の上のお蔵が？」

　と、私たちが顔を見合わせる中、ソファーに座っていた柳原先生が膝を叩いた。

「山やまの上うえの憶おく良らのことや！」

「先生、そないな大きな声で言うたらあかん！」

　美恵子さんが慌てて言うも、時はすでに遅し。

　私たちは一斉にスマホを手に、山上憶良の歌を検索しはじめる。

　山上憶良の歌は、万葉集に七十以上も選ばれている。

　たくさんあるな、と苦笑しながらも、ホームズさんと店長の会話がひっかかる。

　子を思う歌も多い。

　そんな中、ひとつの歌に目が留まった。

『しろがね（銀）も、くがね（金）も玉も何せむに、まされる宝、子にしかめやも』

　それは、『どんな金銀財宝よりも、子どもに勝る宝はない』という意味だ。

　そうか、この歌だ。

　店長は、この歌を選んだ。

『どんな宝があろうとも、我が子に勝る宝はない』

　それでホームズさんが『ありがとうございます』と礼を言い、店長が『当然のことです』と言ったんだ。

　私は胸が熱くなるのを感じて、ホームズさんと店長の父子に目を向ける。

　視界に、秋人さんに耳打ちする利休くんの姿が入った。

　秋人さんが「なるほど」と強く頷く。

　どうやら、Ｂチームも歌を特定できたようだ。

「そうか、分かったぞ。ホームズはやっぱり『仕込み』だ」と、秋人さんが拳を握る。

　その声は皆に聞こえ、「仕込み？」と一斉に顔を向けた。

「『我が子が宝』。つまりだ、ホームズの懐にお宝部屋への鍵が隠されているに違いない！　よし利休、ホームズの服を脱がすぞ！」

　秋人さんの声に、利休くんが頷き、

「ごめんね、清兄」

　電光石火のごとくホームズさんの首に手を回して、羽交い締めにする。

「り、利休っ」

　以前、ホームズさんが『利休には敵かなう気がしない』と言っていたことは、真実だったようで、利休くんにしっかりと押さえ込まれたホームズさんは、苦しそうにもがく。

　すかさず秋人さんがホームズさんのネクタイを取り、ワイシャツのボタンを外す。

　その様子に女性陣が、きゃあ、と歓喜とも思える、黄色い悲鳴を上げた。

「ちゃ、ちゃうで、僕は仕込みやあらへんし、何も持ってへん！　利休、離さな許さへん、あの歌は人やなくて、場所を示してるんや！」

　ホームズさんはそう声を上げて、利休くんと秋人さんを突き飛ばした。

「おっ、人じゃなくて、場所か」

「ごめんね、清兄」

　二人はあっさり離れて、パーティホールを出て行く。

　床に座り込むホームズさんの髪はグシャグシャで、ワイシャツのボタンやネクタイ、ベルトをはずされ、白い肌や腹筋が覗のぞく、あられもない姿だ。

　その姿に、私たちは、直視できずに顔を背そむけた。

「清貴、なんやお前、まるで慰み者やな」

　オーナーが、気の毒げに目を細め、

「……変なことを言わないでください」

　ホームズさんは立ち上がって、髪と服を正した。

「な、なんか、すごいものを見ちゃった」

「ほんまや」

「う、うん」

　私たち三人が頷き合っていると、二階から「うわぁー」と歓喜の声が響いた。

「あ、そうか。子ども部屋、つまりはホームズさんの部屋にお宝があるんだ」

　私は納得して、頷く。

　でも、あんなに本が詰まれた乱雑な部屋に、人が入って大丈夫なんだろうか、と密かに心配していると、

「今は、ちゃんと片付けていますよ」

　私が考えていることを察したらしいホームズさんがさらりと答え、私の肩がびくんと震えた。

「秋人さんたちＢチームがお宝を発見したようですし、あなたへのプレゼントもそこにあるということですから、行きましょうか」

　そう言うホームズさんに、私たちは「はい」と頷いて、ホールを出る。

　オーナーと店長からの誕生日プレゼントが、ホームズさんの部屋に用意されている。

　一体、どんなものなのだろう？

　骨董品なのだろうか？

　あまり高価なものだったら気が引けるな、と思いながら通路を歩く。

　一階の突き当たりに、二階へと続く階段がある。そこに玄関スペースと靴箱があり、私たちは靴を脱いで、スリッパを履き、階段を上る。

　この家は一階が土足で、二階から靴を脱ぐようになっているためだ。

　ホームズさんの部屋は、二階通路の突き当たりにある。

　部屋の扉が開放されていて、カーペットの上にさまざまな品が並んでいた。

「すげー」と、秋人さんの声。

「オーナーが、ヨーロッパへ行った時に買ってきたものだね」

　フランスの香水や、バスソルト、ネックレスにブレスレット、ベルト、ネクタイ、カフスなどが、並んでいる。

　もしかして、私への誕生日プレゼントもヨーロッパのおみやげ物なんだろうか、とドキドキしながら首を伸ばして、絶句した。

「――――っ」

　私への誕生日プレゼントが、ここからでも見えた。

　着物が、専用ハンガーに掛けられている。

　それは、薄紅色の中にさまざまな花が描かれた、明るく上品な訪ほう問もん着ぎ。

　その下には、着物に合わせた美しい帯もある。

　佐織さんと香織が、「わあ、ええ着物や」と同時に声を上げた。

「え……本当に、これを？」

　戸惑う私に、後からやってきたオーナーと店長が頷いた。

「せやねん。椿つばきがあんたにって贈ってきたんや。わたしらからは帯や、その他諸々やな」

　と、オーナー。

　椿とは、オーナーの元奥さん。ホームズさんのお祖母様だ。

「……椿さんが？」

　私の声が上ずって震える。

　店長が、こくりと頷いた。

「ええ、この前わたしが母と電話で話していて、あなたが清貴と交際を始めたことを伝えたんです。そうしたら、本当に喜ばれまして、『ぜひ、この着物を』と……これは、母が若いころに誂えたものだそうですが、まったく傷いたんでいませんし、とても似合うだろうから、と仰ってました」

「い、いえ、こんな素晴らしいもの、受け取れないですよ」

　私は訪問着を前に、首を振った。

　素人目にも、素晴らしい代しろ物ものであることが伝わってくる。

「ええねん、お古やし。葵ちゃんが清貴に愛想尽かして別れた後も、気にせんで着てくれたらええし。この京都では、着物はいろいろと役に立つで」

　にっ、と笑うオーナーに、ホームズさんは「不吉なことを言わないでください」と肩をすくめ、私の方を見た。

「オーナーの言う通りです。この京都では、訪問着を持っていて絶対に損はないですし、ぜひ受け取ってもらいたいです」

　微笑んでそう言ってくれるホームズさんを前に、私はくらくらと目眩がするようだった。

　本当に良いのだろうか。

　でも、遠慮しすぎて、強硬に突っ撥ねるのも皆さんの思いを踏みにじることになるのかもしれない。

「私には、もったいないような素晴らしいものを、ありがとうございます」

　深く頭を下げる私に、皆は「良かったね」と拍手する。

「ほんなら、せっかくやから、着付けたろか」

　美恵子さんが、パンッと手を叩いた。

「あ、いいですね、私も手伝います」と好江さん。

「おお、それは楽しみやな」

「本当ですね」

　オーナーや店長、ホームズさんが嬉しそうに言う。

　そうして皆は一階に降りて、私と美恵子さんと好江さんは、ホームズさんの部屋に残って、いただいた訪問着を着ることになった。

「ほんまに、ええ着物やな」

　美恵子さんが、私に着付けをしてくれながら、しみじみと言う。

「本当ですね」と頷く好江さん。

「なんだか、本当に良かったんでしょうか？」

　私は着付けをしてもらいながら、息を吐くようにそう言った。

「いいのよぉ、家頭家は男ばかりでしょう？　葵ちゃんという良い子が『蔵』でバイトをしてくれて、その子が清貴の彼女になってくれて、誠司さんも武たけ史しさんも、嬉しくてたまらないのよ。もちろん、私もそうなんだけどね。きっと、椿さんも同じ気持ちなのよ」

　好江さんはそう言って、いたずらな笑みを見せる。

「あんたは、椿さんに対して、面白くないとかあらへんの？」

　美恵子さんは好江さんを見て、聞き難いことをあっさり尋ねる。

　そう、好江さんはオーナーの彼女だ。オーナーの元奥さんである椿さんに対して、不快な感情を抱いていたりはしないのだろうか。

　すると好江さんは、ぷっ、と笑う。

「そんな、半世紀も前のこと。何より椿さんは、今のご主人とお幸せですし」

「そやな」

　私たちは、ふふふ、と微笑み合う。

　美恵子さんは着付けを終えて、「うん」と頷いた。

「これで、完了や。よう似合うてる」

　美恵子さんの言葉に、私は鏡を見た。

　明るく柔らかな色合いの着物。

　思えば、訪問着を着たのははじめてで、感激に胸が詰まる。

　恐きょう縮しゅくだけど、せっかくのご好意に甘えさせてもらうことにしよう。

　そう思いはじめたその時、

「ほんまにええ着物やで。さすが、人間国宝が誂あつらえた着物やわ」

　美恵子さんの一言に、「に、人間国宝？」と、私の顔は蒼白になった。





６






　私が一階に降りると、皆が「わあ」と声を上げて集まってきた。

「ええやん、葵ちゃん。可愛いで」

「ええ、よくお似合いですね」

「葵、素敵や」

「うんうん、可愛い」

　皆が優しくそう言ってくれる中、秋人さんが「へー」と呑気な声を上げる。

「いいじゃん。こういうのって、『馬ま子ごにも衣装』って言うのか？」

　ホームズさんが、片手で秋人さんの額をつかんだ。

「秋人さん、誰が馬子だと言うのですか？　もしかして、僕の彼女に言ったのでしょうか？」

「い、痛い痛い、本気のアイアンクローをすんな。褒ほめただけだろお」

「それは、褒め言葉ではないんですよ」

　ホームズさんはそう言って手を離し、私を見てふわりと微笑む。

「葵さん、とてもお似合いですよ」

「あ、ありがとうございます」

　褒められすぎて、頬が熱くて仕方ない。

「それじゃあ、デザートにバースデーケーキを食べましょうか」

　そう言った好江さんに、皆がワッと顔を明るくさせた。

　暗号文で屋敷中を駆け回ったので、甘いものが欲しい気分だ。

「いいですね。それでは、ケーキとコーヒーと紅茶の用意をしてきます」と、ホームズさんが、裏のキッチンへと回った。

　大きなバースデーケーキではあるけれど、この人数で分けるとなると、一口大だろう。

　私は、ホールの端に置いていたトートバッグを手に取った。

　バッグの中には、十五個のマフィンが入っている。

　一個ずつ可愛くリボンをつけて、ラッピングしている。

　これは一人一個、皆へのお礼に焼いてきたものだ。

　テーブルの空いている場所にペーパーナプキンを敷いて、マフィンを並べた。

　ケーキを食べ終えたら、マフィンを配ろう。

　ややあって、ホームズさんがテーブルカートを押して、裏から姿を現した。

　ケーキがすべて切り分けられていて、ガラスポットにはコーヒーと紅茶がたっぷり入っている。

「それでは、葵さん。お誕生日おめでとうございます」

　ホームズさんは小皿に切り分けたケーキを載せて、手渡してくれた。

　チョコレートプレートも載っている。

「ありがとうございます」

「コーヒーと紅茶、どちらが良いですか？」

　どちらもホームズさんが淹いれてくれたものだ。

「今日は紅茶で」

　ホームズさんは、かしこまりました、とカップに紅茶を注ぎ、その後、優子さんに香織、佐織さん、と女性から年齢順にケーキと飲み物を手渡していく。

「なんだか、ホームズ、新幹線の移動販売みたいだな」

　しみじみと呟く秋人さんに、皆は思わず笑う。

　やはり切り分けたケーキは小さめで、アッという間に食べ終えた。

「あー、もうちょっと、食いたかったな。あっ、こんなところにマフィンが」

　秋人さんが、マフィンを手にした。

　配る前に気付かれてしまった、と思っていると、他の皆も秋人さんと同じように甘いものをもう少し食べたかったのか、マフィンを手にしていく。

「あ、このマフィン、美味うまい」と食べながら、目を開く秋人さん。

　他の皆も、「本当だ、美味おいしい」と言ってくれている。

「これ、多分、一人一個なんだよな。なぁ、ホームズ、お前の分のマフィン、食ってもいいかー？」

　秋人さんが新しいマフィンを手に、少し遠くにいるホームズさんに向かって声を上げた。

「マフィンなんて、ありましたか？　食べたかったのなら、どうぞ」

　ホームズさんは自分用にコーヒーを淹れながら、あっさりそう答える。

「よっしゃ」

　秋人さんは嬉しそうに、ラッピングの袋を開ける。

「えっと、そのマフィンは、皆さんへのお礼に私が焼いてきたんです。一人一個だけなんですけど、もし良かったら……」

　気恥ずかしさを感じながらそう言うと、皆は、「えっ」とこちらを見た。

「これ、葵ちゃんが焼いてくれたの？」

「すごく美味しいよ、ありがとう」

「ほんまや」

　皆がそう言う中、ホームズさんが驚いたように動きを止め、すぐに手にしていたカップを置き、秋人さんの許に全力で走る。

　秋人さんは今まさに、マフィンを口に運ぼうとしていた。

「――秋人さん、やっぱりあかん」

　ホームズさんが、勢いよく秋人さんの足を払う。

「ふぁっ」

　軸じく足あしを蹴けられた秋人さんは、そのまま転倒しそうになるも、ホームズさんはそんな秋人さんの体を左手で支えて、右手でマフィンをキャッチする。

「な、何するんだよ」

「かんにん。これは、僕のや」

　マフィンを手に不敵に微笑むホームズさんに、女性陣は顔を赤らめて絶句した。

「なんて乱暴なやり方するんだよ！　ったく、葵ちゃんが絡むと、お前は大変だな！」

「自覚してます」

　皆の笑い声が響く中、私は嬉しさと恥ずかしさから、顔を上げられずに俯いた。

　それは、私・真城葵が、十八歳を迎えた夜の出来事――。




特別書き下し番外編『バースデーの夜に』ＥＮＤ









[image: ]












舞台案内


河原町














ご挨拶




　さて、寺町三条シリーズにおいて、作中で巡った舞台を紹介していきたいと思います。

　こちらのコーナーを案内させていただくのは、僕、家や頭がしら清きよ貴たかです。

　これまでに登場した舞台のご案内、また、実際に既刊に掲載したシーンを紹介しつつ、その時のことを僕視点で振り返って、見解なども述べさせていただけたら、と思っております。どうぞ、よろしくお願いいたします。




『蔵』はどこにあるのか？

　まず、物語の舞台となっている、京都寺町三条の骨董品店『蔵』がどこにあるのかを、ご紹介したいと思います。

　よく『かに道どう楽らくさんのところですよね』と言われます。

　たしかに近いのですが、『かに道楽さん』は、寺町三条ならぬ、三条寺町。

　寺町三条はというと、その斜向かいの『三み嶋しま亭てい』のあたりです。

　ぜひ、お越しになって、探してみてくださいね。




寺町三条付近




　それでは、寺町三条付近で、物語に登場した場所などを紹介していきたいと思います。

　交番の隣にある、矢や田た地じ蔵ぞう尊そん。

　こちらは、四巻の序章で登場していますね。

　その時の模様を、僕視点でお届けしたいと思います。





［四巻　序章　十四ページより　清貴視点］






　――僕と葵さんは、骨董品店『蔵』を出て、『矢田地蔵尊』へと向かった。

『矢田地蔵尊』は目と鼻の先で、すぐに見える。

　どうせなら、もっと遠くだったら良かったのに。

　隣を歩く葵さんの姿を、ちらりと見下ろし、そんなことが頭を掠かすめる。

　仕事始めの今日、彼女は着物姿だ。クリーム色の生地に、薄紅色の花々がちりばめられている小紋で、とても可愛らしい。

　自分も着物姿であり、傍から見たらカップルに見えるのだろうか？

　そう思うと、頬が緩む。

　どうせなら、もっと散歩をしていたい。そんな微かな思いも虚しく、すぐに寺の入口に着いた。

　赤い提灯が一文字ずつ『矢 田 地 蔵 尊』と飾られていて、決して広くはない境内の中は、小さなお地蔵様で埋め尽くされている。

「可愛いですねぇ、こんなにたくさんの小さなお地蔵様」

　葵さんは、目尻を下げながらそう言う。

　可愛いのは、あなたの方ですよ。

　……なんて心の中で答えながら、

「ええ、ここの地蔵は『代だい受じゅ苦く地蔵』といいまして、苦を代わって受けてくださるお地蔵様なんですよ」と、簡単に地蔵の説明をする。

　すると、彼女は動きを止めて、そっと目を細めた。

「……なんだか、可哀相ですね」

「えっ？」

「代わって受けたりせず、みんなで分けた方がいいと思うのに」

　その言葉に、どきり、とした。

　時々、自分は彼女の言葉に、はっとさせられる。

　なんでも背負いがちな僕としては、この時の葵さんの言葉が胸に詰まり、すぐに口を開くことができなかった。





＊






　と、まぁ、あの時、僕はこんなことを考えていました。

　失礼しました、と先に謝っておきます（笑）。

　さて、この矢田地蔵尊は夏の五ご山ざん送り火の日に送り鐘をつき、大晦日の夜に除夜の鐘を撞かせてくれることでも、知られています。

　ちなみに作中では、その後、近くの喫茶店に行きましたね。

　そこは作中で、執筆に行き詰まった父が店を飛び出してよく行く古き良き喫茶店でして、フレンチトーストが有名で美味しいのですが、僕としては、プリンやホットケーキもおすすめですよ。


●寺町三条付近




豊臣秀吉が市中の寺社をこの地に集めたことから「寺町通」と名付けられた。









八はち社しゃ寺じ詣まいり




　寺町三条付近でもっとも有名なのは、『京の台所』で知られる『錦にしき市いち場ば』ではないでしょうか？

　年末になると、関西のテレビ番組で市場の賑やかな模様が、中継されています。

　また、同時期に、東京上野のアメ横の様子も中継されているので、もしかしたら錦市場の模様は、全国で放送されているのかもしれませんね。

　京都の外に出て暮らしたことがない、箱入り息子なので分かりかねますが。

　さて、作中では、その錦市場に向かう前に『八社寺詣り』をしました。

　これがとても反響があったそうで、実際に『八社寺詣り』をされた方もいらっしゃるとか。そうしたお話を聞くと、とても嬉うれしく思います。

　それでは、作中の『八社寺詣り』の様子を振り返りたいと思います。





［三巻　第三章　二三六ページより　清貴視点］






　大晦日、僕たちは錦市場に向かうべく、賑やかなアーケードを南へと進んでいた。

「――新しん京きょう極ごく通どおりには、八つのお寺と神社が並んでいるんですよ」

　歩きながら僕は、新京極の『八社寺』について説明をしていた。

　新京極通には、誓せい願がん寺じ、誠せい心しん院いん、西せい光こう寺じ寅とら薬やく師し、蛸たこ薬やく師し堂どう永えい福ふく寺じ、安あん養よう寺じ倒さか蓮れん華げ、善ぜん長ちょう寺じ、錦にしき天てん満まん宮ぐう、染そめ殿どの院いんと八つの社寺がある。

　普段、通り過ぎてしまうような小さな入口に細い小道を通って入る寺院も多いのだけど、すべて歴史のあるもの。それらを詣ることを『八社寺詣り』と呼ぶ。

「せっかく錦市場まで行くことですし、そのついでと言ってはなんですが、一年の労ねぎらいと来年への活力に八社寺詣りをしたいと思いまして」

　八社寺詣りは僕自身、久しぶりだった。

　ちょうど、商店街で『八社寺詣りをしよう』というＰＲ活動をはじめたことから、久しぶりに詣りたいと思い立ち、どうせなら、と彼女を誘った。

「わぁ、素敵です」

　葵さんは、嬉しそうに手を合わせる。

「良かった。それでは、手前の誓願寺から行きましょうか。誓願寺は主に『芸道上達』のご利益があることで知られているんです。芸事ということで、芸能人の方もよく来られているとか」

「すごいですね」

　少しウキウキしながら、八社寺最初の寺、誓願寺へと向かった。

　二人きりで八社寺を詣るなんて、まるでデートみたいですね、と冗談めかしく口にしようとして、やめた。

　自分は人の表情から、瞬時に思考を察してしまう敏感さを持ち合わせている。

　彼女が一瞬でも不快な表情を浮かべたら、と思うと怖気づいた。

　本当に……自分はこんなにヘタレだったのか、と苦笑する。

　とはいえ、ヘタレなのだから仕方ない。

　こんなヘタレは、余計なことを言わず、ひそかにデートのようだ、と喜んでいれば良い。

　そんなふうに思うも、束の間。

「おっ、ホームズに葵ちゃん！」

　その後、秋人さんと出くわし、ひそかなデート気分はすぐに打ち破られることとなる。





＊






　――こうして振り返ると、少しばかりイラッとしてきましたね。

　秋人さんもそうですが、あまりにヘタレな自分に対してもです。

　と、それはさておきまして。

　あらためて新京極通には、八つのお寺と神社が並んでいます。

　誓願寺、誠心院、西光寺寅薬師、蛸薬師堂永福寺、安養寺倒蓮華、善長寺、錦天満宮、染殿院と八つの社寺がありまして、それらを詣ることを『八社寺詣り』と呼びます。

　とても、ざっくりと紹介させていただきます。

　誓願寺は、芸道上達。

　誠心院は、和泉いずみ式しき部ぶが初代住職を務めたという、縁の寺で、ご利益は知恵授け、恋授け。

　西光寺寅薬師は、開運・厄除け・無病息災。ここに置いてある、寅の御守や置物が、とても可愛いです。

　蛸薬師堂永福寺は、病気平癒・厄難消除で、その名の通りタコの置き物がありまして、頭を撫でて厄を吸い取ってもらいます。

　安養寺倒蓮華は、無病息災・家運隆盛、祈願成就。

　善長寺は、無病息災に延命、そして吹き出物除け。

　錦天満宮は、学業の神様である菅すが原わら道みち真ざねを祀っている、学力向上にご利益のある神社。

　染殿院は、子宝にご利益があるそうです。

　この八社寺で、芸能から恋愛、開運祈願、厄除け、吹き出物に学業、子宝までご利益があるのも、おすすめです。

　そうして、すべてを詣ると、『錦市場』は、目と鼻の先に見えます。

『京の台所』である錦市場は、いつも賑やかです。

　葵さんは、年末年始の錦市場についてこのように述べていました。




錦市場





［三巻　第三章　二四五ページより］






「へい、らっしゃいらっしゃい！」

　景気の良い掛け声が飛び交う。

　錦市場には、鮮魚店だけではなく、さまざまな店が並んでいた。

　靴屋、漬物屋、酒屋、精肉店、餅屋、八百屋に寿司屋に乾物屋。ガマ口財布のお店、花屋に陶器屋に和スカーフに草履屋。ゴマの専門店、ちりめんじゃこの店、七味専門店。

　いろんなお店があってとっても楽しい……けれどもう、それどころじゃないすごい人！

　満員電車の中、なんとか進んでいく感じだ。
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　葵さんの仰るように、賑わっている時は、まさに満員電車状態です。

　特に大晦日の錦市場は大変混雑していますので、ゆっくり見るならシーズンオフの平日が良いかもしれませんね。




　――このように、寺町三条付近は、見どころも飲食店もたくさんあります。

　何よりアーケードなので、『京都観光に来たものの、雨が降ってしまって残念』という時にもおすすめです。

　その時は、ぜひ、ひっそりと佇む骨董品店『蔵』にも遊びに来てくださいね。

　あなたのために、丁寧に淹れたコーヒーをお出しいたします。


●錦市場




全長３９０メートルを誇る京都の台所。昔の錦では、地下水を利用した「振り井戸」で生ものを冷やしていた。









CACAOカカオ MARKETマーケット




　作中でこちらのカフェを紹介したところ、その反響はかなりのものだったそうです。

　川端通り沿いのショコラトリー『CACAO MARKET』、その地下にあるカフェ『ANGELエンジェル LIBRARYライブラリー』。

　思った以上の反響に、著者は少し驚かれたそうですが、僕としては『このカフェに女の子を連れて来たらモテるだろう』と確信した店ですので、やはり、という気もします。

　とはいえ、僕が葵さんを連れて行った時は、見事に空振りをしてしまいましたけどね。

　その時の僕の空振りっぷりを、あらためてご覧ください。





［四巻　第一章　四十六ページより　清貴視点］






　川かわ端ばた通を北へと進み、僕はとあるカフェの前で足を止める。

「ここでお茶にしましょうか」

　そう言って葵さんを見下ろすと、彼女は大きく目を見開いて建物を見上げた。

　この店の外観は、まるで英国の絵本から飛び出してきたようだ。

　大きな時計が壁の中央にあり、その下に『CACAO MARKET』という水色の看板。

　街灯にベンチ、立て置き看板も異国情緒があり、店のすぐ脇には白川が流れている。

「か、可愛い！　祇園の町に、こんな異国風カフェがあるなんて」

　両拳を握り、葵さんは声を上ずらせる。

　頬が紅潮していて、その瞳はきらきらと輝いていた。

　良かった、と心から思う。

　ここは、僕が以前、京都市内のカフェをコンプリートしたいと思っていた時に、一人で来たことがある。その際に、『ここに女の子を連れて来たなら、絶対に喜んでくれるだろう』と思った店だ。

　彼女が嬉しそうにしている姿を見ていると、僕の方が嬉しくてたまらない。

「意外のようでしっくりきているでしょう？　京都は和洋折衷な町でもありますから」

　店内に入ると、甘いチョコレートの香りとともに、天井まで届く巨大なディスペンサーが目に入る。その香りからも分かるように、店内はたくさんのチョコレートで溢れている。

　テーブルの上や棚の上、瓶の中や缶の中と、さまざまなチョコレートが並んでいた。

　葵さんは、店内を見回して、圧倒されているようだ。

「ホームズさん、お茶はこのイートインスペースで？」

　振り返って尋ねる彼女に、「いえ」と首を振る。

「一階がショコラトリーで、地下にカフェがあるんですよ」

　店員からメモを受け取り、「葵さん、こっちです」と、僕は葵さんとともに、そのまま店の外に出る。

「店の外に出ちゃうんですか？」

　驚いたように尋ねる彼女に、僕は頷うなずいて店の側面の扉を指した。

「地下のカフェへは、あそこから入るんですよ」

　その扉を開けて建物の中に入ると、さらに木の扉がある。

　扉には『ANGEL LIBRARY』という文字。

「天使の図書館？」

「ええ、『CACAO MARKET』を見守る天使たちが、『もっと、お客様にゆっくりくつろいでもらいたい』と、自分たちの大切な図書館を、イートインスペースとして開放してくれたそうです。これは、オフィシャルブログに書かれていたことなんですが」

　そう言うと、彼女は頬を緩ませながら、相あい槌づちをうち、

「このナンバーキーは？」と、ドアノブの上のレトロなナンバーキーを覗き込むように見た。

「これが、ショコラトリーで預かった秘密の番号です。葵さん、入力してください」と、先ほど店員さんにもらっていたメモを差し出した。

「あ、はい、なんだかワクワクしますね」

　記き載さいされている数字を入力すると、扉が開いた。

　地下へと続く階段とともに、壁に大きな時計が映し出されている。

　薄暗い階段の足元は、柔らかな光で照らされていて、壁には本棚が埋め込まれ、洋書が並んでいた。

「わあ、本当に素敵」

　まるで、ファンタジックな異世界に紛れ込んだかのようだ。

　かつて、天使たちの図書館だったというイートインスペースは、まさしく海外の図書館を彷ほう彿ふつとさせる造り。

　薄暗い仄かな明かりが灯っていて、音楽はとても小さな音量で流れている。

　日常とかけ離れた空間。徹底した演出は、某テーマパークを彷彿とさせる。

　二人揃って、フォンダンショコラをオーダーした。

　葵さんは、一口食べて、「んん」と唸り、ぎゅっと目を瞑つむる。

「たまらないです。本当に素敵すぎてドキドキしちゃいます」

　震えるように言う彼女を前に、突つっ伏ぷしそうになる。

　僕もたまらないです。葵さん、可愛いです。

　可愛すぎて、反則です、と思わず額を押さえる。

　どうかしました？　という様子で首を傾げる彼女に、気を取り直して笑みを返した。

「気に入っていただけて良かったです。この店はかつて、僕が京都市内のカフェをコンプリートしようと意気込んでいた時に、一人で来たところなんですよ。その時、『ここに女の子を連れて来たら、モテるだろうな』と思ったんですよね」

　コーヒーカップを手に、微笑んでそう言ってみせる。

　落ち着き払った口調で言ってみせたが、この時の僕はちょっとした勝負に出ていた。

　いい大人の僕が、十七歳のあなたを大っぴらには口く説どけない。

　それでも、自分の気持ちに気付いてもらいたい、とも思う。

　さあ、彼女はどう出るのか。

　ドキドキと心臓が音を立てる中、

「ええ、ここは女の子ならみんな喜びますし、絶対モテると思います。クラスの男子にも教えてあげようと思います」

　屈託のない笑顔で言う彼女を前に、僕は粉砕して、真っ白な灰になる気がした。
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　……いやぁ、見事な空振りでしたね。

　それにこの時の葵さんは、いつにも増して無自覚にひどいですよね。

　僕の惨敗ぶりが、清々しいほどです（笑）。

　さて、この『CACAO MARKET』に『ANGEL LIBRARY』。

　実際に、モテるために女性を案内しようと思ってくださった男性の皆さま。

　時期によっては、カフェがとても混んでおりまして、彼女を待たせてしまうかもしれません。

　その際は、白川沿いを祇園方面に向かって歩いてみてください。

　情緒ある景けい観かんが続き、小さな境内が可愛らしい『辰たつ巳み大だい明みょう神じん』もあります。

　素敵な散歩コースとなっておりますので、場合によっては、そちらに案内されるのも良いと思いますよ。


●CACAO MARKET




N.Y.に本店があるチョコレート専門店。外観は「京都景観賞 屋外広告物部門 優秀賞」を受賞した。









特別掌編　第一話


『京都四条烏丸のワトソン』




――清貴×秋人のお話――






『京きょう日和びより』という京都を紹介する番組を持てたことから、急に仕事が増えた。

　特に関西でのテレビ番組の仕事が増えたことから、

『四条のマンションはあなたが使っていいわよ。私は春はる彦ひこと倉くら科しなさんの三人で鞍くら馬まの山荘で過ごすから』

　と、母が四条烏丸の３ＬＤＫマンションを空けてくれた。

　そんなわけで、俺・梶原秋人の関西での活動拠点が確定。

　あいつが京都寺町三条のホームズなら、俺は京都四条烏丸の工く藤どう俊しゅん作さくだ。

　――やべぇ。順風満帆すぎる。

　こう良いことばかりだと、逆に怖くなってくる。

　そう思っていた矢先に、本当に『怖いこと』が起こってしまった。

　こうなると、つい、ホームズを頼って、寺町三条に足を運んでしまう、どうにも弟気質な俺（いや、ホームズは年下なんだけどな）。




「――ちわーす」

　平日の午後、ホームズはいるだろうかとドキドキしながら骨董品店『蔵』のドアを開けた。いつものようにカランとドアベルが鳴る。

　ホームズは、カウンターに座っていて、

「これは、秋人さん。いらっしゃいませ」

　俺を見て、にこりと微笑む。

　良かった、ちゃんといた。しかもホームズだけだ。

　おう、と手を上げて、対面に腰を下ろす。

「ってか、お前いつもいるな。ちゃんと大学行ってんのか？」

　いてくれて嬉しいくせに、こんな言葉が口をついて出る。

「ちゃんと行ってますよ。今日も午前中は大学でしたし。午後から父が編集者の方と打ち合わせがあるというので」

　そんなホームズの手元にはレポート用紙。どうやら、このカウンターで大学関係の勉強をしていたようだ。

「ふぅん、そういや、そのオヤジさん元気なのか？　最近見てねえけど」

「ええ、変わらないですよ。今、コーヒーを淹いれますね」とホームズは席を立って、裏に入った。

　やがて、トポトポという音がしはじめ、コーヒーの香りが広がっていく。

　レトロな店内を静かにジャズが流れている。座り心地の良いソファー。

　毎度のことながら、死ぬほど落ち着く。

「――で、今日はどうされたんですか？」

　ホームズは、淹れたてのコーヒーを俺の前に置いて、そう尋ねた。

「ふへ？」

「僕に相談事があったのでしょう？」

　俺の仕草や表情から、瞬時に感じ取る。

　最初は気色悪かったけど、慣れると話が早くて楽だと思うようになった。

「そうなんだよ。ホームズに相談があって。俺の……人生の危機なんだ」

　そう告げると、「人生の危機、ですか」と、ホームズは少し意外そうに瞬く。

「この前、カメラマンの竹たけ山やまさんに、俺の写真を撮りたいって言ってもらえたんだ」

「ああ、有名なカメラマンですね。指名されるのは光栄なことでしょう、良かったですね」

「そうなんだ、俺も有頂天だったよ」

　問題は、その後に起こった。

　竹山さんと打ち合わせして、その後、一緒に飲もうって話になって、いきつけだっていうバーに連れて行ってもらい、その席で……、

「酔っ払った竹山さんに、『オレ、秋クンみたいなの、タイプなんだよね』って、手を握られたんだよ」

　静かに洩もらした俺に、ホームズは「はあ」と、さして興味もなさそうに相あい槌づちをうつ。

「……そして、ベッドに誘われて」

「それで、どうされたんですか？」

「あまりに想定外のことに、思考が停止して体は動かないし、言葉も出なかったんだ。出るのは汗ばっか！」

「あなたの口を塞ふさぐとは、たいしたものですね。唇くちびるで塞がれていたんですか？」

「そんな具体的に塞がれてねーよ！」

「それで、どうされたんですか？」

　早く続きを言えよ、とばかりにホームズは不機嫌そうに眉を寄せる。

　お前、他の奴には、そんな顔、ぜってーしねぇくせに！

「たまたま、竹山さんに仕事のトラブル的な電話が入ってさ。『ホントにごめん、打ち合わせはまた今度』って、慌てて帰ってくれたんだよ」

　あの時の救われた感といったら。マジで神仏に感謝したし。

「で、その改めての打ち合わせが明日あって。ホームズ……俺、どうしたらいいかな」

　額に手を当てて大きく息をつくと、ホームズは今まで俺に見せたことがないような真剣な表情を浮かべた。

「……まあ、がんばってください」

「はあッ？」

　俺の口から、素すっ頓とん狂きょうな声が出る。

「そればかりは、僕も未経験ですので、なんとも言えないのですが、その時には口を開けて息を吐はくようにしたら、痛みをある程度逃がすことができるかもしれませんね。なるべく体の力を抜くようにしてください。まあ、お相手の方は経験豊富でしょうし、お任せするのが一番ですよ」

「って、そんなアドバイスを求めてねーし！」

「では、何を求めているんですか？」

「何をって」

「あ、男同士とはいえちゃんとゴムは使用されてくださいね。病気や感染症が怖いですし」

　そう言って、気の毒げに力ない笑みを浮かべるホームズを前に、体が震える。

「だ、だから、そんなアドバイスはいらねーんだよ！　俺はただ！」

「ただ？」

「なんていうか……相手を怒らせずに、やんわりとお断りする方法を教えてもらいたかっただけなのに」

　情けなさに語尾が小さくなるのを感じながら、俺はカウンターに突っ伏した。

「……やんわりとお断りですか。芸事の世界にいる以上、どんな経験もされた方が武器になると思いますがね」

　残念そうに息をつくホームズに、勢いよく顔を上げた。

「じゃあ、お前が経験してみろよ！」

「僕は芸事の世界にいませんし、男とまぐわう趣味はないので」

　ご辞退します、とホームズは笑顔で手をかざす。

「俺だってねーよ！　大体なぁ、そんな経験をしなくたって、俺は一流芸能人になってみせるんだよ。いいか、よく聞け。たとえ相手が女だとしても、仕事を得るために体なんて使わねえ！　なめるな、このやろう！」

　バンッとカウンターを叩きつけて、宣言する。

　すると、ホームズは一瞬黙り込み、その後に小さく笑った。

「失礼いたしました。オイタがすぎましたね。あなたは僕が思っている以上に、素晴らしい器うつわなのかもしれませんね」

「えっ？」

　誉ほめられた……んだよな？

　ホームズは腕を組んで、天井を見上げた。

「それにしても、相手を不快にさせずにお断りする、ですか。前回あなたが強く拒否しなかったことで、お相手の男性は結構、期待しておられると思いますしねぇ」

　そう言って、ふぅ、と息をつく。

　そうだよなぁ。

　やっぱり、んなこと無理だって突き飛ばすしかないんだろうか。

　あー、でも、写真は撮ってもらいてぇし、竹山さんに嫌われるって痛手だな。

　クシャクシャと頭をかいていると、

「……ああ、そうだ」と、ホームズは小さく頷きながらこちらを向く。

「『ごめんなさい、僕は酷ひどい痔ぢなんですよ』」

　笑みを湛えてそんなことを打ち明けるホームズに、「はっ？」と俺は硬直した。

「ですから、誘われた時にそう言えばいいんです。そうしたなら、相手を不快にさせず、その上、同情をも誘うことができますよ」

「な……」

　絶句しながらも、頭のどこかで感心してしまう。

　たしかにそうかもしんねーと。

「それでは、秋人さん、練習してみましょうか」

　上品な笑顔のままそう続けるホームズに、「練習？」と眉根を寄せた。

「上手く言うための、リハーサルですよ――さあ」

「お、おう。ご、ごめんなさい、俺は酷い…………って、こんなのに練習いらねーだろ！　何言わすんだよ、ドＳか、お前！」

　またバンッとカウンターを叩きつけると、ホームズは楽しくてたまらないという様子で口に手を当てて笑う。




　業界にはいろんな奴がいるだろうけど、ホームズは、どんな輩やからよりもタチが悪い男かもしれない、とマジで思った午後だった。




特別掌編　第一話　『京都四条烏丸のワトソン』

――清貴×秋人のお話――　ＥＮＤ
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祇ぎ園おん祭まつり




　コンチキチン、コンチキチン、という軽快なお囃はや子しを耳にすると、『ああ、祇園祭だ』と、気分が高まるものです。

　あくまで僕の場合は、ですが。

　京都市民の中には、『町が混む！』と、うんざりされている方もいらっしゃるとか。

　そう思われるのも無理はないくらい、祇園祭の時の京都は、四条通が人で埋まるほどの人出で、歩くのも大変です。

　ですが、お祭りというのは、やはり良いものですね。

　何より、いつも閑かん散さんとしている骨董品店『蔵』にもお客様が入ってくれるので、それは嬉しいものです。

　さて、作中でも僕は、祇園祭について語っていますね。

　鉾ほこについて説明しているシーンを振り返りたいと思います。





［一巻　第五章　二六〇ページより　清貴視点］






　祇園祭は混んでいるから、躊ちゅう躇ちょしてしまう、と話す葵さんと秋人さんを前に、僕はつい前のめりになってしまう。

「僕としては一度でいいですから、しっかり各町の山やま鉾ほこを観てもらいたいですね。『動く美術館』と呼ばれているくらいですから」

　僕は笑顔で、それでも強い口調でそう言った。

「動く美術館？」

　葵さんと秋人さんが、目をぱちくりと開く。

「ええ、祇園祭は約千年以上前からはじまった、町を災厄から守り、清めるために山鉾を巡行するという、お祭りなんですが……」

　話しながら、僕は背後の本棚から資料本を取り出して、二人に見えるようにテーブルの上に置いて、ページを開く。

　そこに、祇園祭の『山鉾』の写真が載っていた。

「この祇園祭の山鉾は、千年の昔から三十三の町内会が、それぞれ大切に保管してきました。その山鉾は一見同じようですが、すべて違っているんです。これを見てください」

　そう言って、『山やま伏ぶし山やま』と『太たい子し山やま』の山鉾の写真を指差した。

「あ、これ、なんだか中国っぽい」

「ああ、こっちはインドっぽいな」

　写真を眺めながらポツリと漏らした葵さんと秋人さんに、僕は「はい」と頷く。

「こちらは中国明みん朝ちょうから渡ってきた壁掛けで、こちらの山鉾はインドから来たものです。そして非常に興味深いのが、鯉こい山やまと呼ばれる山鉾なんですが」

　続いて指差した山鉾の写真には、王冠をかぶった王の絵が描かれている。

「これって、ヨーロッパのものなんですか？」

「祇園祭なのに？」

　また、驚いたように尋ねる葵さんと秋人さんに、僕は少し愉たのしくなる。

　なんて素直な反応なのだろう。

「これは、十七世紀はじめのブリュッセル・ブラバント……つまりベルギーで作られたものです。図柄はホーマー作『イーリアス』物語の一場面で、トロイのプリアモス王とその后ヘカベーを描いたものですね。その昔、ヨーロッパから日本に渡ってきて、祇園祭で使われるようになり、今も活躍しているわけなんです。こちら『月つき鉾ほこ』に飾られているのは、ムガール王朝の絨毯で、メトロポリタン美術館の要請があって、一時期メトロポリタン美術館に展示されていたことがあるんですよ」

　僕はそう言って、月鉾の写真に目を落とした。

「メトロポリタン美術館に！」

「そして先頭の『長刀なぎなた鉾』に飾られている絨毯は、明らかにはなっていないんですが、『モンゴル帝国』から渡ってきたのではと言われ、今や世界のどこにも同じものがないそうなんです」

　僕は側面を飾る茶色のカーペットを指差して、説明を続けた。

「山伏山のブリュッセル・ブラバントのタペストリーといい、ムガール王朝の絨毯といい、これほど良い状態で残っていることは奇跡に近いんです。それは千年もの昔から、それぞれの町内会がとても大切に保管し、祭りの時に披露してきたからなんです。僕たちは、メトロポリタン美術館に要請されるような、素晴らしくて価値のある歴史的美術品を、祭りで見ることができるんですよ。祇園祭は〝奇跡の祭り〟と言っても、過言ではないんです」

　つい説明に熱が入る。葵さんと秋人さんは、ほおお、と洩らし、相槌をうっていた。

「こうしたことを踏まえた上で、祭りに参加すると味わいもまた違うと思いますし、せっかく観に行けるところに住んでいるなら、一度はしっかり観てもらいたいと思いますね。町を巡行する山鉾たちは、千年の昔からの町人の想いが込められた宝なんです」

　僕は資料に手を触れながら、心からそう告げた。
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　…………。

　いやはや、こうして振り返ると、あまりに熱く語りすぎていて、ウザさが漂いますね。

　大変、失礼しました。

　好きなもののことを話すと、つい。

　そして、あの二人がなかなかの聞き上手でして。

　ですが、心から思っています。

　祇園祭は、昔から伝えられてきた、京の町の伝統そのものです。

『人が多いから』と敬遠せずに、ぜひ、『動く美術館』といわれる鉾たちを、観てもらいたいですね。


●祇園祭




日本三大祭りの一つ。七月一日から三十一日まで、一か月間にわたって行われる。




貞観十一年（８６９）に疫病が流行し、庶民の間に病人、死人が多数出た。これを牛頭天王の祟りとし、神をまつり、病魔退散を祈願したという。









南みなみ座ざ




　寒さが厳しくなり、南座の壁に『まねき』と呼ばれる役者の名前が綴られた札がずらりと並んでいるのを見ると、年の暮れであることを実感します。

　南座の様子は、京都の人間にとって、冬の風物詩ともいえる光景ですね。

　京都は、『文化』の町。

　京都旅行の行程に、南座での観劇を加えられるのも良いのでは？　と思います。

　作中では、葵さんのはじめての歌舞伎観劇であり、『顔かお見み世せ』に行った時のことが紹介されていましたね。

　ぜひ、一緒に振り返っていただけたらと思います。





［三巻　第一章　八十五ページより　清貴視点］






　葵さんと『顔見世』を観に南座へ向かうこととなり、待ち合わせた場所は、四条大橋の交番前だった。

「あえて、南座の対面側である交番前で待ち合わせたのは、理由があるんです」

　四条大橋を渡りながらそう話した僕に、「えっ？」と葵さんは不思議そうに首を傾げる。

「こうして、少し離れたところから、顔見世で賑わう南座の様子を見ていただきたかったんですよ」

　そっと足を止めて、南座を眺める。

　ここからじゃないと、見えない景色があるためだ。

「歌舞伎発祥の地に現存する、日本最古の歴史を持つ劇場です。桃もも山やま風ふう破は風ふ造の威い容ようが、本当に目を惹きますね」

「はい、迫力ありますよね」と、葵さんは、強く頷いた。

　四条大橋まで来たなら必ずと言っていいほど目に留まる、桃山風破風造の、重厚で趣のある和風劇場建築。

『南座』と記された大きな赤提灯に、役者の名が書かれた札『まねき』が並んでいる様子も圧巻だ。

「そういえば、あの名札って普段はないですよね？」

「ええ、あの名札は『まねき』と言いまして、顔見世の際に役者の豪華な顔ぶれが一目で分かるように、飾られているんですよ」

「へえ、あれって『まねき』って言うんですね！」

　またひとつ勉強になった、と葵さんは小声で洩らして、相槌をうっていた。

　劇場前は、すでにたくさんの人で賑わっている。

　着物を纏ったご婦人や礼服の紳士の姿、もちろん、平服の人もいて、さまざまだ。

　南座のロビーに入ると、葵さんは興味深そうに、館内を見回していた。

　赤い絨毯の上にずらりと並ぶ、『竹たけ馬うま』――腰くらいの高さの竹で組んだ台――に目を留めて、

「……あれは？」と振り返って、僕を見上げた。

「あれは『竹馬』といいまして、歌舞伎役者へ御祝儀の目もく録ろくを竹で組んだ馬で届ける、南座だけの風習なんです。他でいうところの花はな環わですね」

「へぇ、初めて見ました」と、また葵さんは感心したように頷く。

　そうして、会場に入ると、全体的に朱色で纏められた印象の会場が目に入る。

　壁に並んだ提灯型の照明が、特徴と言えるかもしれない。

「葵さん、こっちです」

　彼女を二階中央最前列に案内した。

　舞台が見下ろせる、とても良い席だ。

　僕は毎年、この辺りの席で観劇している。

「あ、あの、ここって良い席ですよね？」

　葵さんは、おろおろと目を泳がせながら、椅子に腰を下ろした。

「ええ、この二階最前列は『特別席』ですね」

「特別席！」葵さんは目を丸くし、「あ、あの……特別席なんて、いいんですか？」と小声で尋ねる。

「葵さん、ここは一年に一度、奮ふん発ぱつする場なんですよ」

　お金は締めるところ締めて、出す時は惜しみなく出す。

　こうした感覚は、おそらく、祖父に植え付けられたものなのだろう。
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　葵さんとの顔見世観劇、とても楽しかったです。

　その後、事件に巻き込まれるのですが。

　それはさておきまして、作中で美恵子さんが、『京の人間はな、年末に顔見世観劇という贅沢をして、これまでの一年を労い、また来年に顔見世を観るためにがんばろと奮起するもんなんやで』と、仰っていましたね。

　そんな人は、今や一部になってしまったかもしれませんが、顔見世は京都人にとって、冬の大きなイベントの一つであることには、変わりないと思います。

　顔見世ならずとも、南座では一年を通して、さまざまな演目の公演をしております。

　興味のある方は、ぜひ一度。

　必ずや、特別な時間を過ごせると思いますよ。

　ちなみに、まったくジャンルは違いますが、同じく祇園にある、『よしもと祇園花月』もおすすめです。

　はい、僕も関西で育ったので、吉本新喜劇も好きですよ。

　エンターテインメントは、本当に良いものですね。

　ちなみに、難なん波ばの吉本よりも祇園花月の方が客席と舞台が近いので、やはりこちらの方が好きです。

　ああ、どこまでも、京都推おしですみません。


●南座




江戸時代から続くとされる、日本最古の劇場。




現在の南座は、昭和四年に建て替えられたが、二〇一七年四月現在、耐震工事のため休館中。









八や坂さか神社・清きよ水みず寺でら




　府外の方が、『京都』と聞いて思い浮かべる神社のひとつに、『八坂神社』があるのではないでしょうか？

　八坂神社は、祇園の氏うじ神がみ様。

　そのため、八坂神社を、『祇園さん』と呼ぶ京都人も多いです。

　祇園は、京都の象徴ともいえる町です。そうなると、八坂神社は京都の代表的な神社となるでしょう。

　作中でもご紹介しましたが、この八坂神社を参拝して、清きよ水みず寺でらに向かうという観光散歩コースが、僕のおすすめです。

　デート気分の僕を微笑ましく思いながら、振り返っていただけると嬉しいです。





［四巻　第一章　三十五ページより　清貴視点］






　八坂神社の本殿を前に、二人並んで柏かしわ手でを打った

　参拝を終え、葵さんは境内を見回して、しみじみと洩もらす。

「――本当に八坂神社は、いつも賑にぎやかですね」

　そう、彼女の言う通り、いつもここは人で賑わっている。

「ええ、京都の象徴である祇園の氏神ですし、主な祭神は素戔嗚尊スサノオノミコトですしね」

「スサノオノミコトは人気の神様なんですか？」

「というより僕の中では、お祭り好きというか、賑やかで豪ごう快かいなイメージがありますね。ですから人を呼ぶのかもしれません」

　そんな話をしながら、南みなみ楼ろう門もんから境内を出る。

　ここは、表通りよりも広く、人はまばらで歩きやすい。

　和雑貨の店やカフェも点在していて、人力車が走る姿も見える。

　道なりに突き当たりまで歩いて左に曲がると、目の前に五ご重じゅう塔とうが見えた。

「う、うわぁ、いきなり五重塔が現われた感じですね」

　葵さんは塔を見上げて、驚いたように言う。

「ええ、八坂神社の南楼門から道なりに進んでいくと、この『八坂通』に出まして、八坂の塔が目の前に見えるんです。突然見えるので、マジックのように感じるでしょう？」

「は、はい。ビックリしました」

　地方から来た大学の友人たちを案内した時、ここで随分と喜んでくれていた。

　地元人としては、『へぇ、ここで喜ぶんだ』と逆に新鮮な気持ちにもなったのだけど、それ以来、この辺りを案内する時は、このルートを通っている。

「このコースは僕のおすすめなんです。葵さんもお友達を案内する時はぜひ」

「はい、本当にぜひ、このコースで案内したいです」

　そう。今度、葵さんは、埼玉から来る友人に京都を案内するらしい。

　その友人の名が『マコト』ということから、『男友達なのだろうか』と大いに焦あせり、女性だと知って、心からホッとした自分に失笑だ。

「それにしても、『八坂の塔』って八坂神社から離れているんですね」

　葵さんは、そびえ立つ荘そう厳ごんな五重塔を見上げつつ独り言のように洩らす。

「八坂神社の塔ではなく、『法ほう観かん寺じ』の五重塔なんです。八坂通に位置していることから、通称で『八坂の塔』と呼ばれているんですよ」

「八坂の塔って八坂神社とは関係なかったんですね。……あっ、そうか、こういう塔って、神社じゃなくてお寺ですもんね。相変わらず残念な女子高生ですみません」

「いえいえ」

『残念な女子高生』なんて思ったことは、一度もない。

　彼女は、知らないことを素直に『知らない』と口にできて、教えたことを吸収していく。

　それが、どれだけ素晴らしく尊とうといことか、本人は気付いていない。

　僕は、そんな彼女に何かを教えていくことが、愉しくてたまらなかった。

　そのまま散歩しながら、坂を登っていく。

　すると、細い小路の両サイドに、さまざまな店が並んでいる。扇子、陶器茶碗、七味専門店、湯豆腐で有名な店の看板も見える。

　三さん年ねん坂ざかに向かうと、『産さん寧ねい坂ざか』という看板が見えて、葵さんは首を傾けた。

「産寧坂？」

「三年坂は、元々この字が使われていたんです。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの正室『ねね』が子どもの誕生を念じて清水寺に詣っていたことから、『産まれることを念じる』で『産寧坂』だそうです」

「それじゃあ、二年坂は？」

「産寧坂、通称三年坂の手前ということで、そのまま二年坂、となったようですよ」

「なんだか、ちょっと安易ですね」

「本当ですね」と、僕は相槌をうちながら、ふと、ある店を目にして、「あ、ちょっと待っていてくださいね」と、階段途中のその店へと入った。

　葵さんは、店の外でポカンとしている。

　すぐに外に出て、買ったばかりの阿あ闍じゃ梨り餅もちをひとつ、彼女の前に差し出した。

「おひとつどうぞ。ここで阿闍梨餅を買って、頬張りながら参道を歩くのも、なかなか乙なものですよ」

「わぁ、ありがとうございます」

　袋を破り、丸い阿闍梨餅をパクリと口に運ぶ。

「ここの阿闍梨餅、温かくて美味しいです。作りたてみたい」

「ですよね」

　嬉しそうに阿闍梨餅を食べながら歩く。

　幸せだな、としみじみ思う。

　そうして、清水寺に着いた僕たちは、『清水の舞台』から景色を眺めた。

　遠くには京の町が見渡せ、すぐ目の前には緑が広がっている。

　葵さんは下を覗いて、足をすくませていた。

「やっぱり、本当に高いですね」

　どうやら、彼女は高いところが苦手なようだ。

　またひとつ、彼女のことを知ることができた、と少し嬉しい。

「そうですね。四階建てビルの高さくらいあるそうですし」

「でも、なんだか四階建てビルから下を見るより高く感じます。何より、こんな崖にすごいですよね」

　切り立ったような崖に組まれた柱。

　せり出した舞台が、高さをより感じさせるのだろう。

「ええ、ここは錦きん雲うん渓けいという急な崖に、最長約十二メートルの巨大なケヤキの柱を並べ、

『懸かけ造づくり』という手法で、釘を一本も使わずに組み上げた木造建築なんです。これもまた、素晴らしい芸術ですよね」

「そういえば前に、清水寺がお寺の中で一番好きだと言ってましたよね。この素晴らしい木造建築技術に芸術を感じるからですか？」

「それもありますけど、ここには京の町のすべてが凝ぎょう縮しゅくされているような気がするんですよね。この寺の美しさも、ここに残る空恐ろしい歴史も、現代の風景も、変わらぬ光景も。そのすべてが、僕を含め、人々を惹ひきつけるのかもしれません」

　ここは他の社寺にはない、人を惹き付ける『何か』があり、それは京の町と通じるものであるように思える。

　再び、景色を眺める。

　目の前に見える緑の山々は、きっと昔から変わらない風景なのかもしれない。

　そう思うと、なかなかロマンを感じるものだ。
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　ふふふ、幸せで頬が緩みますね。

　この時は、秋人さんが現われなくて、本当にホッとしました。

　神しん出しゅつ鬼き没ぼつな方ですからね。

　あらためまして、清水寺は、京都の社寺の中で、一番好きですね。

　理由はお伝えしましたが、清水寺は京の町の象徴であり、そのもののような気もします。

　もし京都にまだ来たことがないという方は、とりあえず八坂神社から清水寺への参拝コースをおすすめします。

　きっと、どこよりも、『京都』を感じさせてくれるのではないでしょうか。


●八坂神社




慶応四年（１８６８）に八坂神社と改称するまで、感神院または祇園社と称していた。




●清水寺




「清水の舞台から飛び降りる」の語源になった舞台の高さは約十二メートル。飛び下りる理由は、決死の願掛け。生存率は八十五パーセント。









二に条じょう城じょう




　京都の観光地といえば神社仏閣ですが、二に条じょう城じょうは、社寺に負けないほどに人気がありますね。

　この城は、徳とく川がわ家いえ康やすが御ご所しょの守護と、上洛時の滞在用に造営したもので、外観は『城』というよりも、立派な武家屋敷といったところ。

　数多くの歴史の舞台になったこの城は、大きなロマンを感じさせるものです。

　僕としても、今や思い出深い地となりました。

　そう、円生との対決ですね……。

　葵さんと秋人さんとともに訪れた二条城。あの時、僕はいつも通り案内しつつも、内心ではかなりピリピリしていまして、『楽しむ』という余裕がなかったので、あらためて訪れたいな、と思っています。

　それでは、二条城を訪れた時のことを振り返りたいと思います――。





［五巻　第四章　二八四ページより　清貴視点］






　――二条城の櫓やぐら門もん『東ひがし大おお手て門もん』が待ち合わせ場所であり、僕が門に着くと、秋人さんが先に訪れていた。

　待ち合わせ時間の十五分前だ。

「おう、ホームズ」

「もう来られていたんですね」

　意外に感じながら、秋人さんを見ると、彼は肩を上下させた。

「いや、なんか、落ち着かなくて」

「落ち着かない？」

「お前が心配で……」

　言い難にくそうに告げる秋人さんを前に、僕はばつが悪い気持ちになる。

　楽観的な彼にまで、こんなふうに心配をかけてしまうとは……。

　すると、すぐに葵さんが姿を現し、小走りで駆け寄ってきた。

「ホームズさん、秋人さん」

　そんな彼女を前に、強張っていた自分の顔に笑みが戻る気がした。

「葵さん」

「おう、葵ちゃん」

　葵さんは、僕を見てホッとしたように表情を緩ゆるませる。

　きっと、随分と心配をさせたのだろう。

　本当に情けなく、申し訳ない。

「――で、ホームズ、敵が示したのはこの場所なんだな」

　秋人さんが振り返ってそう言う。

『敵』とは、あの生臭坊主――円えん生しょうのこと。

「ええ、『ピラミッドの底辺』がここというのは、実に彼らしい皮肉です」

「……ですね。まさか、『お城』だなんて」

　円生が示した場所は、『二条城』だった。

「二条城なんて、小学校のころ以来だな」

　体を伸ばしながら言う秋人さんに、葵さんが相槌をうつ。

「私は中学の修学旅行で来ました。『キュッキュッ』と鳴る、ウグイス張ばりの廊下が有名ですよね」

　僕たち三人は歩きながら、東大手門をくぐる。

「ええ、二条城は徳川家康が御所の守護と、上洛時の滞在用に造営しました。見所は家康が建てた、桃山文化を代表する武ぶ家け風ふう書しょ院いん造りの二の丸御殿。徳川慶けい喜きが大たい政せい奉ほう還かんを宣言した大広間。また、葵さんも仰ったように、『ウグイス張り』の廊下でしょうか。そして……」

　敷地に入ると、見えてくるのは見事な桜の木々。

「わあ」と葵さんと秋人さんが、目を輝かせた。

　この二人は、まるで違うタイプでありながら、素直という共通点があり、時にまるで同じ反応をすることがある。

　それが可笑おかしくも、複雑な気分にもなる。

「この二条城も、桜の名所として知られていますね。とはいえ、もう桜も終盤ですが」

「いやいや、立派じゃん、さすが『城』だなぁ」

　桜を仰ぎながら、二の丸御殿へと続く『唐から門もん』へと向かう。

　荘厳かつ、美しいその『唐門』は、日にっ光こう東とう照しょう宮ぐうを彷彿とさせた。

　徳川家は、こうした雰囲気が好きなのかもしれない、などと考えながら、僕は金具に彩られた門をくぐる。二の丸御殿を前にし、ここに円生がいるのかもしれないと思うと、いやがうえにも緊張を覚える。

　国宝である二の丸御殿は、まさに立派な武家屋敷という出で立ちだ。

『車くるま寄よせ』と呼ばれる入口から入って、屋敷をゆっくりと見て回る。

　狩野かのう探たん幽ゆうの襖絵や格天井が見事で、実際に大政奉還を宣言した大広間を前にした時は、歴史を肌で感じ、自然と背を正してしまった。

「すげーな、まさに『歴史に触れる』って感じだ」

　ぽつりと洩らす秋人さんに、葵さんも、うんうん、と頷く。

　廊下を歩き、キュッキュッと鳴る廊下に、葵さんは頬を緩ませている。

　可愛いな、と思うも隣を見ると、秋人さんも同じような表情をしていて、やはり複雑な気持ちになる。

「なあ、これって、忍者対策だったんだろ」

「ええ。ですが、構造上たまたまだったという話もありますね。それに当時の忍しのびは、ウグイス張りなんてなんのその。音を立てずに歩いたそうですよ」

「マジで？　忍者すげぇな」

　ふふっ、と笑いながらも、『忍』という言葉から円生のことが思い出され、急に冷ややかな気持ちにもなった。

　一体、奴は何を企んでいるというのか――。

　すると葵さんが、とても心配そうにこちらを見ていることに気付いた。

　すぐに微笑んで見せると、彼女も力ない笑みを浮かべる。

　その表情を前に、胸が痛んだ。
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　ああ、葵さんにお気を遣わせてしまっていて、本当に申し訳なかったです。

　気持ちを入れ替えまして、二条城ですが、葵さんも仰っていましたが、同じ徳川家によるものということで、一部、日光東照宮を彷彿とさせる部分もあります。

　日光東照宮は、僕は高校生のころに行ったことがあるのですが、まさに徳川の威い光こうを感じさせる素晴らしさでしたね。

　一緒に行ったのが祖父でして、それが少し残念なところです（笑）。

　こちらも合わせて、リベンジできたらと思っております。


●二条城




大政奉還が行われた大広間のある二の丸御殿は、三十三部屋、八〇〇畳以上。









木き屋や町まち・高たか瀬せ川がわ一いち之の船ふな入いり付近




　寺町三条から北上してぶつかる大きな通りが、『御お池いけ通どおり』。

　そこから、石造りのモダンな京都市役所が見えます。

　明治から昭和初期にかけて活躍した武たけ田だ五ご一いちという有名な建築家が、中なか野の進しん一いちと共同で手掛けたもの。さらに、北隣の旧島しま津づ製作所河原かわら町まち別館や同どう志し社しゃ女子大学栄光館も武田五一の作品です。

　京都には、魅力的な建築物がたくさんあるので、それを巡る旅というのも、面白いかもしれません。

　話が少しそれましたが、市役所から河原町通を挟んで東隣に、京都ホテルオークラがあります。

　思い出すのは、葵さんが香織さんと約束したという生クリームアンパンですね。

　本当に食べに行ったのか気になっていたのですが、伺ってみたところ、ちゃんと食べに行かれたそうです。

　僕も久しぶりに食べに行ってみたいと思っていたのですが、そのカフェが、二〇一六年十二月で営業終了されてしまったとのこと、とても残念です。

　生クリームアンパンの復活を心より願っております。

　さて、木屋町にある一之船入は、そんな京都ホテルオークラのすぐ近くです。

　ホテルの東側に木屋町通、そして高瀬川という小川があり、ここも風情があって素敵なところです。

　ここは、六巻で登場した舞台ですね。





［六巻　第二章　百三十一ページより　清貴視点］






　パーティを終えて、ホテルを出ると、辺りはすっかり暗くなっていた。

　仄ほのかにライトアップされた町は、陽ひが出ている時とは、また違う顔を見せている。

　歩きながら、そうだ、と振り返って葵さんを見た。

「……せっかくですから、散歩しませんか？」

「散歩ですか？」

「ええ、高瀬川の一之船入を観に行くのも良いかなと。このすぐ裏ですし」

　高瀬川一之船入は、かつての運河跡であり、舟入は物資を運び入れる際に、船を接岸させるための入り江だ。

　名勝天然記念物に指定されていて、なかなか情緒のある場所としても知られている。

「はい、ぜひ」

　葵さんは、躊ちゅう躇ちょすることなく頷いてくれる。

　嬉しさを感じながら、「こっちです」とホテルの東側に回り、木屋町通に入った。

　木屋町通に一歩入るなり、「わあ」と彼女が感嘆の声を上げた。

　石畳の通りに行あん灯どんが並び、柔らかな光を灯す中、高瀬川という小川が流れ、木々が風に揺れている。

　町家を思わせる建物は飲食店が多い。

　和食店ばかりではなく、フレンチやイタリアンもあって、どこもお洒落だ。

「素敵ですね」と、葵さんが熱っぽく告げる。

　彼女のこうした一言に、いつも『良かった』と心から思う。

「雰囲気がいいですよね」

「はい」

　手をつないで、ひと気のない高瀬川のほとりを歩いた。

　今や、堂々と手をつなげるのが嬉しい。

　さらさら流れる小川を眺めながら、少し北へと進むと船が見える。

　これは模も擬ぎの船で、かつての様子を見せるためのもの。

　船には、酒樽や米俵が載っている。

　ここが一之船入だ。船を見守るようにしている木々は、桜の木が多い。

　和を思わせる外灯に、行灯や川向こうの料亭からの光が、とても幻想的で美しい。

　今も風情があるが、桜の時季ならばさらに絶景であり、そのころにぜひまた来たい、とつないだ手に少しだけ力をこめた。
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　そんな、木屋町通と高瀬川一之船入。ここは、昼と夜で、まるで印象が違います。

　日中は、木々の緑や日の光が小川に映り、とても爽やかな印象なのですが、夜になると、たちまち大人のしっとりとした雰囲気になります。

　日中、京都観光し、木屋町通の飲食店で夕食を食べた後、高瀬川のほとりを散歩するというのも、良いかもしれませんね。

　ああ、ちなみに、木屋町通を下っていくと、二巻のラストに出てきたお肉の美味しい店がありますよ。


●高瀬川一之船入




高瀬川は慶長十六年（１６１１）ころ角すみの倉くら了りょう以いによって開かれた運河である。









東とう福ふく寺じ




『――六百年前、桜を全部、切りました。春より秋を選んだお寺です』

『そうだ京都、行こう』というキャッチフレーズで知られるあのＣＭにおいて、東福寺をこのように紹介していました。

　ちなみに、あのＣＭですが、京都では流れていないのが残念です。

　美しい映像と、胸に響くキャッチコピーがいつも秀逸だと思っているのですが、東福寺をこのように紹介した素晴らしさに、僕は胸を打たれました。

　そう、かつて東福寺は、『修行の妨さまたげになる』という理由で、桜の木をすべて切りました。

　春を捨てたわけです。

　何かを捨てると、その空間にはまた別の素晴らしいものが入ってくるとは、よく言ったもので、東福寺は、素晴らしい秋を手に入れました。

　一寸の迷いもない美しさは、春を捨てた潔いさぎよさからくるのかもしれませんね。

　さて、この東福寺には、葵さんと秋人さんと来ましたね。

　ここも、僕にとって、思い出深い地となりました。





［二巻　第四章　一九六ページより　清貴視点］






　――東福寺を訪れた際。

　僕が車を停めている間、葵さんと秋人さんには先に境内に入ってもらっていた。

　そうして、僕が東福寺に入ると、すぐに葵さんと秋人さんの後ろ姿を見付けることができた。

「あそこが三門……。す、すごい迫力ですね。南禅寺の三門はこれよりもすごいんですか？」

「まぁ、南禅寺は南禅寺ですごかったんだけど、ここはここですげぇな。でも、どっちかといえば、南禅寺な気がするけど」

「そうなんですか！　南禅寺もすごいんですね」

　二人は三門を前に感激している様子だった。

　目の前にそびえる東福寺の三門は、暗褐色の屋根に、白い壁のコントラストがとても美しい巨大な門であり、圧倒されるのも頷ける。

　秋人さんはスマホを手に、『すごい、すごい』と言って、写真を撮り続け、葵さんは少し離れたところで三門を眺めていた。

　その姿が、楽しくも微笑ましい。

　それにしても、ここはまだ入口付近だ。

「――お待たせしました。って、まだ、ここにいらしてたんですね」

　声を掛けると、二人は振り返る。揃って、頬が紅潮していた。

「おう、ホームズ。南禅寺も立派だけど、ここの三門もすげぇな」

　そう言って、秋人さんは僕の肩に手を回してくる。

　どうして、こう、いつも慣れ慣れしいのだろう。

「ここの三門は日本最古のものと言われていまして、国宝に指定されていますからね」

　そう説明しつつ、「この腕はいりませんね」と腕を軽く払う。

「あっ、ひでぇ」

　と声を上げる秋人さんに、葵さんがくすくすと笑っている。

「ったく、冷てぇな」と、秋人さんは面白くなさそうに口を尖らせ、

「なぁ、それじゃあ、この三門は、南禅寺よりすげぇのかな」

　気を取り直した様子で、巨大な門を仰あおいだ。

「……どちらがすごいかは個人の好みになりますが、『京都三大門』と言われるのは南禅寺、知ち恩おん院いん、東ひがし本ほん願がん寺じの門で、東福寺のこの三門は、残念ながら入ってないんですよね」

　そう話すと、「マジで？」と驚く秋人さんに続き、葵さんも「へええ」と感心の声を上げる。

「ですが、やはりすべては自分の心が決めることですし、優劣なんかではなく、それぞれに素晴らしいと僕は思っていますね」

　そう言うと、二人はそっと相槌をうつ。

　格式や人気スポットはいろいろあるけれど、すべては『自分が、どこが好きか』が大事なことではないか、と僕は思う。

「……なるほど、女の子もそうだよな。好みはいろいろあるけど、それぞれにイイッていうか」

　頷きながら言う秋人さんを前に、とても冷ややかな気持ちになりながらも、彼らしさに感心もしてしまう。だが、ここはスルーさせてもらおう。

「さぁ、行きましょうか」と歩き出すと、「ちょ、待ってくれよ」と慌てて追いかけてくる秋人さん。

　僕たちは、そのまま本堂に向かった。

「東福寺の創建者は九く条じょう道みち家いえでして、奈良の東大寺のように大きく、興こう福ふく寺じのように盛大を極めた寺に、という想いから、その二大寺より一字ずつをとって『東福寺』という名をつけたそうです。何度も火災の被害に遭あいながらも、こうして再興している。人々に愛されし寺院、と言えるのかもしれません」

　そう話しながら、本堂の金色の美しい本ほん尊ぞん釈しゃ迦か三さん尊ぞん像に手を合わせて、天井の蒼そう龍りゅう図ずを眺める。

　そして、東福寺最大の見どころと言われる『通天橋』へと向かった。

「つうてんばし、楽しみにしてたんだよな」

　小冊子を手にワクワクした様子で言う秋人さんに、僕は小さく息をついた。

「『つうてんきょう』ですよ。テレビで紹介する時は気を付けてくださいね」

　紅葉の季節ということで、結構な賑わいだが、今日は随分とマシな方だ。

　渓谷に掛けられた『通天橋』は、なかなかの高さを誇っている。木材で組まれた趣のある橋廊。それは、まさに紅葉の中を通る空中観察路と言えるだろう。

　真っ赤な紅葉に包まれた通路。

　遥か下を流れる川にも紅葉が流れていて、その光景はまるで奇跡のようだ。

　川に流れる赤い紅葉に、懐かしさを覚える。

　高校時代、ここでかつての彼女、和泉いずみが在あり原わらの業なり平ひらの歌を途中まで詠んでいたのだ。

　すると葵さんが川を見下ろしながら、ぽつりと洩らした。

「……ちはやぶる　神かみ代よもきかず竜たつ田た川がわ　からくれないに　水みずくくるとは……」

　少し、どきりとした。

　今、ちょうど自分も、頭の中で同じ歌を詠んでいたからだ。

　だが、葵さんは僕と和泉のエピソードを知っているわけで、この景色を観た以上、この歌が思い浮かぶのは、自然なことだろう。

「在原業平ですね」と、彼女の背後から優しく声をかける。

　すると、葵さんの肩がギクリと震えた。

「え、えっと、ごめんなさい。つい、思い出して」

　この人は本当に、驚くほどに素直な人だ。この素直さが、時に羨ましく思える。

「大丈夫ですよ。お気遣いありがとうございます」

　それでも、弱ったようにしている彼女を前に、ふふっ、と笑った。

「在原業平なら、僕にはもっと好きな歌があるんですよ」

「へっ？」と、葵さんは顔を上げる。

「『きみにより　思ひならひぬ世の中の　人はこれをや　恋といふらむ』という歌です」

　それは、『君によって想いを知った。人はこれを恋というのだろうか？』という、ときめくような恋の歌だ。

「この歌をホームズさんは好きなんですか？」

　意外そうな目を向ける葵さんに、「ええ」と頷く。

「憧れているんですよ。いつか、こんな想いを僕もしてみたいと思うんですが……きっと、無理でしょうね」

　手すりに右手をついて、景色を眺めた。

　初めての恋が裏切りで終わったこともあるのかもしれないが、どうにも、僕は女性不信な部分がある。

　幼いころより、祖父に連れられた宴会場で、何組もの夫婦が参加する中、どの夫婦と夫婦が不倫をしているのか、感じ取ってしまっていた。

　そのころは、『大人の世界は、こんなものなんだ』としか思っていなかったものの、いざ、自分がその『大人』になってしまったら、恋などできないのではないか、と思ってしまう。

　今、この歌を葵さんに伝えたのは、牽けん制せいだ。

　彼女を仲間として慕っているが、恋愛する気はない。

　店にバイトに入ってきてくれている、五つも年下の十七歳だ。

　当然と言えば、当然だろう。

『もし、あなたが僕を少しでも恋愛対象に考えているなら、今すぐ除外してくださいね。自分は恋をするつもりがない男なんです』

　この歌を通して、僕は葵さんにそんな気持ちを伝えたかった。

　和泉いずみの茶碗に込めたメッセージを読み取った彼女なら、気付くだろう。

　そう思っていたのに……。

　葵さんは沈痛の面持ちで、「……分かる気がします」と頷いた。

　予想もしていない言葉に、「えっ？」と戸惑う。

「私も……克かつ実みのことは吹っ切れたんですけど、やっぱり傷は残っている気がするんです。次の恋をすることに、臆病になっている気がして……お互い、傷がちゃんと癒えるといいですよね」

　そう言って葵さんは、労わるように僕を見上げる。

　その瞳に胸が騒ぎ、僕は少しの間、何も言えず立ち尽くした。

　ややあって、「……ほんまやね」と静かに零こぼす。

　僕たちは無言のまま、川に流れる真っ赤な紅葉を眺める。

　――美しすぎる紅葉のせいだろうか、ほんの少し目頭が熱い。
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　……この時の葵さんの言葉に、僕はとても衝撃を受けたんですよね。

　これまでは僕は葵さんに対して、特別な感情を抱いてないと、自分では思っていたんです。自覚がなかったといいますか。

　だからこそ、秋人さんと三人でのお泊り会などに誘えたわけなんですよね。

　下心がまるでなかったので、できたことと言いますか。

　ですが、この出来事が、自分の気持ちに気付くキッカケのひとつだったかもしれません。

　……それにしても、葵さんを相手に『恋するつもりありませんよ』と牽制するなんて、この時の僕の頭をどつきたい衝動にもかられますね（ため息）。


●東福寺




広大な方丈には東西南北に四庭が配されている。作庭家・重森三玲によって完成されたものである。









三さん十じゅう三さん間げん堂どう




　元々、後ご白しら河かわ上じょう皇こうが自身の離宮内に創建した仏堂である『蓮れん華げ王おう院いん本堂』。

　本尊は千手観音で、蓮華王院は千手観音の別称・蓮華王に由来するそうです。

　通称『三十三間堂』として知られるこの仏堂には、一〇〇一体もの観音像が並んでいます。

『風ふう神じん雷らい神じん像ぞう』を描いたことで知られる俵たわら屋や宗そう達たつは、この三十三間堂の仏堂から着想を得たという説がありますね。

　ここは、今も昔も、クリエイターの心をつかむのかもしれません。

　そうそう、葵さんと訪れた時も、画家との待ち合わせでしたしね。





［六巻　第三章　一四八ページより］






　その日、僕は先に『三十三間堂』に着いて、葵さんを待っていた。

　ここに訪れるのは久しぶりだな、と僕はお堂に目を向ける。

　ややあって、彼女が自転車を押しながら駐輪場へと入っていく姿が見えた。

　その姿を目にし、自然と頬が緩む。

　この『三十三間堂』は、かなり有名な仏堂であり、修学旅行でも定番の観光コースなのだが、葵さんは一度も訪れたことがないらしい。

　それならば、と彼女を誘ったのだ。

「葵さん、お疲れ様です」

　自転車を停めている葵さんの許に歩み寄り、スポーツドリンクを差し出す。

　学校から、ここまで自転車で来たのだから、きっと喉が渇いているだろう。

「あ、ありがとうございます」

　彼女は会釈しながら受け取って、嬉しそうにペットボトルを口に運ぶ。

「学校からここまで自転車では、坂が堪こたえたでしょう」

「そうなんです。けど、良い運動になりましたし、そんなに疲れてないです。三十三間堂に来るのが初めてなので、楽しみで」

「葵さんが、三十三間堂に来たことがなかったのは、意外ですね。修学旅行で回られているかと」

「たしかに定番観光名所のひとつですよね。回っている班もありました」

　そんなことを話しながら、僕たちは境内を進み、本堂を前に足を止める。

「ここが、蓮華王院……通称『三十三間堂』です。入いり母も屋や造づくりの見事なこの本堂は、南北に百二十メートル続いておりまして、木造建築では世界一の長さを誇っています」

「世界一!?」と、葵さんは瞬く。

「ちなみに『三十三間堂』の『間』は、建物の長さではなく、『柱と柱の間』の数をあらわしています。もし、建物の長さをあらわすとしたら『六十六間堂』になるでしょうね」

　説明を補足すると、葵さんは「はぁ」と気が抜けたような声で、相槌をうつ。

「三十三間堂は、長ちょう寛かん二年、つまり１１６４年に、後白河法皇が平清盛に命じて創建されました。とはいえ、造営費は平たいらの清きよ盛もりが負担し、本堂に観音千体を安置したことから、『法ほう住じゅう寺じ殿千体観音堂』と呼ばれることもあったそうです」

　歩きながら説明をする。

　こういう時、僕は誰に対しても、『聞き流してもらって構わない』というスタンスで話している。

　ここに来た以上、せっかくだから知っていることは伝えておこう、くらいの気持ちだ。

　自分が好きで話していることなので、右から左へ聞き流してもらっていても構わないし、そもそも、うんちくめいた話というのは、基本的に聞き流すものだろう。

　だから、葵さんも、きっとさらりと聞き流してくれているのだろう、と思っていた。

　だが、彼女は意外にも、僕の話したことをしっかりと聞いていてくれて、そして覚えてくれていることが分かり、驚いたことが何度もある。

「当時は、五重の塔や不動堂などを従え、それは素晴らしく偉容を誇っていたと伝えられていますが、建長元年の火災によってすべて焼失してしまいました。今の本堂は、文永三年、西暦でいうと１２６６年に再建されたものなんです」

「この本堂も、そんな昔からあるんですね」

　葵さんは心から感心したように、熱っぽく相槌をうつ。

　おそらく、そもそもが好奇心旺盛で、勉強熱心な子なのだろう。

　何より吸収力がある。

　そんなことを思いながら、本堂に入る。

　百二十メートル続く長い本堂にずらりと並んだ、一〇〇一体の観音像を前に、葵さんは圧倒されて言葉を失っているようだ。

　目と口を大きく開けて立ち尽くす姿が、とても愛らしい。

「なかなかの迫力でしょう。修学旅行で学生がワイワイとやって来ても、ここに入るなり思わず黙ってしまう生徒も少なくないとか」

「わ、分かります。なんだか、異世界のようです」

「本当に圧巻ですね」

「ええ、そして、ほら、堂内の左右両端に、俵屋宗達がモデルにしたのではと言われている、風神雷神像があるんですよ」

　ひときわ高い雲くも座ざに立つ『風神像』と『雷神像』がある。

『雷神』は巻雲に乗り、天てん鼓こを打ち、『風神』は肩に風袋を巻いて、堂内を睨みつけている。

　とても鋭い眼光に、今にも動き出しそうなほどの躍動感があり、やはり素晴らしい。

「これらの観音像は、洩らすことなくお顔を拝めるように計算されて配置されているそうで、観音像の中に『会いたいと願う人の顔が必ずある』という不思議な言い伝えがあるそうです。僕はそれを聞いて、幼いころに一人でここに来ました」

　観音像を仰ぎ、懐かしさに目を細めながら、独白するように告げた。

　幼いころ、よく自転車に乗ってここに来たものだ。

「誰に会いたかったのですか？」

「……亡くした母の顔に出会えるかと思ったんですよ。どのお顔が母なのか分かりませんでしたが、慈悲深い観音像に迎えていただけて、とても救われたのを覚えています」

　ここに来て、観音像を眺めて癒されていた子どもだったころの自分を思い返し、ふふっ、と笑った。葵さんの方を見ると、彼女は目に涙を浮かべて、俯いている。

　その姿に驚いて、僕は微動だにできず、ただ彼女を見下ろしていた。
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　いやはや、お恥ずかしいですね。

『会いたいと願う人の顔が必ずある』

　その言い伝えは、僕のような人間の心を、随分と癒したのではないでしょうか。

　無心に探し、『あの顔ではないか』と心の中で勝手に思い、眺めているだけで救われもするものです。

　会いたいと願う人がいらっしゃる方は、ぜひ、そのお顔を見つけに、三十三間堂に足を運んでみてください。

　見つけられるかどうかは分かりませんが、観音様があなたの心をきっと癒してくれるでしょう。


●三十三間堂




「三十三」という数は、観音菩薩が衆生を救うために変化するという姿「三十三身」にもとづく。









特別掌編　第二話


『平和な午後』




――清貴が、はじめて葵にお弁当を作ってもらった日――






　苗字が家頭ということから、『ホームズ』の愛称で知られている彼・家頭清貴に彼女ができた、という噂が飛び交うようになったのは、最近のこと。

　二人で出掛ける約束をしていたのか、彼女が大学まで迎えに来ていて、彼はごく自然にその彼女の手を取り、指を絡ませるようにつないで、そのまま嬉しそうに歩いて構内から出て行った。

　その姿を、何人もの人が目撃していて、

『特定の彼女を作らへん人かと思うてたのに！』と、皆がとても悔しげに洩らしていた。けれど、私は違う。そうは思わなかった。

『彼女を作らない主義の男』を落とすよりも、『彼女がいる男』を落とす方が、至極簡単だからだ。

『あなたがそう言うのは、外見に自信があるからよ』

　揶や揄ゆとも取れる言葉に苦笑はするものの、否定はできない。私はホームズくん同様、院から京大に入った。以前は関東の有名私大にいて、そのミスキャンパスに選ばれたこともある。

　少なくとも、あの時見かけたホームズくんの彼女よりも外見は勝っている自信があった。

　今日は朝から、ホームズくんは、大学に来ていた。

　これはチャンスだ、ランチに誘おう。

　そう思って、昼時に姿を捜すと、ちょうど彼は校舎を出て中庭を突っ切り、吉田南正門から外に出るところだった。構内ではなく、東ひがし一いち条じょう通にある飲食店でランチをするつもりなのだろう。

　私は、慌てて彼の後を追った。

　てっきり吉よし田だ神じん社じゃ近くのパン屋にでも行くのかと思えば、彼はそのまま鳥居をくぐり、吉田神社境内の階段を上がっていく。

　京大構内と隣接している吉田神社だが、こうして昼時に参拝に行く生徒は珍しい。しかし、彼らしいのかもしれない。

　私がようやく吉田神社の階段を上がりきったころ、ホームズくんは境内の東あずま屋やに座っていた。膝の上にはランチボックス、傍にはお茶。

　どうやら、ランチを食べるために、わざわざここまで来たようだ。

　それなら私も、下のパン屋でサンドイッチくらい買ってきておけば良かった、と遠目に、彼の姿を観察する。

　どうやら、彼が座っている位置からはこちらが死角になっているようで、私の姿には気付いていなかった。膝の上のランチボックスが、とても可愛らしく、一目で彼女が作ったものだと分かる。

　なるほど、彼女に手作り弁当を持たされたものの、人に見られるのが恥ずかしくて、ここまで来たのかもしれない。

　少し気の毒に思っていると、ホームズくんはランチボックスを見て、手を合わせていた。

　形式的な『いただきます』の挨拶かと思ったが、随分と長い。

　ホームズくんは、ふぅ、と大きく息をついたかと思うと、そっと蓋ふたを開ける。

　目を見開いている。明らかに、その姿は固まっていた。

　すぐに、また蓋をしたかと思うと、口に手を当てている。

　ここから見ても分かるくらいに、ホームズくんの顔が赤い。

　胸に手を当てて、深呼吸らしきものをしたかと思うと、また蓋を開けて、今度はスマホを手に何度も写真を撮っている。それを終えたかと思うと、また手を合わせて拝んでいた。

「…………」

　もう、疑いようがない。めちゃくちゃ感激しているようだ。

　ためらいがちに箸を手に、噛みしめるようにお弁当を食べていく。

　ひと口食べるたびに、額に手を当てたり、口に手を当てたりと、感激しているようだ。

　どうしよう、ホームズくんってこんな人なのか。もっとクールな人かと思っていた。

　こんな姿を見られたくなくて、ここまで来たのだろうか？

　彼を誘惑しよう、という気持ちが萎しぼむのを感じながらも、そっと歩み寄った。

「……ホームズくん」

　声をかけると、彼は顔を上げて「ああ」と微笑む。

「参拝に来たん？」

　いつものホームズくんの笑顔だ。

　爽やかでイケメンで――本当にたまらない。

「うん、まぁ、そんなとこ。ホームズくんはここでランチ？　お弁当なんて珍しいね。作ってもらったの？」

「そうやねん。僕の好物ばかりで……」と、ホームズくんは嬉しそうに目を細める。

「……ホームズくんの彼女、良い子なんだね」

　脱力しながら言うと、彼の頬がほんのりと赤くなり、「せやねん」と洩らして、照れくさそうに、こくりと頷いた。

　今まで見たことのない彼の表情を目の前にして、私は正直、動揺していた。

　遠目に見ていたのとは、インパクトがまるで違う。

　だってホームズくんは常に飄ひょう々ひょうとしていて何事にも動じなくて、いつも微笑んでいるのに冷たさすら感じるような、そんな男だったというのに、この様子は一体どうしたことか。

「えっと、ところで、わざわざここまで食べに来たのはどうして？」

　こんなところまで来たのは、なんだかんだ言って、彼女が作ったお弁当を他の人に見られるのが、恥ずかしかったからに違いない。

　恋愛の一時的な熱に浮かされながらも、冷静な部分では恥ずかしさを拭ぬぐえないというのならば、付け入る隙もありそうなものだ。

「……ほんまに嬉しくて、神聖な気持ちで食べたい思うて」

　ランチボックスに目を落としながら、しみじみと告げた彼を前に、ほんの少し残っていた、彼を誘惑したいという気持ちが崩れ落ち、

「――そう」と、相槌をうつことしか、私はできなかった。

　金輪際、恋に浮かれている男に興味本位で近付くのはやめようと思った、それは、とても静かなお昼時だった。
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今いま宮みや神社・大だい徳とく寺じ




　紫むらさき野のにある今宮神社は、『玉たまの輿こし神社』として知られていますが、僕の中では『やすらい祭』のイメージが強いですね。

　この神社は元々、平安時代に京都で疫えき病びょうが蔓まん延えんした際に、悪あく疫えき鎮ちん静せいを祈って、一条天皇の手により、正暦五年（九九四）年に創祀された神社です。

　その時に、無病息災を祈願する『やすらい祭』が始まりました。

　春の終わりごろに開かれる『やすらい祭』は、京の祭のさきがけとされていまして、この日が晴れると、その後の祭りは晴れる、と言われていたりもします。

　ここには、葵さんと利休、そして利休の父・左京さんとともに訪れましたね。





［四巻　第三章　二〇五ページより　清貴視点］






　僕は、左京さんが『絶対に行きたい』と言っていた神社の駐車場に車を停めた。

『今宮神社』という看板が目に入り、葵さんが確認するように尋ねる。

「左京さんの、『絶対に行きたいところ』って、この神社ですか？」

「そう、ここに絶対に来たかったんだ。さぁ、行こう」

　左京さんはすぐに車から降りて、弾はずんだ足取りで歩き出した。

　僕たちも車から降りて、左京さんの後に続く。

「この『今宮神社』って、そんなに有名なんですか？」

　隣を歩く葵さんが、僕を見上げて首を傾げた。

　彼女は『今宮神社』を知らなかったようだ。

　僕は「ええ」と頷く。

「ある意味、とても有名ですね」

「ある意味？」

　その時、風向きが変わり、参道から芳こうばしい香りが漂ってきた。

「――あ、なんだかいい匂い」

「あぶり餅の白みそだれの香りでしょう」

「あぶり餅？」

　参道には、『今宮名物　あぶり餅』という暖簾のれんとともに、『あぶり餅屋』が軒を連ねていた。炭火で餅を炙あぶり、白みそだれをつけている。

　その甘く芳ばしい香りに、葵さんが目尻を下げていた。

「美味しそうですねぇ」

「ええ、『あぶり餅』は今宮神社の名物で、とても美味しいですよ。時間はあるということですし、参拝を終えたら食べましょうか」

「はい、お餅大好きなんで、嬉しいです。あっ、もしかして、左京さんは今宮神社でこのあぶり餅を食べたかったんでしょうか？」

　あぶり餅を焼く様子を眺めながら、葵さんが尋ねる。

「いえ、違うと思いますよ」

「へっ、違うんですか？」と、葵さんは拍子抜けしたような声を上げた。

　境内は鮮やかな朱色の楼門に朱色の橋、風格のある大きな社殿の他、小さな社やしろが周りを囲んでいる。

「敷地はさほど大きくないですが、華やかで立派な神社ですね」

「ええ、ここも平安時代からある歴史の深い神社です。元々は無病息災や健康長寿にご利益がある神社として、知られていたんですが……」

　そこまで話すと、少し前を歩いていた左京さんが勢いよく振り返り、

「ここは『玉の輿』神社として知られているんだ」と、目を輝かせながら続きを言った。

「玉の輿神社？」

　想像もしていなかったご利り益やくだったのだろう、葵さんの声が裏返っている。

「本当ですか、ホームズさん」

　葵さんは、すぐに振り返って僕を見る。

「ええ、かつてこの神社の氏うじ子こに、お玉という八や百お屋やの娘がいました。そのお玉はやがて、徳川三代将軍・家いえ光みつに見初められ側室となり、子どもを授かりました。やがて、その子が後の五代将軍となる綱つな吉よしで、お玉は将軍の生母・桂けい昌しょう院いんになったわけです。このことが『玉の輿』という言葉の起き源げんともいわれています。この神社には、お玉のようになれるようにと、『玉の輿御守』も売っていたりするんですよ」

「京都に来ることがあったら、絶対にここに来てお祈りしたいと思っていたんだ。なんとしても『逆玉』に乗りたくてね」

　悪びれもせずに左京さんはそう言って手を広げ、

「葵ちゃんもしっかり詣っておいた方がいいよ。まだ若い君は、無限の可能性を秘めているわけだからさ。ああ、お金持ちの青年なら何人か知っているから紹介してあげようか？　こう見えても、顔だけは広くてね。君が玉の輿に乗った暁あかつきには、よしなに頼むよ」

　そう言って、葵さんの肩に手を乗せた。

「――左京さん、まだ高校生の葵さんに、何を言い出すんですか」

　僕は思わず、左京さんの肩に手を乗せて、ぐっ、とつかんでいた。

「い、痛い痛いよ、清貴くん。肩に指が食い込んでるよ。冗談、冗談だから」

「ああ、失礼いたしました」

　肩に手を乗せたものの、強くつかむつもりはなかったのに、と手を離すと、左京さんは逃げるように足早に社殿に向かう。

「……清きよ兄にい、ただの冗談なのに、なにをムキになってるの？」

　横に立つ利休が冷ややかな目で、そう言った。

　まったくこの子は、本当に察しがいい。

　ならば、分かるでしょう。

「別にムキになんてなってませんよ」

　そう言って、にっこりと笑ってみせる。

　この笑顔は、『これ以上、この件には突っ込まないように』という気持ちを含んだもの。

　すると利休は「ふぅん」と頭の後ろで両手を組み、「ま、いいけど、別に」と面白くなさそうに洩らして、歩き出す。

　表情一つで察する敏感さ――それは良いようで、残酷なことでもある。

　僕も利休も、なかなか、可哀相な人間だ。

　葵さんや秋人さんのようになれたら、と時々思うことがある。

　……後で、利休のことも、ちゃんとフォローしておこう。

「ここは厄除けのご利益もあるので、詣りましょうか」

　気を取り直して葵さんの方を向くと、彼女は「はい」と頷いた。

　そうして、参拝を終え、僕たちは境内を出て、参道にある『あぶり餅』の店に入った。

「――お待たせしました、ごゆっくり」

　店員が、あぶり餅と急須に湯呑が載ったお盆を置いてくれる。

『あぶり餅』は、しなるほどに細い竹串の先に一口サイズの柔らかな餅をつけて、炭火で芳ばしく焼き、それに白みそだれをつけたものだ。

　いただきます、と竹串を手に取って、ぱくり、と口に運び、

「んんっ」

　葵さんは、たまらない、という様子で目を細めた。

　彼女はいつも、とても美味おいしそうにものを食べる。

「おお、美味うまいな」と左京さんも美味しそうに食べていた。

　一口サイズの餅は表面が薄くカリッと焼けているものの、中はとても柔らかく、白みそだれがほんのり甘い。

「なんだか、懐かしいね、清兄」

「ええ、何年か前に『やすらい祭』に来たとき以来ですね」

　と、僕たちは顔を見合わせて微笑み合った。

「やすらい祭？」

「ええ、四月の第二日曜日に開かれるここのお祭りでして、生花で飾られた大きな花笠が並び、鬼たちが笛や太鼓のお囃はや子しに合わせて踊るという、厄疫除けのお祭りなんです。『太秦うずまさの牛うし祭まつり』、『鞍くら馬まの火ひ祭まつり』とともに『京の三さん奇き祭さい』の一つとされているんですよ」

　そう話すと葵さんは、「へぇ」と相槌をうち、左京さんが目を丸くした。

「利休に聞いてはいたけど、清貴くんは本当に物知りなんだね」

　物知りと言われるのは、好きではない。

『本物の物知り』だと思う人を、たくさん知っているからだ。

　どうにも、ばつが悪い。

　僕は、自分の好きなことを少し知っている程度で、それも随分、偏かたよっている。

　得意分野は地元のことと古美術といったところだろうか、我ながら偏りすぎている。

「いえいえ、僕の知識は恐ろしく偏っていますので」

「へぇ、そうなんだ。でも、物知りな人ってそんなものだよね。言い方は悪いけど、『専門バカ』っていうのか」

　左京さんは、なるほど、という様子で相槌をうつ。

「ええ、そうなんですよ」

　僕たちの会話を聞きながら、葵さんと利休が、小首を傾げていた。
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　あぶり餅、美味しかったですね。

　また食べに行きたくなってしまいました。

　さて、今宮神社は元々、無病息災神社から玉の輿神社にもなりました。

　そして、今宮神社のすぐ近くにあるのが、『大だい徳とく寺じ』です。

　こちらは、シリーズ七巻に登場するのですが、応おう仁にんの乱で荒廃したお寺を、一休和尚が再建したことで知られている寺院で、千せんの利り休きゅうゆかりの地でもあります。

『大徳寺』の境内はとても広く、いろいろな歴史的建物があるのですが、『特別公開』以外で常に公開されているところはそれほど多くないですし、観るところのポイントを絞って回ると良いでしょう。

　ちなみに作中では『高こう桐とう院いん』を紹介しております。表紙も高桐院の前ですね。素敵な葵さんの隣で、僕はこれでもかというくらい、ドヤ顔をしていますよ。

　六・五巻であるこちらでは、あまり触れないようにしておきますが、ぜひ、今宮神社と合わせて、大徳寺もおすすめします。


●今宮神社




玉の輿御守の図柄は、「お玉」が八百屋の娘のためか、「京野菜」となっている。









北きた山やま通どおり




　北山通は、良い意味で『京都らしくない』通りです。

　お洒落なカフェ、洋菓子店、ファッションビル、教会、植物園と並び、クリスマス時期はイルミネーションがとても綺麗です。

　僕が府大に通っていたころ、よく植物園に散歩に行きましたし、北山通のカフェに立ち寄っていました。

　デートに散歩に買い物に、とても良いところですよ。

　作中では、上田さんが北山通にカフェを出店したことで、僕と葵さんが訪れることになりましたね。なんだか、懐かしい気持ちです。





［三巻　第二章　一六四ページより　清貴視点］






　僕と葵さんは、真ま城しろ家けを出て、そのまま北山通へと向かっていた。

　散歩にちょうど良い距離だから、とバスを使わず、歩いて向かうことにした。

「街路樹はすっかり葉が落ちてしまいましたが。植物園の木々はまだ紅葉していますね」

　京都府立植物園の木々が見えてきところで、僕はそう洩らす。

　その言葉につられるように、葵さんも植物園の方に目を向け、「本当ですね」と頷いた。

「葵さんは、植物園にはよく行かれるんですか？　家から近いですし」

　葵さんの家は下鴨だ。僕がこの辺りに住んでいたら、週に一度は植物園を訪れるだろう。

「いえ、一度も行ったことがないです」

　あっさり首を振る葵さんに、「――えっ？」と僕は瞬またたいた。

「あ、その、変ですかね？」

「変っていうか、もったいないですよ。近所にこんな素晴らしい植物園があるのに行かないなんて。二十四ヘクタールという広大な敷地に、四季折々のさまざまな植物。素晴らしい花壇や洋風庭園、熱帯植物を集めた温室と充実した設備で、入園料はたったの二百円ですよ。ああ、高校生の葵さんは百五十円で入れたはずです。散歩するのもいいですし、何か考え事をする時やちょっと気晴らしに、素晴らしい場所です。ついでに言うと、年間パスポートはたったの千円ですから、僕なんて毎年、年間パスポートを買っているくらいです」

　思わず財布から年間パスポートを取り出して見せると、葵さんは頬を引きつらせていた。

　相変わらずだ、と呆れているのだろう。

「そもそも、二十四ヘクタールって、どのくらいの大きさなんですか？　ピンとこなくて」

「そうですね、よくいう『東京ドーム』で表すと、五個分くらいでしょうか？」

「実は東京ドームで言われても、よく分からなくて。坪で言うとどのくらいですか？」

「七万二千坪ですね」

「ななまんにせん……」

　葵さんは首を捻り、駄目だ、やっぱり分からない、と洩らす。

「これはもう、ご自分の足で確かめてみるのが一番でしょう」

　くすりと笑うと、「ごもっともです」と葵さんは肩をすくめた。

「それはさておき、この辺りは抜群に環境が良いですよね」と、足を止めて振り返る。

　広大な植物園に、その近くにはコンサートホール。

　北山通は街路樹に囲まれ、洋風でお洒落なカフェやレストラン、雑貨屋に教会、結婚式場が建ち並び、『モダンでファッショナブルなストリート』と称されている。

　北山通は良い意味で、京都らしくなく、ここだけ切り取った光景は、他の街のように見えるかもしれない。

「上田さんのカフェは植物園から見て、道路を挟んで斜め向かい辺りにあるそうなんです」

　と、僕は横断歩道を渡りながら、上田さんのカフェに顔を向けた。
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　北山通、本当に素敵な通りなので、おすすめですよ。

　ちなみに上田さんの『イケメンカフェ』ですが、好評なうちに人に売り渡したとか。

　しかし、その後はイケメンと女性客のトラブルや、イケメンの確保が難しかったりして、今は普通のカフェになっているようです。

　長くバイトをすることを勧められていましたが断って良かったですね。

　ですが飲食店でバイトする、というのは、とても良い経験になりました。

　僕も一度、ふわふわの分厚いパンケーキを焼いてみたいものです。




吉よし田だ山さん荘そう




『吉田山荘』は、吉田山の中腹に位置する山荘で、元は昭和天皇の義理の弟、東ひがし伏ふし見みの宮みや家の別邸として昭和初期に建てられたものでした。

　戦後に料理旅館となったものであり、それは壮麗な山荘です。

　敷地内に『真しん古こ館かん』という別棟がありまして、そこはカフェとなっているのですが、ここのノスタルジックで落ち着いた雰囲気が本当に素晴らしく、おすすめです。

　作中では、そんな『真古館』で開かれた朗読会に参加しましたね。





［四巻　第二章　九六ページより　清貴視点］






　車を走らせていると、寺のような門とともに、『吉田山荘』という黒地に白字で書かれた表札が目に入る。

　僕は、吉田山荘の門を確認し、慎重にハンドルを切って、緩やかな傾斜を上っていく。

　庭園にいたスタッフの案内に従って車を停め、僕たちは車を降りた。

　繊細に整えられた庭園の中に佇ちょ立りつする『吉田山荘』。

　華美ではないけれど、上品な落ち着きの和邸。

　まさに、宮家の別荘という趣おもむきだ。

　葵さんは建物を前に、「わあ」と声を上げる。

「とても素敵。歴史を感じさせますね」

「そうですね。昭和七年に建てられたこの山荘は、すべて桧ひのき造りだそうです。上品な中にも、温かみがありますね」

「はい、上品で温かくて、なんだか懐かしい雰囲気がありますね。それに本当に、明治大正の建築物というよりも、まさに『昭和初期』という感じがします。なんていうか、横よこ溝みぞ正せい史しの小説で出てきそう……」

　山荘を見詰めたまま呟く葵さんに、僕は「たしかに」と笑う。

「金きん田だ一いち耕こう助すけが呼ばれる旧家、という雰囲気はありますね」

「はい、今にも金田一耕助が頭を掻きながら出てきそうです。あっ、あと、とても美しい女将さんも」

「あとは、ぶつぶつと不気味なことを嘯うそぶくおばあさんとかですね」

「そうそう、少し怖いおばあさん、出てきますよね！」

「ええ、時にツインズで」

　二人で顔を見合わせてクスクスと笑った。

　僕は、「さて」と体の向きを変えて、敷地内のカフェに目を向けた。

「こちらが『真古館』です」

　別邸『真古館』は、吉田山荘の目と鼻の先にある。

　小さな洋館といっても、煌びやかな西洋建築というわけではない。

　素朴な木造建築で、まるで森の中にひっそりと佇んでいそうな雰囲気だ。

「こちらは、なんていうか、宮みや沢ざわ賢けん治じの作品に出てきそうな感じですね。私の中の『山やま猫ねこ軒けん』って、こんなイメージかもです」

　しみじみと告げる葵さんに、僕は『なるほど』と腕を組む。

　横溝正史に、宮沢賢治。たしかにそうかもしれない。

　この小さな洋館を宮沢賢治作品で言うと……。

「『注文の多い料理店』ですね」

「そうです。懐かしいですよね。小学校のころに読んだんです」

　僕も小学校の時に読んだものだ。

　学校の図書室の本だっただろうか。

　青年が二人、森に迷い込んだら『山猫軒』というレストランがあり、入るとさまざまな注文をつけられ、結果的に『料理を食べられる店』ではなく、『料理として食べられてしまう店』だったという話だ。

「『注文の多い料理店』の、『壺の中のクリームを顔や手足にすっかり塗ってください』と記された文が印象的でしたよね。捕食される側の視点では怖い話ですが、捕食者の視点で読むと、なかなかゾクゾクするお話です」

　ねっ、と葵さんの方を向くと、彼女は顔を引きつらせていた。

「ふ、普通は、『捕食者視点』では読みませんから」

　そう言う葵さんに、そういうものなのかと思いつつ、「失礼しました」と笑い、洋館の前の看板に目を向けた。
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　いやはや、場所に惹かれて行ったものの、この後、朗読会で大変な目に遭ってしまいましたね。ですが、まぁ、今では良い思い出です。

　古き良き『真古館』は僕にとってゆっくり落ち着きたい時に、とても良い場所でして、またふらりと訪れたいなと思っております。


●吉田山荘




表唐から門もんは、宮大工の棟梁で文化功労者の西岡常一氏によるもの。京都市内では唯一。









哲てつ学がくの道・銀ぎん閣かく寺




　先ほど紹介した『吉田山荘』からほど近い場所に、哲学の道と銀ぎん閣かく寺じはあります。

　僕にとっては、近所の観光地という感じなのですが、やはりお気に入りです。

　春も秋も風情がありますし、『哲学の道』とはよく言ったもので、考え事をしながらの散歩に最適かもしれません。

　父はよく息詰まると、家頭邸を飛び出して哲学の道を歩いていたりします。





［二巻　第一章　三九ページより　清貴視点］






　葵さんと朝九時に『哲学の道』の入口で待ち合わせをした。

　約束の時間より少し早く着いて、今いま出で川がわ通どおりに目を向ける。

　すると、こちらに向かって自転車を漕いでいる葵さんの姿が目に入り、その懸命な姿に、思わず笑ってしまった。

　そう、今出川通の傾斜は、見た目以上に堪えるのだ。

　葵さんが、僕の姿に気付いたようなので、片手を上げて合図をする。

「お、お待たせしました」

　息を切らしながら自転車を降りる葵さんを前に、頬が緩んで仕方がない。

「やっぱり自転車で来られたんですね。今出川の傾斜は堪えたでしょう」

　そう言って、スポーツドリンクを差し出した。

　彼女のことだから、自転車で来るだろうと予想して用意していたもの。

「――ありがとうございます。距離的に自転車でも大丈夫かと思ったんですけど、まさかこんなに地味な坂が続くなんて」

　葵さんはペットボトルの蓋をカチリと開けて、ゴクリと飲む。

「あなたの住んでいる洛北からここまで自転車で来られるなら、北きた大おお路じ通から白しら川かわ通に出て、そこから下ってくる方が楽だったかもしれませんよ？」

「ちょっ、それ早く言ってくださいよ」

　目を剥むく葵さんに、「本当ですね」と僕は笑った。

「それでは行きましょうか。あっ、自転車は僕が押しますよ」と、僕はグリップを手にし、自転車を押して、ゆっくりと歩く。

「……ありがとうございます」

　葵さんは恐縮そうに会釈をして、僕の後ろをそっと歩いた。

　琵び琶わ湖こ疏そ水すいの両サイドには、ほんの少し紅く色付いた木々が並んでいる。

　これらは桜の木であり、春は絶景だ。

　静かな疏水の水音に合わせるかのように、木々の葉が風に揺れている。

　お洒落なカフェもあちこちにあり、『哲学の道』は、まさに考え事をしながらのんびり散歩するのに最適なところだろう。

「……家はここから近いんですか？」

「少し歩きますが、近いですよ」

「そうですか、楽しみです」

　葵さんは頷いた後、「お手伝いもがんばらないと」と拳を握った。

　そんな葵さんに、僕は申し訳なさを感じながら、振り返る。

「すみません。セッティングは、昨夜と今朝のうちに終わらせてしまったんです」

　葵さんが手伝いに来てくれると言ったけれど、実際、勝手の分からないところに来ても、何をして良いのか分からず、戸惑うだけだろうと思い、すべて終えてしまっていた。

　僕としては、葵さんの気持ちだけで嬉しく思っていた。

「え、ええ？」

「せっかく、ここまで来てもらったのですから、銀閣寺を案内できたらと思ったんですが、どうでしょうか。葵さん、銀閣寺に行ったことはありますか？」

　そう言うと、葵さんは肩をすくめて苦笑した。

「銀閣寺は……中学の修学旅行の時に行ったんですけど、あんまり覚えてないんですよね。『哲学の道』のことは覚えているんですけど。銀閣寺に至っては、金閣寺の後に見てしまったので、『銀じゃないじゃん』と思ってしまった印象が強くて」

　葵さんの言葉に、僕は『そんなことだろうと思った』と頷く。

「そう仰る方も多いんですが、銀閣寺もなかなか良いものですよ。寺自体、銀ではないんですが、『いぶし銀』の渋さを感じさせるんです」

「……いぶし銀、ですか」

「そうです。たとえば派手で豪快な祖父が金閣寺なら、しっとりと落ち着いた父が銀閣寺といったところでしょうか」

　その譬たとえが可笑しかったのか、葵さんは楽しげに笑う。

「た、たしかに、オーナーは絢けん爛らん豪ごう華かな金閣寺って感じですよね！　店長さんを彷彿とさせる銀閣寺にも、改めて行ってみたいです」

「では、行きましょう」

　僕たちは、そのまま哲学の道を奥へと進み、左（北）に曲がる。すると、銀閣寺へと続く参道に入る。

　小さな車がようやくすれ違うことができる程度の小路であり、そこには、土産物屋が軒を連ねている。

「わあ、なんだか、清きよ水みず寺でらに続く二年坂っぽい雰囲気ですね」

「あそこまで規模は大きくありませんが、楽しい雰囲気はありますよね」

　自転車を押して歩きながら、僕は頷いた。

　まだ、朝も早いことから人も少なく、開店していない店も多い。

　葵さんはまだ閉まっているカフェの店構えを興味深そうに眺めながら、口を開いた。

「ホームズさん、あのカフェって、入ったことありますか？」

　その言葉に、「えっ？」と僕は驚いて葵さんを見詰め返した。

「どうかされました？」と、戸惑ったように葵さんは首を傾げる。

「葵さん、愚問ですよ」

「ぐ、愚問ですか？」

「愚問は言いすぎましたね、失礼しました。僕はカフェがとても好きなんです。多分ですが、京都市内のカフェはすべて足を運んでいると思います」

「えっ、そうだったんですか？　市内中のカフェ、一軒一軒ちゃんと覚えているんですか？」

「はい、すべてノートにその記録と感想を残しています」

「すごいですね」

「いつか、『京都カフェ探訪』というレポート本を出す野望を持っていまして」

「わあ、素敵ですね」

「いえ、それは冗談です」

「わ、分かりにくい冗談はやめてください！」

「本を出す野望というのは冗談ですが、大学院を修了したら『蔵』をアンティークカフェにしたいと思っているんです。今の状態ではうちの店って入りにくいでしょう？　カフェなら気軽に入れて、骨董品にも触れていただけるかと思いまして」

「なるほど。それもすごく素敵ですね。カフェなら入りやすいですもん」

「ありがとうございます。その時は葵さんにもいっぱい手伝ってもらうかもしれませんので、よろしくお願いします」

　そう言うと、葵さんは顔を赤らめた。

　しまった、変に誤解させてしまったのかもしれない。

「は、はい。がんばります」

　ぎこちなく頷く葵さんに、「思えば、まだまだ先の話ですよね」、と笑いながら続ける。

　そうして、僕たちは決して長くない参道を散歩するように歩き、自転車を停めて、銀閣寺境内へと入った。

　ちなみに銀閣寺というのは、愛称であり、本当の名前は、『東ひがし山やま慈じ照しょう寺じ』だ。

「あの、どうして銀閣寺は銀を使われていないのに、『銀閣寺』と呼ばれているんですか？」

　すぐに目の前にあらわれた、黒くろ漆うるしの寺院（観音殿）を眺めながら、葵さんはそう尋ねる。

「そうですね、銀閣寺を創建したのは、室町幕府八代将軍の足あし利かが義よし政まさなんですが、祖父である足利義よし満みつが建てた金閣寺を参考に、この東山山荘を建造しました。東山山荘の楼閣建物を『銀閣』と呼ぶことから、寺院全体が銀閣寺と称されているわけなんです」

　落ち着いた佇まいは、まさに『いぶし銀』の渋さを感じさせるもので、大人にしか分からない魅力があるように思える。

　すると葵さんが、

「まさに、店長さんです、ホームズさん！」

　振り返って、少し興奮したように告げた。

　すると、周囲の人がポカンとし、葵さんは慌てて口に手を当てる。

　そんな彼女を前に、口許が綻ほころぶ。

「『いぶし銀』の渋い寺院でしょう？」

「はい、なんていうか、大きくならないと分からない魅力がありますね。中学の時では、分からなかったです」

「葵さんも、すっかり大きくなられたんですね」

　しみじみと言うと、葵さんは耳まで真っ赤になった。

　見ていて、からかいがいがあるというか、とても面白い。

「そ、そんな、やめてくださいよ。それより、店長さんが銀閣寺で、オーナーを金閣寺に譬えていましたが、ホームズさんのお寺はなんですか？」

「僕ですか？　そんなおこがましいです。ただ、寺の中で一番好きなのは清水寺ですね。清貴の清の字も一緒ですし」

　胸に手を当ててそう言うと、葵さんは遠くを見るように目を細めた。

　どうやら、ドン引きしているようだ。

「好きなだけで、自分がそうだとは言ってないですよ。そんな引いた目で見るのは、やめましょうか」

「えー、本当ですか？」

「ええ、清水寺なんておこがましいです」

　そんな他愛もない話をして二人で笑い合いながら、順路を進んだ。

　銀閣寺の境内をぐるりと回る順路を歩き、石階段を登りきると、そこから京都の町が見下ろせた。

　山に囲まれた中、低い民家の屋根が並んでいる。

　高い建物が少なく、この町が本当に山に囲まれているのが見て取れる。

「わあ、すごい見晴らし」

　息を切らしていた葵さんも、疲れが吹っ飛んだような声を上げた。

「東山から望む京の町です。なかなかの景色でしょう」

「はい！　疲れが飛びました！」

　青い空の下、爽やかな秋風が、優しく肌を撫でる。

　東山から見渡す京都の町も、また別の味わいがあるものだ。

「ホームズさん、私、来て良かったです。銀閣寺が大好きになりました」

　そう言って目をきらきらさせる葵さんを前に、連れてきて良かった、と心から思った。

「良かった。僕も銀閣寺が大好きなんです。だけど、ここはこの愛称のせいで、少し損をしている気がするんですよね」

「……たしかにそうかもです」

「ですので、葵さんに好きになってもらえて嬉しいです」

　そう言うと、葵さんは頬を緩ませた。

　最近、葵さんに、『相変わらず、京の町を背負っていますね』と言われることがある。

　また、そんなふうに思ったのだろう。





＊






　実のところ、京の町を背負っているつもりはないのですが、銀閣寺にあまり良さを感じていなかった葵さんのイメージを一新できて、本当に良かったです。

　ああ、こういうと、やはり背負ってる人っぽいですね（笑）。

　さて、この銀閣寺。『銀箔が貼られていた』という説もあったそうですが、近年の調査によって、金属反応が出なかったことから、その説はほぼなくなったそうです。

　ですが、外壁の一部に、黒漆の上へミョウバンを混入した白土を塗った跡が見つかったとか。そうすると光の当たり具合によっては銀色に見えることがあり、銀白色を呈していた可能性もあるようです。江戸中期の絵図に銀閣を『白角』と記したものもあるようで、当時は銀白の寺だったのかもしれませんね。

　そんな銀閣寺、現在は『いぶし銀』の雰囲気を醸し出す寺となっております。

　それはまるで、若いころに輝いていた青年が年齢を経て、渋い大人の男性へと成長したかのようですね。


●哲学の道




若王子神社から銀閣寺に至る一・五キロの小路。哲学者・西田幾多郎が思索にふけったことから、この名がついた。









南なん禅ぜん寺じ




　日本のすべての禅寺の中で、もっとも高い格式を持つという南禅寺。

　やはり、特別な雰囲気があるものです。

　円えん生しょうと出会ったのは、この南禅寺であり、方丈の前。

　僕にとって、とても感慨の深い寺となりました。

　ちなみにここには、葵さんとではなく、秋人さんと二人で訪れましたね。
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　どうしたことか、僕は梶かじ原わら秋あき人ひとという俳優に、南禅寺案内をしなくてはならなくなった。

　彼と待ち合わせをしたのは、午前十一時に『三門前』。

　当然のごとく車で向かおうと考えている彼に、

『秋人さん、南禅寺まではバスか地下鉄をお使いくださいね』と釘をさすように伝えた。

　京都に訪れる観光客のほとんどが、交通機関を使うもの。

　これから、テレビを通して京の町を紹介していくならば、あえて公共交通機関を使って観光客の気持ちを知ってもらうことが大事だ、と思ったからだ。

　あなたは、いつも車で移動しがちでしょう？　と問うと、彼は口を噤つぐむ。

『バスでしたら南禅寺・永えい観かん堂どう道下車、地下鉄でしたら蹴け上あげ駅ですよ。僕としては地下鉄を利用して、蹴上駅から【ねじりまんぽ】と呼ばれる隧すい道どうを通って南禅寺に向かうことをおすすめします』

　そう伝えておいた。

【ねじりまんぽ】は、南禅寺へと向かうレンガで作られたアーチ形の管路であり、中に入るとレンガが、まるで捻ひねるようにねじれるように並べられている。

　少し早めに着いた僕は、三門前で秋人さんを待っていた。

　ややあって、南禅寺の境内に彼が入ってくる姿が見える。

　秋人さんは三門を仰ぎ、圧倒されたように、立ち尽くしていた。

　あまりにも分かりやすい様子に、思わず笑みが零れる。

「おはようございます」と背中に声を掛けると、彼は驚いたように振り返った。

　すぐに僕だと認識すると同時に、上から下まで確認するように見て、睨むような目を見せる。

「会うなり、そんなに睨むのはやめていただけないでしょうか」

　笑顔でそう言ってみせると、秋人さんは慌てて首を振った。

「に、睨んでねぇよ」

「蹴上駅からの散歩はどうでした？」

　ゆっくりと歩きながら話し出す。

「ああ、悪くなかったよ」

「異国を思わせるねじりまんぽの隧道を抜けて、この三門を眺めると、不思議な気持ちになると同時に、胸を鷲わし掴づかみにされるような感覚に襲われるんですよね。秋人さんに、そんな感覚を味わってもらえたらと思いました」

　三門を仰ぎながらそう言うと、秋人さんは黙って相槌をうった。

　ほんの少し苦笑しているのは、実際にそうした感覚を味わったからだろう。

　思惑に乗せられたようで、悔しいのかもしれない。

「南禅寺は、臨済宗南禅寺派大本山の寺院でして、日本のすべての禅寺の中でもっとも高い格式を持っているんですよ。この二十二メートルもある巨大な三門からは、その格式の高さが伝わってきますよね」

「……あ、ああ」

　秋人さんは、まだ圧倒されている様子で頷く。

「それでは、あの三門の楼上に登ってみましょうか」

　三門の二階回廊部分を指すと、「ああ！」と秋人さんは張り切ったように頷いた。

　拝観料の看板を目にしたのか、「あ、ここは俺が出すからな！　俺が頼んで誘ったんだから」と秋人さんが前に出てきた。

　その言葉と同時に、僕はチケットを差し出す。

「――へっ？」

「早くに着いたので、買っておきました。行きましょうか」

　秋人さんは少し悔しそうにしながら、チケットを受け取っていた。

「……ホームズ、お前には本当に、いろいろ勉強させてもらうわ」

　チケットを手に、心からという様子で洩らす秋人さんに、素直な人だな、と僕は微かすかに笑う。

　平日の午前中ということもあってか、南禅寺境内にいる人はまばらであり、今この時に三門に登る人はほとんどいなかった。

「秋人さん、階段がとても急なので、足元にお気をつけて」

　お先にどうぞ、と階段を指す。

　門の上へと登る木の階段は驚くほどに急であり、四つん這いで階段を上がる人もいる。

　秋人さんが階段を先に登りはじめたのを確認し、僕は後ろから階段を上がる。

　秋人さんが足を滑らせて落ちてきた時のことを想定して、しっかりと手すりを持っていた。これは、彼のためではなく、巻き添えを喰らって一緒に下まで落ちるのが嫌だからだ。

　二階の回廊に出ると、秋風が吹き抜けるのを感じた。

　この高みから境内が見渡せる。少しずつ色付いている木々に、参拝に訪れた人たちの姿。

　さらに視線を遠くに向けると、京都市内の四季も一望できた。

　五山の送り火で有名な『大』の字や『舟形』も見える。

「す、すげぇ」

　手すりに両手をついて、感激の声を上げる秋人さんを見ながら、僕は頷いた。

「まさに、『絶景かな、絶景かな』ですね」

「えっ？」

「歌舞伎の演目ですよ。実在した天下の大泥棒・石いし川かわ五ご右衛え門もんが、この門の上から煙管きせるを吹かしつつ下を見下ろして、『絶景かな、絶景かな』と言うんです。……その石川五右衛門の気持ちが分かる気が、しませんか？」

「――ああ、マジで絶景。すげぇな、石川五右衛門もここに登ったんだ」

「いえ、登ってませんよ」

「へっ？」

「ですから、歌舞伎の演目なんです。この三門は、石川五右衛門の処刑後に建てられたものなので、実際には登ってはいません」

「って、なんだよ、それ」

「京の人間は、ここからの絶景にそれだけのロマンを感じたということですよ」

　そう言うと、秋人さんは心底感心したようで、再び景色を眺める。

　うんうん、と頷いている様子に、僕の方も感心させられた。

　彼は思った以上に感受性が強く、そして素直な人だ。

　黙っていても目立つタイプであり、華もある。

　俳優という職業は、彼に向いているのかもしれない。

「秋人さん、あなたの良いところは、その素直な感性です。今感じたことをどうか忘れないで、その感動をそのままに視聴者に伝えてもらえたらと思います」

　そう伝えると、秋人さんは大きく目を見開く。

　どうやら、僕の言葉が胸に響いたようだ。

「ただ、『すげぇ』とか『マジで』という言葉遣いはテレビでは控えてくださいね。あなたは、その番組においては一応、『京男』代表となるわけですから」

　そう続けると、「わ、分かってるよ！」とブスッとして腕を組んだ。

「それでは、後で寺院内に入れることですし、ひとまず『水すい路ろ閣かく』を見て、昼食にしましょうか」

「あ、昼飯は俺が奢るからな！　ってか、奢らせてくれ、俺はお前にご馳走したいんだよ！」

　秋人さんはムキになったように、僕の手を両手でつかんで、ぎゅっと握った。

　近くにいた女性たちが、顔を真っ赤にして口に手を当てている。

「……ありがとうございます。ですが、そんなことを大声で言って、手を取らなくても。あちらの女性が何か勘違いして頬を赤らめていますよ。あなたとの仲を勘違いされるのは、とても不本意ですね」

　そう言って微笑んで見せると、秋人さんは顔を引きつらせていた。




　――そのまま三門を下りて、南禅寺の境内を抜けるとレトロなデザインのアーチ橋『水路閣』が見えてくる。まるで古代ローマの水道橋か、ヨーロッパの観光遺跡のような、歴史を感じさせるレンガ造りの橋だ。

「この水路閣は明治時代の偉業ですね。橋の上には、琵琶湖疏水の支流が小川のように流れています。建設から百二十年以上が過ぎた今も、立派に役目を果たしているんですよ」

　僕はそっとレンガに手を触れて、橋を見上げる。

　南禅寺という格式高い寺に、こんな古レンガの異国風陸橋が隣接していることに違和感があるようで意外に溶け込んでいる。赤レンガの橋脚が形づくるアーチの連続。それは、どこか違う世界に迷い込んだような、不思議な感覚に襲われる。

「……すげぇな。南禅寺のすぐ側に、こんな橋があるなんて」

「建設当時は批判も多かったそうですよ。それで環境を壊さないような配慮から、当時としては画期的な異国風建造物の水路閣を設けまして、今は見事に風土に溶け込んだ景観となったわけです。まさに『和洋折衷』ですね。ちなみにこの水路閣は、『京都市指定史跡』に指定もされているんですよ」

「なんか、ここは、デートで来たいところだな。女の子が喜びそうだ」

「同感ですね」と頷くと、あはは、と秋人さんは笑った。

「そういえば、お前、彼女はいるの？」

「いませんよ」

「マジで？　お前ならいくらでも出会いがありそうだけどな」

「……僕には特異な部分がありましてね。一緒にいると、相手の大抵のことが分かってしまうんです。僕に嘘をついていることも欺あざむいていることも、打算的な部分も、なんでも見えすぎてしまうんですよ」

　そう話すと、秋人さんは、へぇ、と相槌をうつ。

「あまりにそういうのが見えすぎてしまったのと、初めて付き合った女性との交際が手痛い裏切りで終わったこともありまして」

　口にした後、後悔した。どうして、秋人さんにこんなことを話してしまったのか。

「初めて付き合った女に、裏切られたんだ？」

　やはり、彼は身を乗り出す勢いで食いついてくる。

　話してしまった以上は仕方ない。

「ええ、それですっかり女性に対してやさぐれてしまっていましてね。深入りしないで済む相手と一時的なお付き合いができれば、それでいいんじゃないか、と思うようになってしまいまして」

　そう言って、ふぅ、と息をついた後、我に返った。

　…………あれ？

　あかんやんけ。

　今、僕、確実に言うたらあかんこと、言うてしもた。

　失敗や、と額に手を当てる。

「…………」

　秋人さんの方を見ると、やはり驚いた様子で絶句している。

「まぁ、誉められた話ではないので、ここだけのことに」

　口の前に人差し指を立てて、微笑んで見せると、「お、おうよ」と秋人さんは頷く。

「なあ、葵ちゃんはどうよ」

「葵さんですか？」

「お前にとって、特別なんだと勝手に思ってたんだけど」

　傍で見ていたら、そう見えるのだろうか？

　葵さんに何かを教えるのが楽しく、可愛く思っているし、慕ってもいる。

　だが、彼女はまだ、十七歳の高校生。恋愛感情とは違うものだ。

「あ、やっぱり、特別なんだろ」

「特別というんでしょうか。彼女がはじめて店に訪れて泣き崩れた時……まるで、かつての自分を見ているようだったんですよね」

「自分を？」

「ええ、失恋の境遇がとても似ていましてね。ですが、僕はあんなふうにはなれませんでした。傷付けられた自尊心と体裁を守ることに必死でしたので。そんな自分なので、恥も臆面もなく、自分の弱さや醜さをすべて剥き出しにして泣く彼女の姿が、なんだかとても羨ましく、眩しく見えたんです。……そして力になりたいと思いました」

　もしかしたら自分は、葵さんや秋人さんといった、打算のない素直な人に弱いのかもしれない。そんな二人の前では、自分も鎧よろいを纏まとわなくなり、いつもは出ない本音が零れ出てしまうのだろう。

　水路閣を仰ぎながら、しみじみとそう思った。
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　今こうして振り返ると、秋人さんはとても素直な反応をされる方なので、なんだかんだ言って、楽しかった気がしますね。

　ですがやはり賑やかな男と来るよりも、デートで来たいところです。

　寺も水路閣も本当に素晴らしいので、ぜひ、一度訪れてもらいたいものです。

　そして、僕が秋人さんにうっかり洩らしてしまったことは、どうか忘れていただけると。


●南禅寺




龍は仏教を守護する八部衆のため、禅寺の本山の多くでは法はっ堂とうの天井に龍が描かれている。









百ひゃく萬まん遍べん知ち恩おん寺じ




　シリーズを通して京都の街をあちこち紹介していますが、思った以上に『行ってみたい』という声が届いたのが、ここ、『百萬遍知恩寺』の『手づくり市』だそうです。

　時に掘り出し物にも出会える縁日、賑やかで楽しいものですよね。





［一巻　第三章　一五三ページより　清貴視点］






　僕と葵さんは、百萬遍知恩寺の『手づくり市』に向かって歩いていた。

　百万遍には、大きな交差点がある。その十字路は、たくさんの人で賑わい、餃子店、牛丼店、焼鳥屋、ハンバーガー店、居酒屋と飲食店に囲まれた、まさに学生街という様子だ。

「すごい飲食店の数ですよね」と、葵さんは洩らす。

「ええ、賑やかですよね」

「ホームズさんも学校帰りに居酒屋に行ったりするんですか？」

「たまには行きますが、店のこともあるんで、なかなか」

「ああ、店番がありますもんね」

　頷きながら横断歩道を渡って、東へと歩いた。

　すると、すぐに見えてくる古くも立派な寺の門。

『手づくり市』という看板が立て掛けられていて、その中はいつものように賑わっている。

　パラソルやテントの下、置かれたたくさんのさまざまな商品。境内はそれらを見に来た客で、埋め尽くされていた。

「う、うわ、ものすごい盛況ぶりですね」

　入口で圧倒されている葵さんに、僕は小さく笑って頷いた。

「手づくり市は毎月十五日に開催されるんですが、やはり休日と重なると混み合いますね」

「そっか、今日は日曜だから。平日はもう少しマシなわけなんですね」

　ともに人で混み合う境内に入り、ゆっくりと歩きながら、商品を眺める。

　ごく普通のフリーマーケットのように、服の他に着物や帯、端切れを売ってる人も多い。

　羊毛フェルトで制作した可愛らしい小物が売られているかと思えば、本格的な革のバッグや靴までも販売している人がいる。

　アクセサリーにがまぐちの財布。

　漬物やちりめんじゃこ、クッキーやコーヒーまである、と葵さんは目を輝かせていた。

「お祭りみたいで、楽しい気分になりますね」

「それは良かった。市場でこうしたお宝に出会えることも、また楽しみのひとつなんですよね」

　二人で、境内にあるさまざまな商品を見て回る。

　人をかき分けるように歩みを進めていると、僧が本堂から姿を現した。

「これから、本堂にて『百萬遍』という名に関する由来の話をします。もし良かったら、聞きに来てくださいね」

　僧は皆に向かってそう声を上げたが、来ていた客たちは、まるで聞こえていないかのように、買い物に夢中になっている。

「葵さん、せっかくですから、お話を聞きませんか？」

　笑顔で尋ねると、葵さんは迷いもなく「はい」と頷いた。

　そうして本堂に入る。

　本堂には僕たち以外に数人の客しかいなかったものの、その後の呼びかけもあり、気が付くと結構な人が集まって来ていた。

　僧はニコニコ笑いながら、客たちを見回して、頭を下げる。

「バザーもええけど、こうした機会に、ぜひお堂に立ち寄って、お寺の話というものも聞いていっていただけたらと思います。掘り出し物をＧＥＴした後で、構いまへんので」

　そう話す僧に、皆はくすくすと笑う。

「えー、それでは、『百万遍』という名前の由来のお話をさせていただきたいと思います。足は崩してもらってええんで、気楽に聞いてください」

　僧の話は、こうだった。




　――それは今から約六八〇年前。

　京の町では、大変な疫病が蔓延し、深刻な事態となったそうだ。

　たくさんの死者が出て、その亡骸が鴨川の河原にズラリと並んだほどで、その光景を見た当時の御上・後ご醍だい醐ご天皇は嘆き悲しみ、『どうしたら良いものか』と、京中の神社仏閣関係者に相談するも、この事態を打破できる者が現れなかったそうだ。

　そんな中、白羽の矢が立ったのが、当時の有名僧・知恩寺の善ぜん阿な。

　後醍醐天皇に頼まれた彼は、御所に籠って『南無阿弥陀仏』と念仏を唱え続け……。

　籠ること七日間。彼の念仏が届いたのか、猛威を振るった疫病が治まり、ようやく出て来た彼に、後醍醐天皇が尋ねた。

「善阿よ、籠っている間、そなたは何回念仏を唱えたのだ？」と。

　そこで彼はにこりと穏やかに微笑んで、「百萬遍唱えました」と答えたという――。

「――こうして、ここが『百萬遍知恩寺』と呼ばれるようになったというわけです」

　話し終えた僧に、本堂にいる皆さんとともに拍手をする。

　葵さんが本当に興味深そうにしながら話を聞き、嬉しそうに拍手をしている姿が印象に残った。
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　とても懐かしいですね。

　葵さんもこの時から知恩寺の手づくり市のファンになり、都合がつく限り、顔を出しているそうです。

　ちなみに京都では、毎月十五日に、百萬遍知恩寺の『手づくり市』、二十一日に、東寺の『弘法さん』、二十五日は北野天満宮で『天神さん』、と大きな縁日があるので、こうした縁日に興味のある方は、ぜひ。

　その他にも小さな縁日もたくさんありまして、そこはさすが神社仏閣の町、京都だと思いますね。


●知恩寺・手作り市




法ほう然ねん上しょう人にんの入滅後、弟子の勢せい観かん房ぼう源げん智ち上人が師に報いるためには、「恩」を「知」らなければならないと、恩を知るお寺、「知恩寺」と名付けられた。









下しも鴨がも神社




　一巻の第二章、『葵の頃に』で登場する下鴨神社。

　京都の社寺ではもっとも古い部類に入り、正式には『賀か茂も御みお祖や神社』。

　ユネスコの世界遺産『古都京都の文化財』のひとつとして登録されています。

　見どころは、下鴨神社の境内に広がる原生林『糺ただすの森』でしょうか。

　賀茂川と高野川に挟まれるように広がるこの森は、南北に細長く、数本の小川も流れています。

「糺の森は祭神の『賀か茂も建たけ角つぬ身みの命みこと』が、この鎮守の森で裁判を行ったという神話に由来するそうです。『糺す』とは取り調べること。ここは、神々の裁判所だったんですよ」

　――と、作中にて僕がこのように葵さんに伝えているのですが、『源氏物語』に、糺の森が詠われています。

『憂き世をば 今ぞ別るる とどまらぬ 名をば糺の神にまかせて』

　これは光源氏が、重ねた恋の遍歴が因果となり、須す磨まに蟄ちっ居きょすることとなるのですが、その時に詠んだものです。

『辛い世の中を今は離れますが、後に残る噂のすべては、糺の神に委ねよう――』

　というもので、なかなかの切なさを帯びております。

　が、まぁ、自業自得ですね（笑）。

　下鴨神社は朱色の楼門がとても美しく、境内に縁結びの神の社や舞殿、干支の社があり、なかなか華やかな印象です。

　また、下鴨神社といえば、『葵祭』でしょうか。正式には『賀茂祭』といいまして、祇園祭、時代祭と並ぶ京都三大祭のひとつです。





［一巻　第二章　一三六ページより］






　五月十五日、葵祭本番の日。

　葵祭は、正式には『賀茂祭』といい祇園祭、時代祭と並ぶ京都三大祭のひとつ。

　この賀茂祭は、日本最古の祭りと言われているとか。

　飛鳥時代、天災に見舞われ多くの人民が被害に遭い悩んだ当時の天皇・欽きん明めい天皇が、高名な占い師に相談したところ、出た答えは、『賀茂の大神の祭りをしてください』。

　これが賀茂祭の始まりだそうだ。

　平安遷都後、嵯峨天皇は最愛の娘・有う智ち子こ内親王を賀茂の社に巫女として奉仕させたそうで。以来、一身を神に捧げた内親王を『斎王』として仕えるその儀式が、『葵祭』として国を挙げてのお祭りになっていったとか。

　神に仕えるために、輿こしに乗って社殿へと向かう皇女。それを祝福する民衆。

　そう、これこそが『葵祭』の形。現代では、京に住む未婚のお嬢様が、斎王の代わり『斎王代』に選ばれ、輿に乗って祭りの主役となるわけで。

　歴史をこうして知ると、やっぱり名誉なことなんだと改めて思う。
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　京都の三大祭りと言われる賀茂御祖神社の『葵祭』。

　その巡行は、まるで平安時代にタイムスリップした気分にさせてくれます。

　また、僕としては下鴨神社の『御手洗みたらし祭まつり』もおすすめでして、そのお祭りについては、次の特別掌編で詳しくお伝えしたいと思います。


●下鴨神社




葵祭のコースは、京都御所を出発して下鴨神社へ。そこで路頭の儀を行い、上賀茂神社に向かう。









特別掌編　第三話


『下しも鴨がも神じん社じゃ御手洗みたらし祭まつり』




――清貴と葵、下鴨神社のお祭りへ行く――






「――ああ、もう少しで『御手洗祭』ですね。葵さんは行かれるのですか？」

　それは、いつもの午後。

　ホームズさんは卓上カレンダーに目を向けて、思い出したようにこちらを向いた。

『御手洗祭』は、下鴨神社の夏のお祭りで、その名は聞いたことがあるのだけれど……。

　いつものように掃除をしていた私は手を止めて、振り返る。

「実は行ったことがなくて」

　するとホームズさんは、驚いたように瞬またたいた。

「えっ、下鴨神社のお祭りですよ？」

「ええ、そうなんですけど、なんだか、すごく混んでいそうな気がしまして」

　今や氏子でありながら、行ったこともないことに決まりの悪さを感じて、私は肩をすくめる。

「まぁ、混んでないことはないと思いますが、平日でしたら、ややマシかと」

「そうなんですね。なんでも、足を水に付けたりするんですよね？」

　聞いただけの情報で、随分とあやふやだ。

「ええ、御手洗祭は、毎年、土ど用ようの丑うしの日前後約五日間行われるんですが、境内を流れる小川に足を付けて、神様に無病息災を祈るというお祭りです。このお祭りの神様は、下鴨神社内の御祭神様の一柱、罪や穢けがれ、災いを全部集めて大海原に流してしまうという、『瀬せ織おり津つ比ひ売めの命みこと』という水の神様だそうです」

「せおりつひめのみこと様？」

　相変わらず、流れるように出てくるホームズさんの蘊蓄に感心しながら、「へぇ」と洩らす。

「こんなふうに言いながら、実は僕も一度しか行ったことがないんですよ。もし良かったら、一緒に行きませんか？」

　少し上体を乗り出して、にこりと微笑むホームズさんに、私は強く頷いた。

「はい、ぜひ」




　――そんなわけで、私はホームズさんとともに『御手洗祭』に参加することになった。

　学校の帰り、葵あおい橋ばしで待ち合わせて、下鴨神社へと向かう。

　御み蔭かげ通どおりから糺の森の境内に入ると、屋台が出ているのが見えた。

　しかしその日は、平日の夕方ということもあり、人はいるもののごった返すというほどでもなく、私はホッと胸を撫で下ろす。

「良かった、思ったよりすいてますね」

「ええ、平日ですから観光客も少なめですし、何よりこの時間は、夕食を摂る頃ですからね。狙い目だと思いますよ。屋台も祭りがはじまったばかりのころだと、まだ出店していないこともあるのですが、今日は良かったですね」

「はい」

　わたがし、リンゴ飴、たこ焼き、から揚げと並ぶ屋台を眺めながら、境内を歩く。見ているだけで楽しい気持ちになる。

　そうして見えてきた鳥居と、その先の楼門。どちらも朱色で、とても荘厳な佇まいだ。　陽が暮れゆく中、明かりが灯されて、とても美しい。この日はたまたま涼しく、「まるで秋祭りみたいですね」「ええ、本当に」とホームズさんと話しながら、楼門をくぐる。

　入ってすぐに『足つけ神事』の受付がされているのが見える。

　そこでロウソクを買い、靴を入れるビニールもいただき、用意されたベンチで私たちは靴と靴下を脱ぐ。

　ホームズさんがボトムスの裾をまくるのを眺めながら、私は首を傾けた。

「そんなにまくるんですか？」

　ホームズさんは、膝が見えるほどに裾をまくっていた。

「ええ、途中、膝下あたりまで深くなるんですよ」

　ホームズさんのように背の高い人がそんなにまくるのならば、と私も制服のスカートのウエスト部分を折ると、

「……いや、ですが葵さん、そんなに、スカートを短くしなくても大丈夫ですよ。僕は念のためにまくっているだけで」

　慌てたように言うホームズさんに、「あ、そうですか」と私はスカートを折る手を止めた。

　裸足のまま清流に足をつけ、奥へと入っていく。

　朱色のアーチ状の橋の下をくぐると、さらに水は深くなり、何よりひやりとして冷たい。

「ひゃー、とっても冷たいんですね」

「ええ、とても気持ち良いですね」

　橋の下を抜けると広い池になっていて、そこは結構な賑わいを見せていた。

　祭壇が用意され、たくさんのロウソクの火が揺らめいていた。近くの小さな祠ほこらに種火があり、とても幻想的な光景に目を奪われる。

「葵さん、ロウソクに火を灯して、その火を消さないように、祭壇に献灯してください。そして無病息災を願うんです」

「はい」

　ホームズさんと一緒にロウソクに火をつけて、祭壇に献灯し、私たちは柏手をうつ。

　そうして池から出てベンチに座り、再び靴を履くのだけど、「どうぞ」とタオルを差し出してくれるホームズさんの相変わらずの周到ぶりには、脱帽だ。

「ありがとうございます」と水気を拭き取って、靴下と靴を履く。

「それでは、ご神しん水すいをいただきに行きましょう」

「ご神水？」

「ええ、ご神水を飲んで体の内外から穢れを祓うんです」

　ホームズさんの言葉通り、ご神水が振る舞われている。

　水が入っている器は、葵があしらわれていて、なかなか素敵だ。

「この器、可愛いですね」

「ええ、『鴨のくぼて』と呼ばれる鴨葵の紋が描かれた器なんです。なんでも下鴨神社の糺の森で出土した、神前にお供え物を盛る窪くぼ手てを模して造られたものだそうです」

　そう説明してくれるホームズさんに、私が「へぇ」と相槌をうっていると、周囲の人たちも「へぇ」という様子でその説明に聞き入っていて、頬が緩む。

　冷たいご神水をいただいて本殿にお詣りに行き、屋台へと向かう。

「風情があるお祭りでしょう？」

　愉しげに私を見るホームズさんに強く頷く。

「というか、こんなお祭り、初めてでした」

「でしょうね」とホームズさんは笑う。

「さすが京都、いろんなお祭りがありますね」

　しみじみと呟きながら、境内を歩く。

「ええ、まだまだ、いろいろなお祭りがありますよ。また一緒に行きましょうね」

　優しい微笑みを向けるホームズさんに、嬉しくて胸が熱くなる。

「は、はい、ぜひ」

「さて、お腹もすきましたし、何か食べに行きましょうか。その前に、屋台で何か欲しいものはありませんか？」

「あっ、えっと、リンゴ飴を」

　遠慮がちに言う私に、「分かりました」と、どこか嬉しそうに目を細めるホームズさん。

　どんどん賑やかになっていく祭りの人出を眺めながら、なんだか幸せな気持ちになる。

「『御手洗祭』大好きなお祭りになりました」

「ええ、来年も来ましょう」

「はい」

「ですが、来年このお祭りに参加する時は、どうかハーフパンツを穿いてきてくださいね。他の人に見られたくありません」

　ぽつりと零したホームズさんに、「えっ」と私は首をかしげる。

　ホームズさんは、「なんでもないです」と笑って、私の手を握った。

　それは、幸せな夏の夜。




特別掌編　第三話　『下鴨神社御手洗祭』

――清貴と葵、下鴨神社のお祭りへ行く――　ＥＮＤ








舞台案内


嵐山・洛西編














仁にん和な寺じ




　桜で知られる仁和寺は、皇室とゆかりの深い門もん跡せき寺じ院いんとしても知られています。

　宇う多だ天皇が出家後に住したことから、『御お室むろ御ご所しょ』と称されたこともあったとか。

　金閣寺から龍安寺を経て、仁和寺へと続く、『きぬかけの路みち』から望む二に王おう門もんは、なかなかの迫力があり、その格式の高さを思わせてくれます。

　思えば、仁和寺は、はじめて葵さんと訪れた社寺でしたね。





［一巻　第一章　五七ページより　清貴視点］






　僕たちが仁和寺を訪れた時は、桜の季節の土曜日ということで、境内はなかなかの人出だった。

　境内正面に見える、巨大かつ重厚な『二王門』を眺め、葵さんは感心の息をついた。

「……重厚というか、すごく立派。歴史を感じますね」

「そうですね。仁和寺の歴史は古く、平安時代に建てられまして、鎌倉時代まで門跡寺院として最高の格式を保ちました。ですが、応仁の乱の際に一山のほとんどを焼失するという悲運に見舞われたんです。再興が叶ったのは江戸時代に入ってからでして。この二王門はその頃に建てられたものなんですが、円柱形の柱、その上の三手先、側そく面めん破は風ふの懸け魚ぎょに至るまで、平安時代の伝でん統とう和わ様ようなんです」

　そう話すと、葵さんは「へえぇ」と声を上げる。

　正面にある鮮やかな朱色の中門をくぐると、すぐ左側に桜の木々が並んでいた。

　桜の名所だけあって、『見事』の一言。

　とても美しく咲き誇っている。

「……ここの桜は、どれも小さいんですね」

「ええ、ここにある桜は、『御お室むろ桜ざくら』と呼ばれているんですが、不思議なことに、どの桜も背が低いんです。多分、植木鉢のように根が張って、それ以上育たないからではと言われてもいますが、正直なところよく分かっていないそうで、科学的に解明しようと調査にも入っているそうですよ」

　そう、ここの桜は背が低い。二～三メートルといったところだろう。

「えっ、科学調査に？　こういう品種じゃないんですか？」

「そうなんです、品種というわけではないんですよ。ちなみに京都では鼻の低い方のことを『御室桜』なんて、冗談で言ったりすることもあるんです」

「低いハナで、御室桜。京都は揶や揄ゆも上品ですね」

　肩をすくめた葵さんに、「たしかに」と僕は小さく吹き出した。
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『京都は揶揄も上品』とは、葵さんも上手いことを仰いますね。

　そうそう、ここで、西さい行ぎょう法ほう師しの歌、

『願わくは　花の下にて　春死なむ　そのきさらぎの　望月の頃』を詠よみましたね。

　葵さんが、『花』を『桜』と間違って詠まれたのが、これまた懐かしいです。

　ああ、こんなことを言うと、葵さんに『ひどいです』と怒られますね、失礼しました。

　桜の名所として知られる仁和寺ですが、紅葉も美しく、おすすめですよ。


●仁和寺




兼好法師の『徒然草』にも「仁和寺にある和尚」という話が書かれている。









嵐あらし山やま・天てん龍りゅう寺じ




　嵐山を一言で説明すると、『楽しいところ』といったところでしょうか。

　いつも、縁日に似た楽しさがある場所です。

　修学旅行生に人気なのも頷けますね。

　そういえば、葵さんも、修学旅行で嵐山を訪れたと仰っていましたね。





［二巻　最終章　二六〇ページより］






　僕が、葵さんと秋人さんと嵐山に訪れた時のこと。

　葵さんは軒を連ねる土産店や、桂川を眺めながら、

「ここ、懐かしい。中学の修学旅行の時に来たんですよ」と、とても楽しそうに洩らした。

　そう。ここは、修学旅行の定番コースのひとつであり、いつも学生で賑わっている。

　渡と月げつ橋きょうを渡り、橋の下を流れる桂川や、紅葉した山々を眺めた。

　嵐山のこの場所は、いつでもお祭りのような楽しい雰囲気に包まれている。

「そういえば、修学旅行では『保ほ津つ川がわ下り』をしたんですが、あれも感動したんですよね」

　当時を思い出しながら言う葵さんに、僕と秋人さんは足を止めた。

「そういえば、僕は保津川下りをしたことがないですね」

「……俺も」僕と秋人さんは、顔を見合わせて今気が付いたように言う。

「京都に住みながら、あんなに素敵な保津川下りをしてないなんて、もったいないですねぇ」

　葵さんは、いたずらっぽい笑顔でそう言った。

　可愛らしいな、と思う。

「あっ、葵ちゃん、反撃に出てるな」

「それじゃあ、今度一緒に行きましょうか。ぜひ、案内してください」

　微笑んでそう言うと、葵さんは目を丸くした。

「い、いえ、案内できるほどでは……」

　しどろもどろにそう言って、目を泳がせる彼女に、秋人さんがプッと吹き出す。

「たしかにホームズに案内はできねぇよなぁ」

「これもある意味いけずです」

「いえ、今のは普通の会話ですよ」

　三人でクスクス笑い合い、今度は『天てん龍りゅう寺じ』に歩いて移動することになった。




「庭が美しいことで知られている、この天龍寺は桓かん武む天皇ゆかりの禅寺で、ここも世界遺産に登録されているんですよ」

　天龍寺の境内の順路を歩きながら、僕は簡単に説明をする。。

　目にも鮮やかな赤い紅葉と整えられた大きな池が、相変わらず美しい。

「ここも世界遺産なんですねぇ」と葵さんは、感心しながら相槌をうつ。

　山に囲まれた庭。大きな池に置かれた飛び石。その向こうの紅葉が水面に映える。

　赤や黄色や鮮やかな緑が、互いの色を引き立てていた。

「――ここの庭は、本当に素晴らしいですね」

　ポツリと洩らした葵さんに、僕は「ええ」と頷いた。

「天龍寺は、この庭園があってこそと言われ、庭園は日本トップクラスと言われてます。鎌倉時代、日本庭園を極めた禅僧・夢む窓そう疎そ石せきの作さく庭ていと伝えられています」

「むそうそせきさん？」

「へぇ、そんな作庭のプロがいたんだな」

「はい、彼はここ天龍寺のほかに、苔寺と呼ばれる西さい芳ほう寺じ、岐阜県の永えい保ほう寺じ、神奈川県の瑞ずい泉せん寺じ、山梨県の恵え林りん寺じ等の庭園も手掛けたそうです。それがすべてそれぞれに素晴らしいんですよ。ぜひ、機会がありましたら、観に行ってください」

　庭園好きとしては、思わず説明に力が入る。

「あ、ああ。しかし、相変わらず、どこの回し者だよ」

　秋人さんは、顔を引きつらせながら横目で僕を見ていた。

　庭園を進むと、やがて竹林に囲まれる。

　鮮やかな緑。涼しげに凛として立ち並ぶ様がとても美しい。

「ここも見事ですね」

「美しいですよね。ここは特に北海道の方に喜ばれますね。北海道には竹林がないそうで」

　その言葉に、「へえええ」と葵さんと秋人さんの声が揃う。

　その後、天龍寺近くの和食亭でランチを食べて、僕たちはゆっくり過ごした。
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　ここは、北海道出身の著者が、さらりと北海道ネタを入れているシーンですね。

　そう、北海道に竹林がないようで、竹林を見ると感動するそうなんです。

　竹林といっても、美しいものと、野生のものが雑多に生えているものとでは、随分と印象が違うのですが、天龍寺や大徳寺高桐院の竹林は本当に美しく、静寂で凛とした佇まいに、心が洗われます。


●嵐山・天龍寺




「渡月橋」は亀山天皇が嵐峡の空を渡る月を眺めて、あたかも橋が天上の月を渡しているようだ、として名付けた。









化あだ野しの念ねん仏ぶつ寺じ




　嵯さ峨が野のの静かな寺です。

　化あだし野のは古来より鳥とり辺べ野の、蓮れん台だい野のとともに葬そう地ちとして知られていまして、空くう海かいが野ざらしになっていた遺い骸がいを埋葬し、供養したことが念仏寺の始まりだとか。

　どうか、ここはお墓参りに訪れるような、そんな敬意を持って、訪れてほしい地です。





［五巻　第四章　二九三ページ］






　――誰とても　とまるべきかは　あだし野の　草の葉ごとに　すがる白露――

　人は誰しも、この世に留まっていられるものだろうか。

　いや、そうではない。人は誰も生を終えるもの。

　あだし野の草の一葉ごとに、すがる白露のように儚はかない存在なのだろう。

　西行法師がそう詠んだ、『あだし野』。

『徒つれ然づれ草ぐさ』においては、『あだし野の露消ゆるときなく、鳥部山の煙立ち去らでのみ、住み果つるならひならば、いかにもののあはれもなからん。世は定めなきこそいみじけれ』と、記されている。

　あだし野の露は消えるときがなく、鳥部山の煙も立ち去ることがない。

　そのように、もし人も永遠にこの世に住み続ける習わしがあるとするならば、それは、情緒というものがないでしょう。この世は、無常であるからこそ素晴らしいのです。

『あだし野』とは、『化野』と記す。仏教の言葉で『儚い、空むなしい』という意味があり、『化』の字により、『生』が化かして『死』となり、この世に再び生まれることや、極楽浄土に往来する願いなどを意図しているといわれている。

　その『化野』といえば、嵯峨野にある念仏寺が、すぐに思い浮かぶ。

　かつては風ふう葬そうの地であり、空海が野ざらしになっていた遺骸を埋葬し、供養したことに始まるとされる。

　その念仏寺は、約八千体もの石仏や石塔が境内を埋め尽くし、化野に葬りさられた者たちの墓とされている。

　平日とはいえ、まだ春休み期間であり、桜の時期。

　京都市内はどこも賑わっているものの、午後を迎えた化野は、とても静かなものだった。

　かつて風葬の地として知られ、おびただしい石仏に埋め尽くされたその念仏寺には、さまざまな『謂いわれ』や『空恐ろしい噂』があり、遊び半分の観光客を寄せ付けない風情がある。

　化野の地に着き、僕は駐車場に車を停めて、静かな参道を歩く。

　寺に続く参道らしい小路には、さまざまな土産物店が軒を連ねている。

　竹細工で作られた小物、そして眉毛が目を覆い、テーブルにつくほどに伸びている巨大なヒゲダルマ。取り残されたように置かれた人力車。

　静けさの中、くるくると風に回る風車が、カタカタと音を立てている。

　まるで、どこか別世界に紛れ込んだような、不思議な空気に包まれていた。

　境内へと続く石段を上る。

　門をくぐり、足を踏み入れると、それは色鮮やかな美しい桜が出迎えた。

　鐘しょう楼ろう前の枝垂れ桜が、この地の案内人のように控えめに頭を垂れている。

　花とともに目に映るのは、『西さ院いの河原』と呼ばれる一面の石仏や石塔。

『最さい果はての地』とも呼ばれる。

『あの世』と呼ばれる地には、こんな光景が広がっているのかもしれないと思わせる。
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　その後、作中で、円生にも伝えたことをこちらでも、紹介させていただきたいと思います。

　化野念仏寺は、曰いわくや謂れがありますが、僕は決して人を拒絶しているとは思いません。

　春は控えめですが、桜が美しく、また、秋の紅葉は格別です。

　桜というのは、自らの『生』のために花を咲かせ、その姿に人は魅了されます。

　しかし紅葉は違います。散る前に色付きます。

　桜や花々のように自分の『生』のためではなく、ただ、散りゆく前に、見る者を魅了する。

　僕は、秋にこの念仏寺を訪れた時に、ここは、とても寂しいのだろうと思いました。

　もちろん、遊び半分や心無い観光客には、訪れてほしくないでしょう。

　人を選ぶかもしれませんが、この地に敬意を持ち、ここに眠る魂を労る心がある者には、来てもらいたいと思っている……そんな気がしたのです。

　人を拒絶しているようで、人を求めている。

　そんな悲しくも美しい寺なのではないか、と思いました。

　最初に言いましたが、どうかここへは、お墓参りをするような気持ちで訪れてほしいと思います。


●化野念仏寺




毎年八月二十三、二十四日に、境内にまつられている数千体の無縁仏に蝋燭を灯し、供養する「千灯供養」が行われる。









鈴すず虫むし寺でら




　シリーズでたくさんの社寺を紹介していますが、一番『行ってみたい』、もしくは『行きました』と反響があったのが、ここ、『鈴すず虫むし寺でら』という呼び名で知られる、華け厳ごん寺じです。

『お地蔵様が、たったひとつだけ願いを叶えてくれる』

　この『たったひとつ』が、なかなか曲者ですね。

　僕のように欲深で、それでいて飛び抜けた希望がない者は、何をお願いして良いのか、分からなくなってしまうものです。

　ああ、今はちゃんと『ひとつだけ』のお願いが僕の中にできました。

　それが何かは、ナイショですが。

　さて、ここへも秋人さんと葵さんの三人で来ましたね。





［二巻　最終章　二五一ページ　清貴視点］






　朝八時半。僕たちは鈴虫寺に向かうべく、専用の駐車場に車を停めた。

「空いてて良かったです」

　駐車場は、既に半分以上が埋まっている。

　駐車できないことも覚悟していたので、僕はホッとして車を降りた。

　ここはもう、山の中だ。

　紅葉に色付いた木々が美しく、小川に架けられた橋を渡って少し歩くと、『鈴すず蟲むしの寺』という石碑と階段が見えてくる。

　その石階段には人が並び、長い階段の半分は人で埋まっていた。

「ああ、こんなに空いてるなんてラッキーですね。これなら、もしかしたら一回目に滑り込めるかもしれません」

　良かった、と胸に手を当てると、秋人さんが眉根を寄せる。

「え、これが空いてるのかよ？」

　その隣で葵さんも、同感とばかりに頷いていた。

「ええ、並ぶときは、この階段は元よりさっきの小川の向こう、駐車場の辺りまで並ぶそうですよ」

　今来た道を振り返ってそう言うと、葵さんと秋人さんは目を丸くしていた。

「ち、ちなみに『一回目』って、なんのことですか？」

　葵さんは、階段に並ぶ人たちを見上げながら尋ねる。

「寺の大広間で、住職のお話を聞くんですよ。ありがたいお話とともに御守のお願いの仕方など、それは詳しく説明してくれるんです。それが三十分弱くらいでしょうかね？」

「って、その話を聞かないと、御守を買えねぇのかよ？」

「ええ、そうです」

「ったく三十分も説明してるから、何時間も待たされることになるんじゃねーの？　説明なんて、説明書でいいのによ！」

「……そういう方のお願いは叶わないのではないでしょうか？　今の大声は、上のお地蔵様にも聞こえたことでしょうねぇ」

　残念そうに階段を見上げて言うと、秋人さんは、あわわ、と慌てふためく。

「あ、あー、今の取り消します。ありがたく聞かせていただきます。失礼しました、お地蔵様」

　すぐ手を合わせる秋人さんに、周囲の人がクスクスと笑っていた。

　そんなやりとりをしていると、やがて開門の時間となり、僕たちは無事、寺の中へと入ることができた。

　畳の大部屋には、長テーブルが並んでいて、順に座っていく。

　部屋の端にはガラスケースがあり、そこに鈴虫が飼われていて、りんりん、と鈴虫の声が鳴り響いていた。

「みなさん、おはようございます。どうぞ、足を崩してくださいね」

　ほどなくして現われたのは、ニコニコとした柔らかな笑顔の住職。

　はじめに挨拶をして、やがて鈴虫寺の『どんな願いもひとつだけ叶えてくれる』という『幸福御守』について話しはじめてくれた。その御守はカードよりも一回り小さい長方形で、黄色い下地に赤字で『幸福御守』と書かれている。

「この中に、お地蔵さんが入ってましてな、ちょうど幸福の『幸』のところが頭になりますのや。せやから、お地蔵さんの前に行ったら、この『幸』の字は出るように両手で挟んで、必ず住所と名前とお願いごとをたったひとつだけ言うてくださいな。口に出す必要はありまへんで。まぁ、みんなに聞いてもらいたいんやったら、ええけど。そしてな、なんで住所が必要かと言うと、ここのお地蔵さんは唯一、草ぞう履りを履いていましてな、願いをした人のところを訪れて、叶えてくださる。だから住所が必要なんやけど、郵便番号はいりまへんで」

　軽快に話す住職に、笑いが起こる。

　ここでのお話は、興味深く勉強にもなるうえ、話術に長たけていてとても楽しく、アッという間に三十分が過ぎた。





＊






　鈴虫寺のお地蔵様は、赤い前掛け、手には杖、足に草履を履いています。

　住職が仰っていたように、お願いをした一人一人の許もとに行き、願いを叶えてくださるそうです。

　ですので、お願いごとをする際には、名前と住所を言う必要があるのですが、郵便番号はいらないとのことでしたね（笑）。

　願いごとがある方は、ぜひ。

　たったひとつだけ、叶えてくださるそうですよ。

　この『たったひとつ』というのが大事なので、しっかり自分のお願いを固めておいてください。

　ですが、どうか繁忙期は避けてくださいね。大変な目に遭いますよ。


●鈴虫寺




御守は持っている方を守ってくれるもの。だから常に傍に身につけておくのがよい。









西にし京きょう極ごくスタジアム




　言わずと知れた、京都サンガＦ．Ｃ．の（二〇一七年春現在）のホームグラウンドです。

　ここへは、葵さんと訪れて、試合観戦をしましたね。

　その前の葵さんのチアダンス……、とても可愛かったです。

　観るのに夢中で、写真も動画も撮っていなかった自分の迂う闊かつさを悔やみましたが。

　……まぁ、動画なんて撮っていたら引かれかねないですし、直接見ていたかったので撮らなくて良かったな、とも思っています。

　それにしても、あらためて、色恋というものは、男を阿呆にしますね。





［五巻　第三章　二〇一ページ　清貴視点］






　西京極スタジアムは、正式には『京都市西京極総合運動公園陸上競技場兼球技場』という長い名称であり、簡潔に言うと、大きな運動公園の中にサッカースタジアムがある。

　その名の通り、野球場や陸上競技場などもあり、高校駅伝や京都マラソンのスタートはこの競技場から、ということも多いそうだ。

　芝生の緑が眩しく桜も美しく、とても広々としていて、散歩するのに心地が良い。

　公園としても素敵なところで、ジョギングしている人たちの姿や、手をつないで歩くカップルの姿も見受けられる。

「この近所に住んでいたら、休みのたびにふらふらと散歩に来たくなるような、素敵な公園ですね」

　葵さんは、散歩するように歩きながら、しみじみと洩らし、僕は「そうですね」と相槌をうった。

　公園内には、屋台が出ていた。タコ焼きに焼きそば、ホットドッグとお祭りのように賑やかだ。また、サンガのサポーターグッズや専用のガチャガチャなどもあり、ついつい手が伸びる。その中に、京都のチームならではのお土産もあった。

「わあ、『サンガ八つ橋』なんていうのもあるんですね」

「ええ、これはお土産におすすめですよ」

「本当ですね、これは絶対、弟も喜ぶと思います」

　葵さんは、嬉しそうにそう言う。

　葵さんには中学生の弟がいる。名前は『睦む月つき』。おそらく一月生まれだろう。

　彼女は、五月生まれのため、祖父母に『葵』という名を付けてもらったという話だから、おそらく、弟の名前も祖父母が付けたのかもしれない。

　自分には兄弟がいないから、少し羨ましく思う。

　ああ、利休がいた。可愛い弟だ。

　今頃、『蔵』で店番をしていてくれるはずだ。何かお土産を買っていかないと。

　そして、葵さんの弟にもお土産を渡したい。

　そう思い、『サンガ八つ橋』にチームの応援グッズである紫のタオルマフラーを購入して、「どうぞ」と葵さんに差し出した。

「す、すみません、ありがとうございます。睦月も喜びます。それにタオルまで……」

「このタオルマフラーは、今日の応援用ですよ。これを振って応援するんです」

　僕は自分用に買ったタオルマフラーを手に、にこりと目を細めた。





＊






　作中でも紹介しているのですが、サンガもなかなか、京都らしい面白いイベントをあれこれ催しています。

　夏は浴衣でサッカー観戦しようと『ゆかたＤＥサッカー』という取り組みをして、夏の風物詩のようにもなったり、蹴け鞠まり保存会さんとの企画で、『蹴鞠体験教室』を開いたこともあります。

　また、意外にも京都は、パンの消費量が日本一という『パン好きの町』でもありまして、そんな『パン好きの町』らしく、『京都パンまつり』を開催したりしまして、これもまた、好評だったそうです。

　やはり試合は、スタジアムで観戦するのが一番ですね。

　地元チームであるサンガは、僕もこれからも応援していますので、ぜひがんばっていただきたいと思っております。


●西京極スタジアム




京都サンガＦ．Ｃ．のサンガは、仲間を意味するサンスクリット語「サンガ」と、山紫水明の京都をイメージさせる「山河」の響きを掛け合わせたもの。









特別掌編　第四話


『愛しき旋律 ～家頭父子の夜～』




――清貴が葵と付き合う少し前のエピソード――






　最近は八坂のマンションではなく、銀閣寺近くの家頭邸で過ごすことも多い。

　今日は珍しく、広いリビングに清貴と二人きり。

　わたしはテーブルで原稿のチェックを、清貴は窓際のソファーに座って本を読んでいた。

　書籍に目を落とす伏し目がちなその姿は、亡き妻によく似ていて、時折、愛しさと同時に切なさに胸が迫る。

「――コーヒーでも淹れましょうか？」

　すぐに視線に気付いて、にこりと微笑む。

　本当に……幼いころから、よく気が利く子だった。

「いや、大丈夫だよ。ありがとう」

　そう言ってカップに残っている、もう冷めてしまっているコーヒーを口に運んだ。

　冷たくなったコーヒーはコーヒーで、また別の味わいがある。

「……お父さんのその原稿は、コラムですか？」

　興味深そうにわたしの手元に視線を移した清貴に、「ああ、そうだね」と、つい隠すように原稿の上にノートを置いた。

　書きかけのものを見られるのは、どうにも苦手だ。

　何より他の誰でもなく清貴にこそ、中途半端なものを見せたくはない。

「今、時代恋愛小説を書いているわたしに、現代の恋愛についての見解を求められて、少し弱っているよ。そうそう、この出版社の編集さんに、『家頭先生、ソフレって言葉を知ってますか？』なんて聞かれたんだが、清貴は知っているかい？」

　書いている原稿から意識をそらすべく、そんなことを尋ねてみる。

「――ソフレ。ああ、聞いたことがあります。『添い寝フレンド』というものですよね」

　思い出したように頷く清貴。

　そう、今交際していない男女が同じベッドに寝て、朝まで何もしないという関係が存在するらしい。

　添い寝フレンド、略して『ソフレ』という言葉が出てくるほどに。

「清貴は、どう思う？　添い寝フレンドについては」

「拷問ですね」

　キッパリと即答する清貴に、少し驚いて、笑いそうになってしまった。

「なるほど、拷問と言い切る清貴に、ソフレは必要ないかい？」

「ええ、必要ないですね。女性と何もしないでただ寝るだけなら、一人で寝たいです」

　冷ややかにそう言う。

　優しく穏やかなようで、なかなかクールな面もあり、なおかつ意外と肉食だ。

　和泉いずみさんと別れてから、この子は本当に変わった。

　表面上は変わらなくても、内面において。女性に対して、大きな一線を引いたように思える。いや、一線どころではなく、壁と言っても良いかもしれない。

「そう言うお父さんは、どう思われますか。『ソフレ』は……」と、清貴は少しイタズラな視線をわたしに向けた。

「そうだね。わたしは正直言って、『ソフレ』に魅力を感じるかもしれない」

　ポツリと洩らすと、清貴は少し驚いたように目を開く。

「この歳になるとね、『ただ、ぬくもりがほしい』という時があるんだよ」

　独り言のように洩らして自嘲気味に笑ってみせると、清貴は少し愉しげに目を細めた。

「――それでは、今度、添い寝して差し上げましょうか？」

「いや、結構だよ」

　すかさずそう言ったわたしに、清貴は「ですよね」と口角を上げた。

「お父さん。ご自分がぬくもりを欲している話はさておき、たまには家族サービスをしてくださいよ」

　突然そんなことを言う清貴に、戸惑った。

　家族サービス？

「たまには、お父さんのチェロを聴かせてください」

　ねだるように言う清貴に、思わず笑ってしまう。

「そうだね、しばらく弾いていない」

「腕が鈍りますよ。久しぶりに聴きたいです」

　そんなふうにわたしを喜ばせる。

　家族サービスをしているのは、どっちだというのか。

『上手な子だ』と思いながらも、素直に乗せられてチェロを用意した。

　今宵、弾くのは『スラブ舞曲第一〇番』。

　思えば、清貴が幼いころ。二人きりになって、会話に困り、どうして良いのか分からなくなった時、チェロをこの子に弾いて聴かせた。

　幼かった清貴はいつも心地よさそうに旋律に身を委ねて、やがては眠りについていた。

　今も変わらず、頬杖をついて目を伏せて、心地良さそうにわたしが奏でる旋律に身を委ねてくれる。

　演奏をやめると、聞こえてくるのは、小さな寝息。

　大人になったようで、幼いころから何も変わらない清貴に、少し安心すると同時に、愛しさが募る。

　さきほど、冷めたような眼差しを見せていたのが嘘のような無防備な寝顔。

　きっと、清貴は女性と親しくはしても、それは本当に一時的なもので、こんな無防備な姿を相手に見せたりはしないのだろう。

　――こんな寝顔を見せられる女性に、早く出会えると良いのだけど。

　それこそ、たとえ添い寝するだけでも、幸せだと思えるような相手に……。

　音を立てないように毛布を用意して、そっとその体にかけた。




特別掌編　第四話　『愛しき旋律　～家頭父子の夜～』

――清貴が葵と付き合う少し前のエピソード――　ＥＮＤ








舞台案内


その他編














鞍くら馬ま・貴き船ぶね




　以前、とある雑誌で、『日本のパワースポットランキング』という特集をしているのを見ました。

　何をどうやってそのパワーを測定し、ランキング付けしているのか分からなく、根拠に乏しいことこの上ない、と思いつつ見てみたところ、一位は京都の『鞍馬山』でした。

　さんざん『パワースポットのランキングなんて、根拠に乏しい』とぼやいておきながら、一位が鞍馬山だったことに、『なるほど』と思わず納得してしまいました。

　そのように、霊山として知られる鞍馬の地は、『パワースポット』として評判が高く、それも頷けるほどに、山と空と水、そして得体の知れぬ特別なエネルギーに満ちています。

　それはやはり、天狗の棲すまう山だからなのでしょうか。

　この鞍馬へは、葵さんと二人で来ましたね。

　叡えい山ざん電鉄（略して『えいでん』）に乗り、ハートの吊り革をつかんで、と楽しい思い出です。





［一巻　第四章　一八七ページより　清貴視点］






　叡山電鉄の終点の『鞍馬駅』で、僕と葵さんは電車を降りた。

　そこは、古めかしく、とても小さな駅であり、

「……映画『鉄道員』みたいな駅」

　葵さんはそう呟いた後、大きな天狗の顔のオブジェを見て、目を大きく開いていた。

「すごい、大きな天狗。しかも顔だけなんて」

　真っ赤な顔に鋭くギョロリとした目、伸びた鼻。

　天狗の山、鞍馬を象徴している。

「葵さん、それではまず、鞍馬寺に行きましょう」

「あ、はい」

　鞍馬寺は、駅から徒歩で五分ほど。

　葵さんは、天狗のお面や、『牛うし若わか餅もち』というのぼりを興味深そうに眺めている。

　すぐに、鞍馬寺の『仁に王おう門もん』が見える。

　色いろ褪あせた朱色の楼門が、まさに『山寺』という様相であり、歴史を感じさせる。

「この門は、鎌倉時代に活躍した彫刻家・湛たん慶けいが作った仁王本尊が祀られていまして、俗界から浄じょう域いきへの結界とされているんですよ」

「ぞ、俗界から浄域への結界!?　この先は、浄化された場所ってことなんですか？」

「そういうことですね。ここはかなり有名な、世に言う『パワースポット』ですね」

「ええ、それは私も聞いたことがあります」

　葵さんとともに、仁王門をくぐる。

　ここから先が〝浄域〟というところで、葵さんは目をきらりとさせて、こちらを向いた。

「たしかに空気が違う気がします」

　あまりに単純な様子に、思わず笑ってしまった。

「あ、自己暗示にかかりやすい人だと思いましたか？」

「思いましたが、でも、良いことだと思います。例えば、この仁王門のうんちくを知らずにくぐるのと、知ってくぐるのとでは感じ方が違うそうなんです。自己暗示もあると思いますが、昔からのいわれを知って、その地を堪能するというのは、より良いものを受け止められると思います」

　そうですね。何も聞かずに、この門をくぐるよりも、『ここから先が浄域』と聞いている方が、ありがたみが増す気がしますね、なんて葵さんは独り言のように言う。

　ケーブルカーに乗って、鞍馬寺へと向かう。

　山の上に佇ちょ立りつする鞍馬寺は、京都市内の他の有名な寺に比べて質素な雰囲気だ。

　まさに『山寺』といえるだろう。そしてここの寺には狛犬ではなく……、

「虎、なんですね」

　寺の入口に置かれているのは多くが狛犬だが、ここは……、「はい、ここは虎なんです」と僕は頷く。

　何より葵さんの目を引いたのは、本殿前の地に描かれていた、大きな六ろく芒ぼう星せいのようだった。六芒星の中心には、三角のマークがある。

「ここがまさに、パワースポットと言われていますよ」

「テレビで観たことがあります！　宇宙からのエネルギーが降り注いでいるって。ちょっと、立ってみます」

　葵さんは楽しげに六芒星の中心に立った瞬間、体をびくつかせていた。

　拳を握り、戸惑ったような顔を見せている。

「どうか、されました？」

「あ、いいえ、なんでも……」

　葵さんは、慌てたように首を振った。

　その様子から、ここに立って何かを感じたのかもしれないと思い、僕も立ってみる。

　だが、何も感じはしなかった。

「ここで、牛若丸が過ごしたんですよね？」

　気を取り直したように言う葵さんに、僕は「ええ」と頷く。

「こんな山の上で元気に育ったんですから、いろんな意味で人よりもパワフルなのが分かりますよね」

「そうかもですね」

　その後、僕たちは本殿で手を合わせ、鞍馬寺を出て、『木の根道』と呼ばれる道を歩き、貴船へと向かった。

　晴れていたが、山の上ということもあり、暑くはない。

　山の風が心地よく、まさにハイキング日和ですね、なんて話しながら歩く。

　やがて、貴船神社が見えてきた。

　石階段の両端に、朱色の灯籠が並んでいるのが印象的だ。

　ここは古くから水の神様として崇められている。

　そのまま二人で並んで参拝し、有名な『水みず占うらみくじ』をしようということになった。

　本殿の右手奥に、水みず占うら齋ゆ庭にわがあり、御神水におみくじを浮かべると、水の霊力によって文字が浮き出るというのが水占みくじ。

「こういうのって面白いですよね」

「そうですね」

　おみくじの紙を買って、水に浮かべる。

　やがて、ぼんやりと浮かび上がる『大吉』の文字。

「わあ、大吉！　やったぁ」

「僕は中吉です」

「ホームズさんも良かった」

「そうですね」

　二人でおみくじを手にクスクスと笑い合った。

「それでは、そろそろランチにしましょうか」と、時間を確認しながら言うと、

「あ、はい。実はお腹すいてきてたところなんです」

　葵さんは少し恥ずかしそうに答える。

　今回は父の計らいで、貴船の川床でランチをするのも目的のひとつだった。





＊






　鞍馬・貴船は、市民にとっても、まるでとても遠くの山奥へと旅行に来たような、そんな気分にもさせてくれる場所です。必ずや、特別な時間にしてくれるでしょう。

　そうそう、最初にお話しした、『日本のパワースポットランキング』の特集ですが、二位は富士山、三位は厳いつく島しま神社でした。

　どちらも、素晴らしい地なので、これもまた、『なるほど』と思いましたね。

　ええ、僕も葵さんのことを言えないくらい、なかなか単純な男です（笑）。


●鞍馬貴船




『枕草子』で清少納言が、「近うて遠きもの鞍馬の九十九折の道」と書いている。









源げん光こう庵あん




　ここは、東福寺の時にもお伝えした、『そうだ京都、行こう』で知られるＣＭの舞台となっている寺です。

　ＣＭを観て、源光庵を訪ねる方も多いと思われますが、残念ながらそのＣＭは、こちらでは放送されていませんので、市民の中では知らない方が意外と多かったりします。

　道に迷った時に、「ＣＭでやっていた二つの窓の寺に行きたいんですが」と尋ねても「なんやろ？」と、首を傾げられることもあるので、お気を付けくださいね。





［二巻　最終章　二九二ページ　清貴視点］






　細い道を進んだその先に、小さめの門が見える。木で作られた古い門。

　その柱には、『源光庵参禅会』という札が掛けられている。

「――源光庵」と、葵さんがポツリと零した。

　僕は、「そうです、円生が呼んだのは、ここ――『源光庵』です」と頷いた。

　この寺は、古い山寺ながらも手入れが行き届き、建物全体に背筋が伸びるような、凛とした空気を感じさせる。

　床も畳もしっかりと磨かれ、テーブルの上や廊下の隅に花が生けられている。

　本堂に足を踏み入れると、手前に四角い窓と、その横に丸い窓が見えた。

　窓の向こうには、真っ赤な紅葉が見えて、それはまるで絵のように美しい。

　それは、人間の人生の四苦八苦を表す、四角い『迷い窓』。

　大宇宙を表す、真円の『悟りの窓』だ。

　窓の向こうの紅葉が、絵画のように美しかった。





＊






　そう、ここは静寂の中、凛とした美しさを感じさせる寺です。

　ここに来ると、背筋が伸びる心持ちになりますね。

　もし何かに迷った時は、ここを訪れ、静かに真円を描く窓を眺めたいと思います。


●源光庵




見る順番は、『迷いの窓』で自問自答し自我を見つめ、『悟りの窓』で本来の自分に変わる、というもの。









三さん千ぜん院いん




　京都市の北側にある大おお原はらは緑が豊かで、広々としていて、町中とはまるで違う雰囲気です。

　大原に安住の地を求めて、老後に移り住むという方もいるそうですよ。

　空気が澄んでいて、星が美しく、本当の贅沢は何かを教えてくれる地かもしれません。

　ちなみに作中では、僕や葵さんではなく、小松さんが一人で訪れていましたね。





［六巻　第四章　二〇五ページより］






「京都、大原、三千院、か」

　静かで癒される山里の光景がどこまでも続くかと思えば、三千院と寂じゃ光こう院いんを結ぶ参道には、土産店や茶屋が並び、賑やかな様子だ。

『せっかくですから、三千院にも行かれてはどうでしょうか？　小松さんは、お疲れでしょう？　癒されますよ』

　小松の頭に、清貴の提案が過る。

　この言葉を聞いた時は、『あー、気が向いたらな』と答えた小松だったが、引き寄せられるように参道を歩き、三千院へと向かった。

　門跡寺院である三千院は城郭のような石垣がめぐらされ、荘厳かつ重厚な装いだ。

　御殿門を入り、受け付けを済ませて、順路に沿って拝観する。

　豊臣秀吉が建てたとされる、風格のある客殿から『聚しゅう碧へき園えん』が見える。

　清らかな自然美は、絵巻を思わせ、その美しさに自然と足が止まる。

　しばし目を奪われて立ち尽くし、ややあってゆっくりと回廊を進む。

　本堂である『宸しん殿でん』に向かう。

　宸殿の薬やく師し如にょ来らい像は、とても慈悲深い面差しで、その神々しさに目尻が熱くなるのを感じながら、小松は合掌した。

　宸殿の縁側から二つ目の庭園、有ゆう清せい園えんが見えた。

『東洋の宝』とも称された苔庭だ。ここも見事な作庭であり、小松は熱い息をつく。

「極楽浄土、って感じだな」

　その先の『往おう生じょう極ごく楽らく院いん』に向かう途中、杉の木々の隙間から木漏れ日が差し込み、きらきらと光っていた。

『往生極楽院』の金色に輝く国宝・阿あ弥み陀だ三尊像も美しい。その先の庭園に『わらべ地蔵』の愛らしい姿があり、幼いころの娘を思い出して、胸が痛む。

　立ち止まり俯いていると、若い女性たちが楽しげに小松を追い越していった。

「あっちにね、『金色水』っていう福寿延命の水があって、『その水に手を濡らすと福が得られる』ってガイドに書いてるよ」「行こう行こう」

　小松は気をとりなおして顔を上げ、ふっ、と頬を緩ませた。

　ここに来て良かった、と心の中で呟く。

　門を出て振り返り、建物を仰ぎながら、今こんなにも癒されていることに、感謝の念さえ募っていた。

　あんちゃんにも、感謝だな、と呟き、小松は足取り軽く、山道を進んだ。





＊






　ゆったりとした気持ちにさせてくれる、大原の三千院。

　このころの小松さんは、とても疲れていらっしゃったので、大原の地と三千院に癒されたのではないでしょうか。

　都会の喧騒に疲れた方は、ぜひ、大原の地で生気を養うことをおすすめしますよ。


●三千院




最さい澄ちょうが延暦寺を建てた際に草庵を結んだのが始まりで、明治四年に現在の場所に移った。









天あまの橋はし立だて




　いきなり、京都市を離れて、宮みや津づ市ですが、同じ京都府です。

　日本三景として知られる『天橋立』は、函館の夜景同様、『直接見たことはないけれど、その景色は知っている』という方は多いのではないでしょうか。

　ですが、天橋立はテレビや写真で観るのと、実際に目にするのとでは、まるで違います。

　まだ、観に行かれたことがないという方は、ぜひ一度、直接観に行っていただきたいものですね。

　ちなみに函館の夜景、僕は高校の修学旅行で観に行きました。

　本当に美しかったです。

　ぜひ、また観に行きたいですね。





［五巻　第一章　十九ページより　清貴視点］






　京都市から二時間半。僕たちは、宮津市に来ていた。

『僕たち』のメンバーは葵さん、父、香織さん、秋人さんの五人であり、城きの崎さきに向かう途中、天橋立を観に行こう、と展望台に訪れていた。

「葵、あそこが展望台やで」

「うん」

　リフトを降りるなり、葵さんと香織さんの二人は愉しげに展望台へと向かった。

　それに負けじと、走っているのが秋人さんだった。

　葵さんと香織さんと秋人さんの三人は展望台に着くなり、足を止めた。

「うわぁ」

　三人揃って、そんな声を上げていて、並んで歩いていた僕と父は顔を見合わせて、くすりと笑った。

　目の前に広がる景色は、テレビや雑誌で馴染みの光景ではあるが、実際に見るとやはり感動する。

　陽光に光る海に、青い海を隔へだてる『飛ひ龍りゅう観かん』と呼ばれる松林。

　龍が天に昇る姿に譬えられているそうだ。

　葵さんは、美しいものを前にすると、動きを止めてしばし見入る。

　ここでもそうであるが、自分は、そんな葵さんの姿を見るのが好きだと、あらためて思う。

「いやー、なんつーか。子どものころ、ここに来た時は、特に感動しなかったんだけど、今こうして観るとすげぇな」と秋人さんが、しみじみと言う。

　すると香織さんも「ほんまですね」と頷き、

「……私も、こんなに感動するとは、思わなかったです」

　葵さんもそう言った時、僕と父が「そうですね」と頷いた。

　大人になってから、その魅力に気付くことも多いものだ。

　何よりここは……。

「さすがは『日本三景』ですよね」

　そう言うと、葵さんは強く相槌をうつ。

「ここは絶対に、テレビで観るよりも、自分の目で観た方が良いところですよね。私、この天橋立に来られて良かったです」

　葵さんは、景色を眺めたまま、胸の前で拳を握っていた。

　僕は景色よりも、そんな葵さんに見入ってしまっていた。




籠この神社・真ま名な井い神社





［一巻　第一章　二十九ページ　清貴視点］






　その後、僕たちは元もと伊い勢せ神社と呼ばれる『籠この神社』に訪れていた。

『籠神社』は、伊勢神社同様、白しら木き鳥とり居いであり、凛とした雰囲気がある。

　ちなみに、白木鳥居とは、木の素地、そのままの鳥居のこと。

　その説明をすると、皆は「へぇ」と相槌をうった。

「ええ。そしてここには、伊勢神宮と籠神社にしか祀ることが許されていない、五色の座すえ玉たまがあるんですよ」

「『五色のスエタマ』って何だ？」と、秋人さんがすかさず尋ねる。

「青・赤・黄色・白・黒の五色の玉なんですが、それは五行の『木・火・土・金・水』を示し、宇宙の五大要素であり、森しん羅ら万ばん象しょうを示しているものと言われているんです」

「へぇ、なんかよく分からねぇけど、すげえな」

　そんな秋人さんに、父と香織さんがくすくすと笑った。

　この二人は、秋人さんにまだ慣れていないため、新鮮で面白く感じるのだろう。

「では、参拝しましょうか」

　僕たちは賽銭箱にお賽銭を入れて、二礼、二拍手、一礼をする。

　日頃の感謝を伝えて顔を上げると、

「ああ、あれが、五色の座玉ですよ」

　塀の向こうに見える、本殿に目を向けた。

　そこに飾られている『五色の玉』は、なかなか色鮮やかだ。

「こんなに綺麗なんですね」と葵さんが驚いたように言う。

「ほんま、今まで意識して見たことなかったけど、鮮やかやね」

　隣で香織さんが、うんうん、と頷いていた。

「伊勢神宮とここにしかないなんて、貴重なものを見られた感じだな」

「開運やね」

　食い入るように五色の座玉を見ている葵さん、香織さん、秋人さんの姿を僕と父は一歩離れたところで見守る。

　皆の姿が微笑ましく、目尻が下がる。

「それでは、次は隣接している『真ま名な井い神社』に行きましょうか。隣接と言っても五百メートルくらいあるそうなんですが」

「おう、行こうぜ。軽い運動も兼ねて、歩いて行こーぜ」

「そうしましょう」

　強く頷く皆に、僕は「こっちです」と歩き出し、そのまま『真名井神社』へと向かった。

「――い、意外としんどいですね」

　歩きながら、葵さんは額に滲む汗を拭っている。

　まだ、三月末だが、今日は初夏を思わせるような日差しだった。

　坂道もあるせいか、葵さんの息が上がっている。

「葵さん、運動不足ですか？」

　ふふっ、と笑って尋ねると、葵さんは口を尖らせて顔を上げた。

「い、いえ、自転車にも乗ってますし、体育だってしてますし」

「ああ、そうでしたね。『体育』って、なんだか懐かしい響きです」

　その言葉に、僕は少し落ち込んだ。

　彼女は、まだ高校生だと痛感してしまう。

　それでも他愛もない会話をしていると、真名井神社の鳥居が見えてきた。

「あ、ほら、もう着きますよ」と顔を上げて、鳥居に目を向ける。

　ここは石の鳥居であり、その左右には、狛犬ではなく――、

「龍、なんですね」と葵さんが呟く。

　そう、ここは『狛龍』が鎮座している。

【写真撮影禁止】という札も目に入る。

　とても静かで、木陰のせいか、ひんやりとしている。

　まるで山に溶け込むような境内は、神社であり特別な『聖域』のようにも思える。

　凛とした空気に、背筋が伸びるような気がするのだ。

「ここは、『龍の住処』という感じがしませんか？」

　静かに尋ねると、葵さんは真剣な表情で頷いた。

「本当ですね」

　香織さんも「ほんまに」と相槌をうつ。

「……なんつーか、パワースポットどころじゃない、エネルギースポットだな」

　やはり、秋人さんは感受性が強いのだろう。

　この地の特別な雰囲気を感じ取ったのか、真顔で頷いている。

「ここは、天あま照てらす大おお神かみ、イザナギ・イザナミを祀り、奥の磐座には豊とよ受うけの大おお御み神かみを祀っているんです。つまり、日本を作ったイザナギ・イザナミとともに伊勢神宮・内宮外宮の主祭神を祀っているという神社なんですよ。また、ここは太古の昔より祭さい祀し場じょうだとされていまして、まさに『聖地』なんです」

　その地を眺めながら静かに告げた僕に、皆は息を呑んだ。

「実は僕は、ぜひ、ここに皆さんを連れて来たかったんです。ここの、特別な雰囲気と空気を感じてもらえたらと思いました。皆さんが感じ取ってくれて、嬉しかったですね」

　そう言うと、皆は何も言わずに頷いた。

　そうして、気を引き締め直して、背筋を伸ばして、柏手を打つ。

　皆は、はしゃぐこともなく、とても神聖な気持ちで最後の一礼をした。

「それでは、戻りましょうか」

「はい」

　揃って頭を下げて、真名井神社を後にした。




城きの崎さき温泉





［五巻　第一章　三十六ページより　清貴視点］






「――ああ、城崎の温泉街が見えてきましたよ」

　車が城崎の温泉街に入ったところで、僕はぽつりとそう零した。

　すると、皆は一斉に窓の外に目を向ける。

　桜の木々が連なる中、道の中央には小川が流れている。

　続く、アーチ状の石橋。軒を連ねる趣のある温泉宿と、立ち上る湯煙に、浴衣で歩く人たち。下駄の音まで聞こえてきそうな雰囲気。

　浴衣姿のまま手拭いを首から下げて、散歩する人たちの姿も見受けられる。

　まさに文学的で、古き良き温泉地だ。

「わぁ、素敵な雰囲気」

「ここは、よく旅情ドラマの舞台にもなるんやで」

「そんな感じするよなぁ」

　皆は、窓に張り付くようにして、窓の外を眺めている。

「『手ぬぐいを 下げて外湯に 行く朝の　旅の心を 駒下駄の音』ですね」

　僕がそう洩らすと、

「へっ？」

　皆は揃って気の抜けたような声を上げ、隣に座る父が愉しげに笑った。

「与よ謝さ野の鉄てっ幹かんが城崎に訪れた際に、詠んだ歌ですよ。まさにその情景が今も残されていますよね」

「与謝野鉄幹って誰だ？」

　身を乗り出して尋ねた秋人さんに、僕は相槌をうつ。

「与謝野鉄幹は、歌人で大学教授、与謝野晶あき子この夫としても知られていて、彼女の才能を見出した人物とも言えます。それはさておきまして、城崎は今も昔も多くの作家に愛されし温泉地なんです。この光景は、まさに文学を彷彿とさせますよね」

　車は温泉街をゆっくりと走り、やがて少し奥へと入っていった。





＊






　実は作中では、与謝野鉄幹のくだりで、秋人さんがしょうもないことを話していたのですが、それは僕の独断で、カットさせてもらいました。

　城崎の温泉街は、夜もまた素敵です。

　軒を連ねる情緒溢れる旅館から立ち昇る湯気に、温泉の匂い。中央を流れる川の付近がライトアップされ、水面に映る灯りがとても幻想的な雰囲気を醸し出します。

　そこを浴衣で散歩する……本当に良いものですよ。


●城崎温泉




『城の崎にて』の志賀直哉を筆頭に多くの文豪に愛された。そのため文学碑が多くある。
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特別掌編　第五話


『宮みや下した香か織おりの懸け念ねん』




――香織と清貴の対峙――






　寺町三条の骨董品店『蔵』の扉を開けると、カランとドアベルが鳴る。

　一歩足を踏み入れると、

「いらっしゃいませ」

　迎えてくれるのは、黒い腰エプロンをした若い男性。

　細身のスタイルで、スラリと高い背。アシンメトリーっぽい長めの前髪。

　白い肌に、整った顔立ち。

　この店には、えらく男前の若き店主代理がいる。

　名前は家頭清貴、通称『ホームズさん』、私の友達の彼氏だ。

「――香織さん、お久しぶりですね」

　私を確認するなり、にこりと笑ってそう言った。

「お久しぶりです。すみません、待ち合わせ場所に使わせてもらって」

　私が肩をすくめると、ホームズさんは「いえいえ」と優しく首を振った。

「葵さんは、今日、あなたと遊びに行けることをとても楽しみにしていましたよ」

　そう、受験生の私たちにも『息抜き』がほしいね、という話になり、『葵は、土日無理なん？』と聞いたら、『休みはもらえるよ』という流れになって、今日、葵と遊ぶことになった。

　ランチを食べて、午後から映画を観に行く予定だ。

　映画館は三条にあるので、待ち合わせ場所を考えた時、ここが一番ということになった。

　私は張り切っていたせいで、待ち合わせ時間より少し早く着いてしまったけど。

　とはいえ、この店は商品もたくさんあるし、時間はいくらでも潰せそうや。

　古めかしく高価な物だけではなくて、お洒落で手頃なカップとかもあって、本当に見応えのあるお店やと思う。

　もうすぐ、お姉の誕生日だから、彼氏とのペアカップでも買ってあげようかな。

　米よね山やまさんも喜んでくれそうや。

　商品をあれこれ眺めていると、

「香織さん、良かったらどうぞ」

　ホームズさんがカフェオレを淹れてくれていた。

「あ、おおきに」

　ためらいを感じながらカウンターに歩み寄って、そっとソファーに腰を下ろした。

　いつも、この人に近付くのを拒否してまう。

　外見だけなら、イケメンやし、好みの分類に入るんやけど。

　葵祭の時に、見透かされて怖かったというだけではなくて……なんやろう。

　完璧な笑顔、完璧な身のこなし。

　その隙のない雰囲気と、この絵に描いたような『完璧さ』が、どうにも胡う散さん臭くさく思えて仕方ない（さすがにここまでは、葵に言えへんけど）。

　お姉も一時憧れとったし、葵がホームズさんに惹かれるのは分かる。

　だって、素敵な人やもん。

　だけど、こんな人って、ほんまにおるもんなんやろか――裏がある気がするんよなぁ。

　チラリと見ると、ホームズさんが、ふふっと笑った。

「な、なんですか？」

「いえ、失礼しました。随分警戒されていると思いまして」

「！」

　そうやねん。

　この人のこういうとこが、たまらなく怖い。

　今の私の挙動は分かりやすすぎたかもしれへんけど、ホームズさんは人の言動から心が読める人や。

　それはすなわち、人を操れる人。

　この外見で、その柔らかな物腰で、備わった知能で、その鋭さを持っとるって、まるで、人のカタチをした悪魔なんやないか、って本気で思うてしまう。

　ほんまに怖い人や。そして、こんな人が、どうして葵を選んだんやろ？

　葵は可愛いらしいし芯がしっかりしていて、裏表のない良い子やって思うてる。けど、こんな悪魔みたいな男は、もっと利用価値のある女性を選びそうな気がする。

　また、思わずジッと見詰めてしまったけれど、今度は反応しない。

　私を過剰に怖がらせないようにしているのを感じて、肝が冷える気がした。

　ほんま、この人はどこまでお見通しなんやろ。

　ごくりと生唾を呑んだその時、カランとドアベルが鳴って、葵が店に飛び込んできた。

「ご、ごめん、香織。道が混んでてバスが進まなくて、少し遅れちゃった」

　葵は、息を切らしながらそう言う。

　ふんわりとしたブラウスに、膝上スカートと、とても女の子らしく可愛らしい装い。

　きっと、『完璧彼氏』であるホームズさんは、こんなふうに可愛らしくお洒落をしている葵に対して、それはスマートに誉めるんだろうな。

「いや、ええんよ」

　葵にそう言いつつ、私はチラリとホームズさんに視線を移す。

　きっと、さきほど私に見せたような、余裕のある優美な笑顔を向けているんだろう。

　と、思ったら、ホームズさんは顔を真っ赤にして、惚ほうけたように立ち尽くしていた。

　――え？

「あ、葵さん、すごく可愛いですね！」

　気が付くといつの間にかカウンターを出て葵の前に立ち、その手を取っている。

　いつの間に、あんなとこに。瞬間移動したん？

　私が呆然とする中、「ありがとうございます」と、葵は気恥ずかしそうに頬を赤らめていた。

「息を切らしていますが、もしかして、そんな短めのスカートで走ったんですか？」

「そんなに短くないですよ？」

「その可愛い膝が出てます！　穿くのはええけど、走るのはあかん！　僕以外の誰を悩殺する気やねん」

「だ、誰も悩殺なんてされないです！　っていうか、香織の前ですって！」

　恥ずかしくて仕方ない、という様子で声を上げる葵。

　その様子にしばし圧倒されるも、急におかしさがこみ上げてプッと笑ってしまった。

「あ、ほら、笑われたじゃないですか」

　葵は少し恨めしそうに、ホームズさんを上目遣いに睨む。

　その姿も可愛いと思ったのだろう、ホームズさんはまた頬を赤らめて口に手を当てて、目をそらしていた。

「ごめんね、香織」

　心底すまなそうに肩をすくめる葵に、「ええよ」と笑う。

「なんや、私、安心したし」

「えっ、安心？」

　不思議そうに小首を傾げる葵に、「うん」と頷く。

　そう、完璧な仮面の裏側をようやく見られて、なんやホッとした。

　ホームズさんも人間なんや、って思えた言うか。

　微笑ましさに頬が緩むのを感じていると、

「良かった。これからは、過剰に警戒されずにすみますかね？」

　胸に手を当てて、にこりと笑うホームズさんに、また体が強張る。

　――あかん。前よりマシにはなったけど、やっぱこの人は怖いわ。

（いや、一番怖いのは、こんな人を手て懐なづけた葵だったりして？）




特別掌編　第五話　『宮下香織の懸念』

――香織と清貴の対峙――　ＥＮＤ
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質問コーナー









　こちらのコーナーは、登場人物や著者への質問を、サイトやＳＮＳ等を通して、読者様に事前に募集したものへのお返事です。

　質問をお寄せくださった皆様、本当にありがとうございました。




清貴に質問





Ｑ清貴くんには、怖いもの、苦手なものはありますか？






清貴　怖いものと苦手なものは、ずばりオーナーですね。甘やかされた反面、昔気質かたぎな人ですから、時にとても厳しく躾しつけられまして。それに、なんといっても師匠ですからね、なんだかんだ言って、怖いですよ。他はあまりないです。蛇男と揶揄されているだけあって、暗闇も気になりませんし、心霊現象も好奇心の方が勝りますし。……ああいえ、まだありました。怖いものは、葵さんですね。嫌われたくないので。





Ｑ清貴くんが使ってるコーヒー豆の種類は？






清貴　決まってないんです。実は、毎度同じ豆を使っているわけではないんです。季節や湿度、その時々で、美味しいコーヒー豆があると思っていますので。





Ｑ清貴くんは、時代小説を書いているお父様にアドバイスができる程の博識ですが、自分自身が作家になろうとは思わなかったのですか？






清貴　博識なんてそんなことは……読むのは好きですが、書くのはそれほど好きではありません。むしろ僕にとって『面倒臭いこと』に分類されます。一度、父に『大変ですね』と伝えたところ『趣味でもあるから』と答えてくれたのですが、それを聞いて僕は、『拷問みたいな趣味やな』と、正直思ってしまいました。作家先生が魂を込めて書いてくれたものをのんびり味わって読む方が、ずっと好きです。





Ｑホームズさんのカフェ巡りの記録と感想が書かれているノートが見たいです。どんなことが書かれているのですか？






清貴　たいしたことではないですよ。店名と住所と、店の雰囲気、コーヒーの味、心惹かれたメニューなどを走り書きしている程度です。





Ｑ店の勤務シフトを教えてください






清貴　その月によって違っています。まず、僕の学業を優先にして、店に入れる時をシフト帳に書き込みます。父がそれを確認して、僕のいない時に店にいるようにする、という感じですね。二人とも難しい場合は、渋々オーナーが店頭に立ちます。ですが、これは、滅多にないですね。





Ｑホームズさんの一日のスケジュールを教えてください






清貴　これもまた、定まっていないのですが、とりあえず、朝から午後まで大学に行く場合のスケジュールをお教えしますね。

　六時ごろに起きまして、シャワーを浴びて着替えて、天気の良い日はすぐに外に出ます。

　徒歩で大学に向かうのですが、その途中にモーニングをやっているカフェに入り、のんびり朝食を摂ります。

　その後、大学へ向かいまして勉強し、昼は大抵学食です。午後は三時ごろに大学を出まして、時間が許せば徒歩で、なければバスで店まで向かいます。そうして閉店まで店番。

　祖父が家にいる場合は、銀閣寺近くの家頭邸に帰って夕食を作ります。家に着くのは夜の八時ごろなので、いつも、すぐに作れる炒め物や、焼き魚になってしまいますね。友人と居酒屋に行くこともありまして、そういう場合は、八坂のマンションに帰って寝ます。そんな感じでしょうか？　なかなか、地味な生活をしていますよ。





Ｑホームズさんは、何でもできるイメージですが、ここまで何でもできるようになるには、数は少なくとも失敗もあったと思いますが、やってしまった大きな失敗はありますか？（和泉さんとのこと以外で）






清貴　そのカッコ内の文面がすべてでしょうか。器用貧乏と言いますか、なんでもソツなくこなすタイプなので、大きな失敗というのをしたことがないんです。不器用な父がいろいろと失敗しているのを見ているので、自然と学んだのもあるのかもしれません。





Ｑ清貴くんの使っているお香はなんでしょうか？






清貴　お香というより、現代的なインセンスですね。香りは季節によって変えています。たとえば、冬から早春は梅、春は桜、初夏はジャスミン、夏は荷か葉よう、秋は金きん木もく犀せい、という感じで。もちろん、これだけではないのですが、果実の香りも好んで使いますよ。





Ｑ四巻のラストに言った清貴の言葉、あれは夏目漱石ですか？






清貴　はい、漱石からの引用ですよ。




他キャラ＆著者への質問





Ｑオーナーに質問です。三巻で、オーナーが「しのぶれど～」という書をお店に飾っていきましたが、オーナーは、いつごろホームズさんの気持ちに気が付いていたのですか？　また、店長は五巻のラストまで、気が付いてなかったのでしょうか？






オーナー　気付いたのは、夏休み、清貴と一緒に海外を回っていた時やな。もしかしたら、清貴が自覚するより先やったかもしれへん。それまでの清貴は、海外に出たらイキイキとして、『まだまだ帰りたくないですね』なんて話しとったのに、その時ばかりは、早く帰りたそうにしてて、『こら、葵ちゃんに会いたいんやな』てな。




店長　あ、わたしも薄々気付いていたんですが、秋ごろ父に『清貴が葵ちゃんにメロメロや』と言われて、『やはり』と思いました。それにしても、二人が交際を始めて、恋した清貴があんな感じになるのが、とても意外で驚きましたね。





Ｑ著者さんに質問です。作中でホームズさんは龍　（蛇）、円生君は虎と譬えられていましたが、葵ちゃんは動物で譬えるなら何ですか？　ほかのキャラもできれば知りたいです






著　葵は、とてもまっすぐな目をした犬。豆柴とかそういう感じで。秋人は調子の良い狐、利休は猫ですね。





Ｑキャラ別でおすすめの京都のお土産を教えてください！






葵　私は、緑寿庵清水の金平糖です。とても可愛くて美味しいですし。

清貴　僕は、やはり定番ですが、阿闍梨餅ですね。トースターやレンジで温めても美味しいですよ。

秋人　俺は、ホームズが葵ちゃんの家に持って行った焼き菓子かな。ああ、でも、あれは京都っぽくはないか。それじゃあ、出町ふたばの豆餅かなぁ。

利休　僕は京都のお茶だね。





Ｑ著者さんに質問です。北海道から京都に移り住んだきっかけは何ですか？






著　主人が京都出身の京男でして、そうしたご縁で京都に移り住みました。





Ｑ執筆される時は、どんな環境でされてるのでしょうか？　音楽とか聞かれてますか？　もし聞かれてるのなら、好きなアーティストや曲を教えてほしいです。






著　まず掃除洗濯などの家事を終えた後、午前十時ごろから執筆に入ります。その際に必ずコーヒーを淹れて、音楽をかけます。『寺町三条シリーズ』の場合は基本的に『蔵』で流れていそうなジャズをかけていることが多いです。他の作品でしたら、その作品のイメージに合う音楽を探して流しています。あまり執筆の邪魔にならない曲を好んでかけています。特に『このアーティストが好き』という強いこだわりはなくて、勧められたらなんでも聴きます。





Ｑ家頭という名字は、どうやって思いついたんですか？






著　『京都寺町三条のホームズ』というタイトルを決めた後に、『ホームズ』というニックネームの青年のキャラクター像を思い浮かべ、その時に『家に頭と書き、家頭という名字でホームズ』と、ポンッと頭に浮かんだので、そのまま採用しました。





Ｑ著者さんに質問です。先生のお名前は本名でしょうか？　本名でなければ、お名前の由来などを知れたら嬉しいです。






著　名字の『望月』は、藤ふじ原わら道みち長ながの『望月の歌』が好きなのと、顔が満月のように丸いから（笑）という理由でして、下の『麻衣』という名は、私の母が、私に本当は付けたかった名前だったそうで、（友達に先に付けられてしまったので、断念したそうです）そのことを聞いていたので、『麻衣』は自分にとってもうひとつの名前だったんです。『望月麻衣』で調べてみたら、画数もとても良かったので、筆名にしました。





Ｑその都度の舞台は、どうやって選ぶんですか？






著　雑誌やテレビを観て、気になった社寺は、市内であれば必ず行くようにしているのですが、その時は、『○○寺を舞台に書いてみたいから取材に行こう』と思ってるわけではなく、ただ『行ってみたい！』と足を運び、その地に訪れたことで、『ここを舞台に書きたい！』となる、という流れの方が多いです。行った先の社寺に感動することで、書きたくなります。





Ｑ葵ちゃんのお母さんの実家は埼玉ですか？　埼玉に里帰りとかしないんですか？






著　はい、葵の母親は埼玉出身で、今も実家は埼玉です。なので、里帰りすることもあると思います。





Ｑ「蔵」のある場所を寺町三条に決めた理由はありますか？






著　寺町三条は、寺町通と三条通が交差する地で、いくつものアーケードが続く独特の雰囲気があります。入るとなんだか、ホッとする懐かしさがあり、ここを舞台に書きたいと思いました。





Ｑ執筆にあたって、骨董品店、または古美術を扱った作品にしようと思ったきっかけなどありますか？






著　元々、（詳しくはなかったのですが）古美術や骨董品、そしてアンティークショップの雰囲気が好きで、いつか骨董品店を舞台にした作品を書いてみたいと思っていました。そして京都を舞台にした作品を書こうと決めた時に、自然と『骨董品店』を舞台にしたいという気持ちも一緒に浮かんできましたので、京都の町と和洋折衷な骨董品店のイメージが私の中でとても合っていたのだと思います。そこから勉強に入ったので、『拙つたなくても勉強不足でも、嘘だけは書かない』と心に誓って書きました。





Ｑ宿敵に円生というキャラクターを作ったのは、どの段階ですか？　シャーロック・ホームズとモリアーティー教授との関係を意識しましたか？






著　実は一巻の時から、清貴にライバルキャラが欲しいなと思い、最初に秋人を出したんですが、ライバルにもならなかったので、『これは生半可な人物では駄目だ。ホームズというからには、モリアーティーのような強烈な人物を』と生まれたのが『円生』です。





Ｑ京都でのパワースポット、お気に入りの場所はどこですか？






著　私にとって最強のパワースポットは鞍馬山です。お気に入りの場所は、作中に書いたところすべてです。





Ｑ既刊の中で、お気に入りのシーンを教えてください。






著　一巻からお答えすると、一巻は百萬遍知恩寺で、清貴が過去の恋愛の失敗を打ち明けるシーン。ここはようやく人間らしさを出せたな、と思いましたので。もうひとつありまして、やはり祇園祭の夜、葵のピンチに清貴がやってくるシーンです。

　二巻は、清貴が円生の頭に扇子を叩きつけるシーン。ここは書いていて、本当に緊張しました。

　三巻は、クリスマスイブにベンチで清貴が葵の手を取るも邪魔が入るシーン。

　四巻は、吉田山荘真古館のエピソード、すべてです。

　五巻は、円生との対決全体と、ようやく清貴が葵の手を取れたシーン。

　六巻は、清貴が、時間稼ぎをするシーンですね。清貴らしいな、と。





Ｑ秋人は幸せになりますか…？（笑）






秋人　えっ、俺もう幸せなんだけど？




　以上、質問コーナーでした。

　清貴への質問が圧倒的に多かったので、先にまとめさせていただきました。

　また、似た雰囲気の質問は、一緒にさせていただきました。

　まだまだ、他にも質問をいただいたのですが、すべてにお答えできずに申し訳ありません。

　あらためて、本当にありがとうございました。











あとがき






　作品のガイドブックを出版するというのは、私にとって『夢にも見たことがない夢』でして、本当に嬉しく感慨深いです。

　キャラクターイラストや相関図、今まで巡った舞台のまとめ、そして四コマ漫画まで！

　ちなみに四コマ漫画の原作（ネーム）は、私が作成しました。

　お遊び全開のものですが、ヤマウチ先生に描いていただけて、感激でした。

　作中でも説明をしていますが、掲載している短編は、六巻の続きそのままです。

　六巻の終わりに、『葵の誕生日パーティへ向かう』そんな場面で終わっていまして、こちら、六・五巻においては、まさに『その誕生日パーティの模様』をお届けしています。

　また、掲載している特別掌編は、サイン会等を開催した時に、来てくださった方におくばりしたものです。

「読みたいけど、京都までは行けない」というお声も多くいただいていまして、せっかくだから、とこちらに掲載させていただくことになりました。

　私にとって、『夢にも見なかった夢』と『楽しい』が凝縮された、六・五巻。

　たくさんの方のお力添えがありまして、実現となりました。

　あらためて、双葉社様、エブリスタ様、取次様、書店様、デザイナー様、

　地図を手掛けてくださったＬｅａｆ様、

　自身が撮った桜の写真を提供してくれた主人、

　今回、たくさんのイラストを手掛けてくださったヤマウチシズ様、

　そして、この本をお手に取ってくださった読者様、

　心より感謝申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。





望月　麻衣
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